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は じ め に 
 

新型コロナウイルスの感染拡大で、今年度は各学校において様々に行事を工夫しな

がら実施してきました。本研究会においても感染拡大防止に努めながら「できない」で

はなく、「どのようにしたら実施可能か」という視点で工夫をしながら授業研究会を実

施しました。将来、このような予期せぬことが様々に起こるかもしれませんが、みんなで

知恵を出し合い、困難な状況に立ち向かっていきたいものです。 

また、今年度から GIGA スクール構想が始まりました。ICT 機器を自由に使いこなせ

なくては生活できない時代になっています。AI 技術がすごい勢いで進化し、自動運転

の時代になればタクシーや電車の運転手は不要になります。この先１０年くらいの間で

なくなってしまう職業もあれば新たに生み出される職業があるでしょう。 

こうした予期せぬ出来事や目まぐるしく様変わりする社会を子どもたちは生き抜いて

いかなくてはなりません。本研究会では、このような時代に生きていく子どもたちに必要

な資質能力に従前より着目し、テーマを「考える力が伸びる算数の学びを目指して」と

して取り組んで参りました。また、サブテーマを～数学的な見方・考え方を働かせて、試

行錯誤する（しちゃう）子～としました。考える力を伸ばすには、子どもたちの思いや考え

に立ち、考えずにはいられない内発的な動機づけを明らかにしながら取り組んでいく必

要があると考えます。昨年度より取り組み、本年度途中に分冊を各学校にお配りしまし

た。このたび昨年度刊行できなかった分が出来上がりましたので、日々の授業にお役

立ていただけたら幸いです。 

 

 令和４年３月 

川崎市立小学校算数教育研究会 

会長  藤中 大洋 
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「算数科指導資料集」に取り組む私たちの思い

令和 年度、小学校指導要領の全面実施に対応して、私たちは以下の研究テーマを掲げました。

この研究テーマには、「数学的な見方・考え方」と共に「算数の学びに夢中になっている子どもの姿」

を大切したいという私たちの願いが込められています。

では、この研究テーマの実現を図るにはどうすればよいのでしょうか？私たちは具体的に以下の４つ

を主な手立てとして研究を進めることとしました。

① 【数学的な見方・考え方を軸とした単元構想】⇒単元で働く数学的な見方・考え方を明確化する

② 【課題・提示の工夫】⇒子どもが考えたくなる場面を作る

③ 【学習中の「見取り」と「問い返し」】⇒子どもの思考に合わせた柔軟な学習展開を図る

④ 【「振り返り」の活用】⇒子どもの育ちの自覚を促すとともに、指導の改善を図る

この指導資料集は、上記の手立て①に対応しています。すなわち、学習場面でどのような数学的な見

方・考え方が働くのかを明確にしようという試みとしてまとめたものです。制作の過程では、単元計画

や、本時の指導案も載せたほうが良いのではないか、という議論もなされましたが、あえて「数学的な

見方・考え方を明確にし、それを子どもの姿としてイメージできるものにする」ということに焦点を絞

ることにしました。それは、展開例をなぞるような授業を求めているのではなく、それぞれのクラスの

子どもと共に、算数の学びを作り上げることを目指していきたいという思いの表れでもあります。そし

て、このような学びを日々積み重ねた先に、研究テーマの実現が図られるのではないかと、私たちは考

えます。

また、「数学的な見方・考え方」は、あくまでも子どもが働かせるものであると私たちは考えます。指

導者が、「こういうことに着目しなさい。」「この問題はこうやって考えるといいよ。」と指示や助言をし

たのでは、子どもが考えたことにはならず、考える力が伸びたとは言い難いのではないでしょうか。

そこで、あくまで子どもが自ら考えることを大切にするためにも、「疑問・問題意識をもとうとする」

「筋道だった行動をしようとする」「簡潔・明瞭・的確に表現しようとする」「よりよいものを求めよう

とする」という つを「数学的な見方・考え方を支える態度」として位置付けました。このような態度

に支えられ、自ら数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する子を育てていきたいと願っています。

なお「数学的な見方・考え方」の整理にあたっては、本研究会で昨年度まで用いてきた「繰り返し用

いる考え方」をベースとして、「小学校学習指導要領解説（算数編）」、片桐重男氏の「数学的な考え方」

の分類を参考にしました。「川崎版」としてまとめた「問題解決における主な数学的な見方・考え方一覧」

については、「研究の概要」と共に、裏表紙にも掲載してあります。一覧と照らし合わせながら、各単元

の「数学的な見方・考え方の具体」をご覧いただければ幸いです。

考える力が伸びる算数の学びを目指して

～数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する
し ち ゃ う

子～
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「算数科指導資料集」の利用に当たって

この指導資料集は、上記のような思いや疑問を抱いている先生方の手引きとなる資料にしたいという

思いで作成しました。そのため、授業の流し方を細かく示したものではなく、単元の中で大切となる「数

学的な見方・考え方」はどのようなものかを明確にし、学習の中でどのような子どもの姿として具体化

されるかをイメージできることを目指して作成されています。

大切にしたい数学的な見方・考え方を指導者が理解し、学習の中で目指す子どもの姿がイメージでき

ることによって、子どもの表現や反応に臨機応変に対応しながら、主体的・対話的で深い学びの実現が

図られるものと私たちは考えます。本資料を活用し、それぞれのクラスの実態に即した学習展開を考え、

子どもと共に作り上げる算数の学びにチャレンジしていくことを願っています。

【記載内容について】

原則として１単元 ページの構成で作られています。記載内容については以下の通りです。

□問題解決型の授業展開はできるようになったけど、もっと子ども主体の学習を目指したい！

□子どもの表現を大切にしながら学習を進めているのだけど、考えが深まっているのか心配・・・

□そもそも算数で大切にしたい「見方・考え方」って具体的にどういうこと？

「単元名」
番号については、現行の教科書に記載されて

いる順となっています。

「単元目標」および「評価規準」
国立教育政策研究所作成の「学習評価に関す

る参考資料」を基に作成しています。

「指導内容の系統」と「指導のポイント」
本単元を中心に学習内容の系統を示してい

ます。

「指導のポイント」には、学習内容の系統を

踏まえ、本単元での「数学的な見方・考え方」

につながる指導のポイントを文章で記述して

います。
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「大切にしたい数学的な見方・考え方の具体」
本単元で大切にしたい「見方」と「考え方」

の具体的な子どもの表現を吹き出しで記述して

います。

・数学的な見方・考え方を支える態度
数学的な見方・考え方を働かせる上で支えと

なる態度を４つの観点で示しています。このよ

うな態度を養っていくことが、子ども自らが「数

学的な見方・考え方」を働かせていくためには

欠かせないという考えのもと、全単元で共通し

て記載してあります。

・数学的な見方
「本質を捉える視点」としての「数学的な見

方」を、子どもの表現として具体化し、四角形

の吹き出しで記載しています。

・数学的な考え方
「思考の進め方・方向性」としての「数学的

な考え方」を、子どもの表現として具体化し、

網掛けをした角の丸い四角形の吹き出しで記載

しています。

「子どもの姿でイメージする単元の学び」
その単元の中で、「思考・判断・表現」を育成

する上でポイントとなる時間を、２～３時間抽

出し、その時間の課題と、大切にしたい子ども

の表現を精選して吹き出しで表現しています。

…本時の課題

…子どもの疑問・問い

…「数学的な見方」に関

連する子どもの表現

…「数学的な考え方」に

関連する子どもの表現

…「思考・判断・表現」

の評価規準

？

「 」
メモ欄としてご活用ください。
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研究の概要 （令和２年度～）

◇はじめに

算数教育研究会では、その長い歴史の中で一貫して「考える力」の育成に力を入れてきました。特に

平成 年度からは「考える力を伸ばす算数学習を目指して」というテーマで、問題解決において働く

「数学的な考え方」を単元間のつながりから明らかにするとともに、子どもがその考え方を意識するこ

とを目指し授業研究に取り組んできました。また、昨年度は、「数学的な見方・考え方を働かせて、試行

錯誤する子」というサブテーマを設定し、単元計画や振り返りに重点を置いて、主体的に学習に取り組

む態度の育成に取り組みました。

一方で、令和２年度より新しい学習指導要領の全面実施がスタートしました。今回の改定の背景には、

「これからの社会が、どんなに変化して予測困難な時代になっても、自ら課題を見付け、自ら学び、判

断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。」という願いが込められています。

では、新しい学習指導要領がスタートするタイミングで、私たちの日々の算数学習をどのように変え

ていけばよいのでしょうか？私たち算数教育研究会では、新指のキーワードとともに、日々の学習を振

り返り、今一度日々の学習で大切にしたいことや目指す子どもの姿について話し合いました。様々な意

見が出る中でも、共通していたことは、「数学的な見方・考え方」であり、「算数の学びに夢中になってい

る子どもの姿」でした。長時間にわたる議論の末に行き着いた結論は、今まで本研究会が大切にしてきた

ことと何ら変わるところはありませんでした。むしろ、この２点をより明確に目指し、実現を図ること

が求められているということを再認識することとなりました。

そこで令和 年度の研究テーマについては、それまでの研究テーマの意図は継承しながらも、表現を

以下の通り改めることにしました。表現と比べることで、そこに込めた私たちの思いを感じていただけ

れば幸いです。

◇令和２年度より 研究主題および副題はこう変わった！

（令和元年度） （令和２年度～）

主

題
考える力を伸ばす算数学習を目指して 考える力が伸伸びびるる算数の学学びびを目指して

副

題
数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する子 数学的な見方・考え方を働かせて、試試行行錯錯誤誤すするる

しち ゃ う

子子

考える力が伸びる算数の学びを目指して

～数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する
し ち ゃ う

子～
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る子どもの姿」でした。長時間にわたる議論の末に行き着いた結論は、今まで本研究会が大切にしてきた

ことと何ら変わるところはありませんでした。むしろ、この２点をより明確に目指し、実現を図ること

が求められているということを再認識することとなりました。

そこで令和 年度の研究テーマについては、それまでの研究テーマの意図は継承しながらも、表現を

以下の通り改めることにしました。表現と比べることで、そこに込めた私たちの思いを感じていただけ

れば幸いです。

◇令和２年度より 研究主題および副題はこう変わった！

（令和元年度） （令和２年度～）

主

題
考える力を伸ばす算数学習を目指して 考える力が伸伸びびるる算数の学学びびを目指して

副

題
数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する子 数学的な見方・考え方を働かせて、試試行行錯錯誤誤すするる

しち ゃ う

子子

考える力が伸びる算数の学びを目指して

～数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する
し ち ゃ う

子～

◇研究テーマのとらえ

考える力が伸びる 算数の学びを目指して ～数学的な見方・考え方を働かせて 試行錯誤する
しちゃう

子～

①考える力が伸びる

子どもは本来「考える力」を有している。子どもが自ら考えることで、その子の考える力が伸びてい

く。そのためにも、子ども一人一人が考えたくなる場面をつくること。本気で考え問題を解決してい

く過程を大切にしていくこと。さらに、「どのように考えることが大切か」を子どもが自覚すること。

その積み重ねによって、子どもの考える力が伸びていく。

②算数の学び

「授業」が、「教え手」側からみた言葉だとすると、「学び」とは「学び手」側からみた言葉である。

「学び」の主体は「学び手」（子ども）である。子どもが主役となり、子どもが学びを実感している算

数の学習。それが「算数の学び」である。「授業」が「子どもの学び」につながることを目指す。

③数学的な見方・考え方を働かせて

算数の問題解決において働くのが、「数学的な見方・考え方」である。数学的な見方・考え方とは、ど

のような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考をしていくのかという、物事の特徴や本質を捉

える視点や、思考の進め方や方向性を意味する。算数の学習において、数学的な見方・考え方がどの

ように働くかを指導者がとらえておくことが大切となる。

④試行錯誤する
しちゃう

子

「試行錯誤」とは、文字通り「失敗を重ねながらも段々と目的に迫っていく」ことである。資質・能

力の中の「主体的に学習に取り組む態度」との関連が強い。（「ねばり強さ」と「自己調整」）

学習においては、個人で試行錯誤する場面もあれば、集団として試行錯誤する場面もある。試行錯誤

を大事にするためには、「失敗」や「つまずき」、「分からなさ」に向き合うとともに、一度表現・処理

したことを「これでよいか。よりよいものにできないか。」と振り返ることが大切となる。

◇研究を支える教師の指導観

「研究テーマのとらえ」の④のように、「試行錯誤」を大事にするためには、「失敗」や「つまずき」、

「わからなさ」に丁寧に向き合うことが大切となる。うまくいかなかった事実に向き合い、何がいけな

かったのか振り返ることで、行動が変わり、目的に迫っていくことが可能となると考えられるからだ。

では、子どもたちが「失敗」や「つまずき」、「分からなさ」に丁寧に向き合うことができるようにな

るためにはどうすればよいのだろうか。

様々な要因が考えられるが、その一つとして指導者の「指導観」が挙げられると本研究においては考

えたい。すなわち、指導者自身が、「失敗」や「つまずき」、「分からなさ」に対してどうように振舞うの

かという、私たちの指導観が、子どもに影響を与えるのではないかと仮定し、どのような指導観をもっ

て学習を作り上げていくのがよいかということについても議論を深めていく。

その際、指導観を固定的に捉えることはせず、あくまで「本研究テーマの実現において」という限定

のもと、実践と議論をとおして吟味し改善を図っていく。そして、私たち一人一人の指導観を磨き上げ

ていくことを目指す。

「考える力が伸びる算数の学び」を実現し、 

「数学的な見方・考え方を働かせて 試行錯誤する
し ち ゃ う

子」を育成するため、 

指導者として大切にすべきことは・・・？ 
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◇教師の手立て

研究テーマの実現を目指し、具体的に以下の 点を主な手立てとして研究を進める。

① 【数学的な見方・考え方を軸とした単元構想】⇒単元で働く数学的な見方・考え方を明確化する

② 【課題・提示の工夫】⇒子どもが考えたくなる場面を作る

③ 【学習中の「見取り」と「問い返し」】⇒子どもの思考に合わせた柔軟な学習展開を図る

④ 【「振り返り」の活用】⇒子どもの育ちの自覚を促すとともに、指導の改善を図る

【数学的な見方・考え方を軸とした単元構想】 ⇒単元内で働く数学的な見方・考え方を明確化する

子どもの考える力の育成を図るためには、各学習場面で「どのように考えることが大切か」を指

導者が把握していることが欠かせない。そこで、どのような「数学的な見方・考え方」が働くのか

を明確にするとともに、子どもの学ぶ姿をイメージできる単元構想の作成に取り組む。そして、

「数学的な見方・考え方」を軸としながら学びを積み重ねることで、資質・能力の育成を目指す。

【課題・提示の工夫】 ⇒子どもが考えたくなる場面を作る

子どもが自ら考えることで、その子の考える力が伸びていく。そのためにも、子ども一人一人が

考えたくなる課題や課題提示の工夫が大切となる。課題そのものを児童の実態に合わせて工夫する

こともあれば、課題の提示の仕方をアレンジすることで、解決への意欲を高める工夫も考えられる。

【学習中の「見取り」と「問い返し」】 ⇒子どもの思考を生かした柔軟な学習展開を図る

子どもが主役となる「学び」を実現するためには、学習中に生まれた子どもの疑問や考えをもと

に、問題解決を図る学習展開が欠かせない。そのためにも、指導者には、子どもの思考や実態に合

わせた柔軟な対応が求められる。

一方で、そのような柔軟な対応が可能になるためには、教材の深い理解（解決に必要な既習事項

は何か、解決に用いる数学的な見方・考え方は何かなど）とともに、あらかじめ子どもの反応を想

定しておくことが重要となる。事前の教材研究が、子どもの「見取り」や、ねらいに即した「問い

返し」につながるものと考える。

【「振り返り」の活用】 ⇒子どもの学びの自覚を促すとともに、指導の改善を図る

学習の「振り返り」には、主に２つの役割があると考えられる。１つは、子どもが「自分の学び」

を自覚するためであり、もう１つは、指導者が次の指導の改善に生かすためである。この つの役

割の違いを指導者が自覚し、適切に活用していく。
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② 【課題・提示の工夫】⇒子どもが考えたくなる場面を作る

③ 【学習中の「見取り」と「問い返し」】⇒子どもの思考に合わせた柔軟な学習展開を図る

④ 【「振り返り」の活用】⇒子どもの育ちの自覚を促すとともに、指導の改善を図る
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子どもの考える力の育成を図るためには、各学習場面で「どのように考えることが大切か」を指

導者が把握していることが欠かせない。そこで、どのような「数学的な見方・考え方」が働くのか

を明確にするとともに、子どもの学ぶ姿をイメージできる単元構想の作成に取り組む。そして、

「数学的な見方・考え方」を軸としながら学びを積み重ねることで、資質・能力の育成を目指す。

【課題・提示の工夫】 ⇒子どもが考えたくなる場面を作る

子どもが自ら考えることで、その子の考える力が伸びていく。そのためにも、子ども一人一人が

考えたくなる課題や課題提示の工夫が大切となる。課題そのものを児童の実態に合わせて工夫する

こともあれば、課題の提示の仕方をアレンジすることで、解決への意欲を高める工夫も考えられる。

【学習中の「見取り」と「問い返し」】 ⇒子どもの思考を生かした柔軟な学習展開を図る

子どもが主役となる「学び」を実現するためには、学習中に生まれた子どもの疑問や考えをもと

に、問題解決を図る学習展開が欠かせない。そのためにも、指導者には、子どもの思考や実態に合

わせた柔軟な対応が求められる。

一方で、そのような柔軟な対応が可能になるためには、教材の深い理解（解決に必要な既習事項

は何か、解決に用いる数学的な見方・考え方は何かなど）とともに、あらかじめ子どもの反応を想

定しておくことが重要となる。事前の教材研究が、子どもの「見取り」や、ねらいに即した「問い

返し」につながるものと考える。

【「振り返り」の活用】 ⇒子どもの学びの自覚を促すとともに、指導の改善を図る

学習の「振り返り」には、主に２つの役割があると考えられる。１つは、子どもが「自分の学び」

を自覚するためであり、もう１つは、指導者が次の指導の改善に生かすためである。この つの役

割の違いを指導者が自覚し、適切に活用していく。

◇研究構想図

↑

教師の手立て

考える力が伸びる算数の学び

～数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤する
し ち ゃ う

子～

【数学的な見方・考え方を軸とした単元構想】

子どもの思考を

生かした

柔軟な学習展開

【見取り・問い返し】

考えたくなる

場の設定

【課題・提示の工夫】

学びの自覚と

指導の改善

【振り返りの活用】

子どもの考えで作り上げる算数の学びの積み重ね

数学的な見方・考え方

教師の指導観

で作り上げる算数の学びの積み重ね

子～

子どもの考え

～数学的な見方・考え方を働かせて、試行錯誤
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１年   A 数と計算 

 １． いくつかな 

 ２． なんばんめ 

 ４． いくつといくつ 

 ５． ぜんぶでいくつ 

 ６． のこりはいくつ 

 ７． どれだけおおい 

 ８． 10 より大きいかず 

11． ３つのかずのたしざん、ひきざん 

12． たしざん 

13． ひきざん 

15． 大きなかず 

17． どんなしきになるかな 



－ 12 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 



－ 13 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 
  １年 A 数と計算 

１ いくつかな 

単元目標 

（1）１０までの数及び０について理解し、ものの個数を正しく数えることができる。 

（2）数の大きさや順序を、数の意味や 1 のいくつ分かに着目して具体物や図などを用いて考える。 

（3）ものの個数を数を用いて表すことのよさに気付き、身の回りのものを数を用いて表したり、比

べたりしようとする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① １０までの数及び０の意味

や数え方、よみ方、書き方、

数の大きさや順序について

理解している。 

② ものの個数を数えたり、比べ

たりすることができる。 

① 数の大きさや順序を、数の意

味や１のいくつ分かに着目

して、具体物や図などを用い

て考えている。 

① ものの個数を数を用いて表

すことのよさに気付き、身の

回りのものを数を用いて表

したり、比べたりしようとし

ている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年 なかよし あつまれ 

・ものとものとを対応させることによって、物の個

数を比べること 

・観点に応じて集合を捉えること 

【指導のポイント】 

 本単元の学習を受けて、次単

元では、集合数と順序数を区別

して用いることができるように

していく。そのため、本単元で

は、数の大きさや順序を考えた

り捉えたりする際に、具体物や

図などを用いることに重点を置

くことが大切となる。 

また、本単元や【なかよしあつ

まれ】の学習の習得が今後のす

べての算数の資質・能力の育成

につながっていく。観点に応じ

て集合を捉えること、数の意味

や大きさ、順序などを十分理解

できるようにすることが重要に

なる。 

ここでの 

学び 

・１０までの数及び０の意味、数の大きさや順序の

理解 

・具体物や図などを用いて、数の大きさや順序の表

し方を考えること 

この先の 

学び 

１年「なんばんめ」 

・順番や位置の表し方、順序数と集合数の意味理解 

・１１，１２のよみ方や順序の理解 

１年「いくつといくつ」 

・一つの数をほかの数の和や差としてみること 

・一つの数をほかの数と関係付けてみること 
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「いくつかな」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆数の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆数量関係に着目

【単位に着目】

◆１のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

どんな数も数字でかけるよ。

数は、１の数がたくさん集まった

ものだよ。

数には順番や大きさがあるよ。

もっと大きな数もありそう。

合わせることも勉強するのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

５は１が５個ということで、

６は１が 6 個ということだから…

１個のブロックを５個集めている。

１を集めた５個分だから･･･

２文字と３文字を合わせると数が大きくなっている…

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０までのときみたいにブロックを

使って、比べよう。

前のように●でかいてみたら、

大きいほうがわかるよ。

５５５個と６個を並べると、６のほうが余るから、６が大きい。

他の数でも同じように

比べられそう。

赤は 2 文字、とんぼは 3 文字

だから…
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６は１が 6 個ということだから…

１個のブロックを５個集めている。

１を集めた５個分だから･･･

２文字と３文字を合わせると数が大きくなっている…

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０までのときみたいにブロックを

使って、比べよう。

前のように●でかいてみたら、

大きいほうがわかるよ。

５５５個と６個を並べると、６のほうが余るから、６が大きい。

他の数でも同じように

比べられそう。

赤は 2 文字、とんぼは 3 文字

だから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
５
時

第
６
時

６と５はどちらがおおきいでしょうか。

4 もじ、5 もじ、6 もじでできることばをみつけましょう。

赤は 2 文字、とんぼは 3 文字だから…

赤とんぼにすると 5 文字。

数は、1 がたくさん

集まっている。

他の数でも同じよう

に比べられそう。

どうやって比べるのかな？

また、1 が何個かを

考えればいいね。

１を集めた 5 個分だから…

５は１が 5 個ということで、

６は 1 が 6 個ということだから…

どうやったら見つかるかな？

【思】数の大きさや順序を、数の意味や１のいくつ

分かに着目して、具体物や図などを用いて考えて

いる。

●●●●●

●●●●●●

5 個と 6 個を並べると 6 のほ

うが余るから、6 のほうが大

きい。

数には順番や大きさが

あるね。

●で考えると…

くじらは

くもは

●●●

●●

数を合わせると数が

大きくなっている。

もっと大きな数もありそう。

合わせることも勉強するのかな。

【思】数の組み合わせを、数の意味に着目して、  

具体物や図などを用いて考えている。

1 個のブロックを 5 個集めているから…
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

２ なんばんめ 

単元目標 

（１）集合数と順序数について理解し、個数や順番、ものの位置を数えたり表したりすることがで

きる。 

（２）集合数と順序数の違いを、具体物や図などを用いて考える。 

（３）ものの個数や順番を数を用いて表すことのよさに気付き、身の回りのものを数を用いて表そう

とする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 個数や順番を正しく数えた

り、表したりすることができ

る。 

② 前後、左右、上下など方向や

位置についての言葉を用い

て、ものの位置を表すことが

できる。 

① 何番、何番目などに着目し

て、それらの違いを、具体物

や図などを用いて考えてい

る。 

① ものの個数や順番を数を用

いて表すことのよさに気付

き、身の回りのものを数を用

いて表そうとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年 なかよし あつまれ 

・ものとものとを対応させることによって、物の個

数を比べること 

・観点に応じて集合を捉えること 

１年「いくつかな」 

・１０までの数及び０の意味、数の大きさや順序の

理解 

・具体物や図などを用いて、数の大きさや順序の表

し方を考えること 

【指導のポイント】 

 本単元の学習を受けて、学校

生活や日常生活でも、集合数と

順序数を区別して用いることが

できるようにしていく。そのた

め、本単元では、数の大きさや順

序を考えたり捉えたりする際

に、具体物や図などを用いるこ

とに重点を置くことが大切とな

る。 

順序数という新たな数や位置

の表し方について理解すること

には、前単元までに集合数につ

いて十分理解しておくことが重

要である。 

ここでの 

学び 

・順番や位置の表し方、順序数と集合数の意味理解 

・11,12 のよみ方や順序の理解 

この先の 

学び 

１年「いくつといくつ」 

・一つの数をほかの数の和や差としてみること 

・一つの数をほかの数と関係付けてみること 

１年「どんなしきになるかな」 

・順序数を集合数に置き換えた加法、減法の計算の

意味と計算の仕方 

 

 

 

 



－ 18 －

「なんばんめ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆数の意味に着目

【単位に着目】

◆１のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

何番と何番目を見れば違いが見つかる

よ。

ブロックや●を使えば、全部なのか１個

だけなのかわかるよ。

１０とあと 1 個、2 個という数が

あるよ。

僕の番号は 1２番だから、並んだときは

前から 1２番目ってことだね。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

３匹というのは３個全部ということで、３匹目というのはその数だけのことだから･･･。

１を集めた１０個分と

あともう１個です。

似ていることをもとに考えよう【類推】

前みたいにブロックを使って、

並べてみよう。

前のように●でかいてみたら、

違いがわかるよ。

５３個は●を全部塗るけど、３個目は１個しか塗らない。

運動会のかけっこの３等は、３等までに３人

いて、３等の人は３番目だね。

犬は１番後ろにいる。後ろから１番目ということだから…。

１０と、あといくつって考えれば

いいね。



－ 19 －

「なんばんめ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆数の意味に着目

【単位に着目】

◆１のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

何番と何番目を見れば違いが見つかる

よ。

ブロックや●を使えば、全部なのか１個

だけなのかわかるよ。

１０とあと 1 個、2 個という数が

あるよ。

僕の番号は 1２番だから、並んだときは

前から 1２番目ってことだね。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

３匹というのは３個全部ということで、３匹目というのはその数だけのことだから･･･。

１を集めた１０個分と

あともう１個です。

似ていることをもとに考えよう【類推】

前みたいにブロックを使って、

並べてみよう。

前のように●でかいてみたら、

違いがわかるよ。

５３個は●を全部塗るけど、３個目は１個しか塗らない。

運動会のかけっこの３等は、３等までに３人

いて、３等の人は３番目だね。

犬は１番後ろにいる。後ろから１番目ということだから…。

１０と、あといくつって考えれば

いいね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

  

第
２
時

３匹と３匹目の違いを見つけましょう。

何匹でしょうか。何番目でしょうか。

どうやって見つけるのかな？

一番後ろの犬はどうやって言えばいいの

かな。

【思】何番、何番目などに着目して、集合数と順序

数の違いを、具体物や図などを用いて考えている。

●●●

〇〇●

【思】10 とあといくつに着目して数を捉え、集合数と

順序数を、具体物や図などを用いて考えている。

3 匹というのは 3 個全部という

ことで、3 匹目というのはその

数だけのことだから･･･。

前みたいにブロックを使って、

並べてみよう。

３個は●を全部塗るけど

３個目は 1 個しか塗らない。

何番と何番目を見れば違い

が見つかるよ。

ブロックや●を使えば、全部なのか１個

だけなのかわかるよ。

運動会のかけっこの３等は、３等まで

に３人いて、３等の人は３番目だね。

１を集めた１０個分と

あともう１個の所に犬がいます。

犬は１番後ろにいる。後ろから

１番目ということだから…。

前みたいにブロックを使って、

並べてみよう。

１０とあと 1 個、2 個という数が

あるよ。

１０と、あといくつって考えれば

いいね。

僕の番号は 1２番だから、並んだときは

前から 1２番目ってことだね。

動物は 12 匹で、猪は１２番目にい

る。後ろからは１番目ってことだね。
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

４ いくつといくつ 

単元目標 

（1）１つの数をほかの数の和や差としてみるなど、ほかの数と関連づけてみることができる。 

（2）数の合成・分解について具体物や図などを用いて考え表現する。 

（3）数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① １つの数をほかの数の和や

差としてみるなど、ほかの数

と関連づけてみることがで

きる。 

① 数量の関係に着目し、ある数

を合成・分解した数を考え、

それらを具体物や図などを

用いて表現している。 

① 具体物や図などを用いて数

を表し、ある数を合成・分解

することに主体的に取り組

もうとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつかな」 

・１０までの数の数え方、よみ方、書き方 

・１０までの数の順序、大小 

・０の意味、よみ方、書き方 

【指導のポイント】 

 本単元では、数について「合成」「分解」

といった構成的な見方を学習する。「合

成」とは、いくつかの数を合わせて１つ

の数にすること。「１と４で５」「２と３

で５」などとみることである。「分解」と

は、１つの数をいくつかの数に分けるこ

と。「５は１と４」「５は２と３」などと

みることである。それぞれ、加法と減法

につながる重要な見方であるので、具体

的な操作活動を通して十分に理解でき

るようにすることが大切である。おはじ

きなどを操作したり、カードを使ったゲ

ーム的な活動を取り入れたりしながら、

楽しく確実に習熟を図っていきたい。 

 また、１０の合成・分解は、繰り上が

りのある加法、繰り下がりのある減法の

素地となる見方である。１０を分解した

数を順序よく並べることで、一方の数が

１増えるともう一方の数は１減るとい

った関数的な見方に着目させるなど、多

面的にみる見方を養い、数についての感

覚を豊かにしていきたい。 

ここでの 

学び 

・１０までのかずの構成（合成・分解） 

・１つの数をほかの数の和や差としてみる

こと 

この先の 

学び 

１年「ぜんぶでいくつ」 

・加法の意味（増加・合併）と式表示 

・和が１０以下の加法 

１年「のこりはいくつ」 

・減法の意味（求残）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

１年「どれだけおおい」 

・減法の意味（求差）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

１年「１０より大きいかず」 

・２０までの数の数え方、よみ方、書き方 

・２や５のまとまりで数えること 

・２０までの数の構成、順序、大小 

・２０を超える数のよみ方、書き方 

・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 

・十何－１位数で繰り下がりのない計算 

※この後、１年２年の「大きい数」や「たし

算」「ひき算」につながる。 



－ 22 －

「いくつといくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量の関係に着目】

◆取った数ともとの数の関係に着目

◆数の構成（まとまり）に着目

【変わり方に着目】

◆分けた数の変わり方に着目

整理して考えよう【序列化・分類整理】

１つずつ増やしてみよう。 順番に並べてみよう。

右の数が１つ増えると、

左の数は１つ減る。

右の数が増えると、左の

数は減っている。

図に表して考えよう【図形化】

絵にかいて考えよう。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

右手に２個あって、あと４

個あると６になるから… 

全部の数を○でかいてみよう。

２個と３個で５個になる。

広げてみよう【発展・一般化】

だったら、11 でも同じかな？

まとめてみよう【統合・一般化】

５のときと同じように、左手が１個

増えると右手が１個減っている。

12 だったら…



－ 23 －

「いくつといくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量の関係に着目】

◆取った数ともとの数の関係に着目

◆数の構成（まとまり）に着目

【変わり方に着目】

◆分けた数の変わり方に着目

整理して考えよう【序列化・分類整理】

１つずつ増やしてみよう。 順番に並べてみよう。

右の数が１つ増えると、

左の数は１つ減る。

右の数が増えると、左の

数は減っている。

図に表して考えよう【図形化】

絵にかいて考えよう。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

右手に２個あって、あと４

個あると６になるから… 

全部の数を○でかいてみよう。

２個と３個で５個になる。

広げてみよう【発展・一般化】

だったら、11 でも同じかな？

まとめてみよう【統合・一般化】

５のときと同じように、左手が１個

増えると右手が１個減っている。

12 だったら…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
２
時

第
６
時

おはじきを５ことります。あかとあおのおはじきは、いくつといくつになるでしょうか。

いくつといくつで１０になるでしょうか。

見えているブロックは４個だから、か

くれているブロックは 6 個だ。

色ごとに順番に並べてみよう

〇●●●● 赤が１つ青か４つ

〇○●●● 赤が２つ青が３つ

〇○○●● 赤が３つ青が２つ

〇○○○● 赤が１つ青が 4 つ

赤が増えると青が減っている。

並べて見つけるとわかりやすいね。

他にも１０になる数があるかな？

今までと同じように、左手が 1 個増えると

右手が 1 個減っている。1 個ずつ変わって

いるよ。

ほかにも５つのなる

取り方はないかな？

他の数のときみたいに順番に増や

して考えよう。

どんな取り方があるのかな？

【思】１０を分解した数の並び方を見て、１つずつ増減

しているきまりに着目しながら、いくつといくつに分け

られるかを考えている。

赤が４つと青が１つ取れたよ。

赤が２つと青が３つとれた。

６このおはじきをつかって「かずあてゲーム」をしよう。みぎてにあるおはじきはいくつかな？

右手に２個あって、あと４個ある

と６になるから… 

【思】５がいくつといくつでできているかを、具体物や図などを

用いて考えている。

○を使ってかくこともできるよ。

○ ●●●●●  １と５

○○ ●●●●  ２と４

○○○ ●●●  ３と３

○○○○ ●●  ４と２

○○○○○ ●  ５と１

６このおはじきは、いくつといく

つにわけられるのかな？

【思】６がいくつといくつでできているかを、具体者や図などを

用いて考えている。

５のときと同じように順番に

並べてみよう。

５のときと同じように、左

手が１個増えると右手が１

個減っている。１個ずつ変

わっているよ。

だったら１１でも同じかな？
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

５ ぜんぶでいくつ 

単元目標 

（1）加法の意味（増加、合併）や式について理解し、1 位数＋1 位数で繰り上がらない加法の計算

ができる。 

（2）具体物や図などを用いて、計算の意味や計算のしかたを考える。 

（3）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 加法の意味（増加、合併）や

式について理解し、1 位数＋

１位数で繰り上がらない加

法の計算が確実にできる。 

① 数量の関係に着目し、具体物

や図などを用いて、計算の意

味やしかたを考えている。 

① 具体物や図などを用いて主

体的に考えたり、加法の場面

を身のまわりから見つけ、用

いたりしようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつといくつ」 

・１０までのかずの構成（合成・分解） 

・１つの数をほかの数の和や差としてみる

こと 

【指導のポイント】 

 本単元では、加法の意味と式、計算の

しかたについて学習する。加法の意味を

考えたり、加法が用いられる場面を式に

表したり、式をよみとったりするととも

に、１位数の加法の計算ができることを

ねらいとしている。加法の意味として、

増加と合併の２つの場面を扱う。また、

０の加法の意味についても学習する。加

法の式に表すときには、具体物を見せた

りブロックや図などを用いたりして、場

面と式を関連づけて捉えられるように

する。また、答えを求めるときには、数

の合成の見方に着目できるようにする。 

 ここで扱う計算の範囲は、１位数＋１

位数で和が 10 以下の場合である。以後、

「10 より大きい数」で数の構成をもと

に考えられる計算として 10＋３や 15

＋２の求め方を学習し、「たしざん」で

は、繰り上がりのある場合の加法の計算

を学習する。本単元は、式表示の素地と

なる学習なので、場面とブロック操作、

図表現、言葉、式を対応させる活動を繰

り返し取り入れ、丁寧に指導したい。 

ここでの 

学び 

・加法の意味（増加・合併）と式表示 

・和が１０以下の加法 

この先の 

学び 

１年「のこりはいくつ」 

・減法の意味（求残）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

１年「どれだけおおい」 

・減法の意味（求差）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

１年「１０より大きいかず」 

・２０までの数の数え方、よみ方、書き方 

・２や５のまとまりで数えること 

・２０までの数の構成、順序、大小 

・２０を超える数のよみ方、書き方 

・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 

・十何－１位数で繰り下がりのない計算 

 

 

 

※この後、１年２年の「大きい数」や「たし

算」「ひき算」等につながる。 



－ 26 －

「ぜんぶでいくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆もとの数と合わせる数の関係に着目

◆数の構成（まとまり）に着目

式に表して考えよう【式化】

はじめに３匹いて、あとから２匹入れた

から、３＋２になる。

４本と 3 本をいっしょにするから

４＋３になるよ。

はじめに３匹いて、あとから

２匹入れたから５匹になる。

図に表して考えよう【図形化】

絵にかいて考えよう。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４人いてあとから１人やってき

たから、たし算になる。

４＋２を図に表すとどうなるかな？

５匹と３匹で８匹になる。

広げてみよう【発展・一般化】まとめてみよう【統合・一般化】

５匹の金魚と３匹の金魚をあ

わせるのも、たし算になる。

あとから増えたり、こっちと

こっちを集めたりして増える

のはたし算になるんだね。 10 匹より多くなったらどうす

るのかな？

教室の中にも、たくさんたし算が

あるよ。問題にしたいな。
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「ぜんぶでいくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆もとの数と合わせる数の関係に着目

◆数の構成（まとまり）に着目

式に表して考えよう【式化】

はじめに３匹いて、あとから２匹入れた

から、３＋２になる。

４本と 3 本をいっしょにするから

４＋３になるよ。

はじめに３匹いて、あとから

２匹入れたから５匹になる。

図に表して考えよう【図形化】

絵にかいて考えよう。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４人いてあとから１人やってき

たから、たし算になる。

４＋２を図に表すとどうなるかな？

５匹と３匹で８匹になる。

広げてみよう【発展・一般化】まとめてみよう【統合・一般化】

５匹の金魚と３匹の金魚をあ

わせるのも、たし算になる。

あとから増えたり、こっちと

こっちを集めたりして増える

のはたし算になるんだね。 10 匹より多くなったらどうす

るのかな？

教室の中にも、たくさんたし算が

あるよ。問題にしたいな。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
４
時

第
５
時

４＋２＝６のしきを、ブロックと○のずであらわしましょう。

○○○○→ ←●●

４個のりんごと２個のり

んごをあわせたら、６個

になる。

どうして図が２つになるのかな？

式は同じでも、増えるときとあわせるときが

あるんだね。

すいそうにきんぎょが３びきいます。あとから２ひきいれると、ぜんぶでなんびきになるかな？

みぎのこはきんぎょを５ひき、ひだりのこはきんぎょを３びきもってきました。あわせてなんびきになるかな？

５匹と 3 匹の金魚を１つの水槽に入

れたんだ。

【思】増加と合併の場面について、その違いを意識しな

がら、ブロックや図、式などを用いて表現している。

ブロックでやってみよう。

□□□ ← ■■

○の図でも表せるよ。

〇○○←○○

増えるときもあわせるときも、２つの数が合

体するときは、同じたし算の式になるんだ。

集まるときも、５＋３＝８って、

たし算で表せるんだね。

矢印の向きはちがうけど、どっちも最後

は６個になっているよ。

どうしたら 5 匹ってわかるかな？

はじめに３匹いて、あとから２匹入れると何匹？

３匹と２匹をあわせて５匹になるよ。

増えるときと同じたし算でいい

のかな？

【思】加法の用いられる場面（増加）をブロックや図などを用い

て表している。

【思】加法の用いられる場面（合併）をブロックや図などを用い

て表している。

増えるときと同じように、ブロックや図に

してみよう。

○○○○○→ ←●●●  

右の子の 5 匹と左の子の３匹を１つの水槽に入

れるから、ぜんぶが集まって８匹になる。

○○○○←●●

４個のみかんがあって、

あと２個増えたら、６個

になる。

はじめに３匹いて、あとから２匹入れるか

ら、はじめの３匹に２匹をくっつけたよ。

増えるのは、３＋２＝５って表す

んだね。

ひとつはあわせていて、もうひとつは増

えているね。
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

６ のこりはいくつ 

単元目標 

（１）減法の意味(求残、求補)や式について理解し、場面を式に表したり、式を読み取ったりしなが

ら、１位数－１位数で繰り下がりのない減法の計算が確実にできる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりする。 

（３）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 減法の意味（求残・求補）の

式について理解している。 

② １位数－１位数で繰り下が

りのない減法の計算が確実

にできる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

しかたを考えたり、日常生活

に生かしたりしている。 

① 数や式に親しみ、算数で学ん

だことのよさや楽しさを感

じながら、学ぼうとしてい

る。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつといくつ」 

・１０までの数の構成（合成・分解） 

・１つの数をほかの数の和や差としてみること 

１年「ぜんぶでいくつ」 

・加法の意味（増加・合併）と式表示 

・和が１０以下の加法 

・異種の量の加法 

・０を含む加法 

【指導のポイント】 

 本単元は、減法の意味や式表

現について初めて学ぶ単元であ

る。前単元である「たしざん」の

学習を生かして、たし算との類

似点や相違点を見付けながら、

ブロック操作や図表現、言葉、式

を使って問題解決を図る。 

 その際、言葉だけに頼った立

式や問題解決ではなく、ブロッ

ク操作や図表現から、減法の場

面や意味を十分に理解し解決し

ていくことが望ましい。 

 今後、繰り上がりや繰り下が

りのある加法・減法の計算の場

面でも、計算の意味に基づいて

ブロックなどを操作したり、図

に表したりして考えていくこと

が重要となる。 

ここでの 

学び 

・減法の意味（求残）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

・異種の量の減法 

・０を含む減法 

この先の 

学び 

１年「どれだけおおい」 

・減法の意味（求差）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

１年「１０より大きいかず」 

・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 

・十何－１位数で繰り下がりのない計算 

１年「たしざん」 

・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算 

１年「ひきざん」 

・十何－１位数で繰り下がりのある計算 

など 
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「のこりはいくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法の意味に着目

◆計算の意味に着目

【変わり方に着目】

◆関数的な見方に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆異種の減法の場面に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

今までみたいに〇の図やブロックで表してみると… 他の場合でも同じようにできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

「－」は減るという意味だね

バイバイの動きをひき算と言うんだね。
子どもと帽子で違うものだけど、子どもが

帽子をかぶってバイバイするって考えれ

ば「残りはいくつ」のひき算と同じだね。

同じ答えになるものは、左の数（被減数）が１増えると、右の数（減数）は１減るから…

図に表して考えよう【図形化】

たし算と同じように、ブロックを使ってみると… 〇の図にしてみると…

残りはいくつの場合じゃなくても、バイバイの動き

をするからひき算になるね。

大人をバイバイすれば、子どもの人数が

分かるから…

９－５＝４、１０－６＝４ということは、

１１－７＝４かな？（指導外）

ブロックや〇の図にしてみると、ひき算でできることが分かるね。
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「のこりはいくつ」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法の意味に着目

◆計算の意味に着目

【変わり方に着目】

◆関数的な見方に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆異種の減法の場面に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

今までみたいに〇の図やブロックで表してみると… 他の場合でも同じようにできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

「－」は減るという意味だね

バイバイの動きをひき算と言うんだね。
子どもと帽子で違うものだけど、子どもが

帽子をかぶってバイバイするって考えれ

ば「残りはいくつ」のひき算と同じだね。

同じ答えになるものは、左の数（被減数）が１増えると、右の数（減数）は１減るから…

図に表して考えよう【図形化】

たし算と同じように、ブロックを使ってみると… 〇の図にしてみると…

残りはいくつの場合じゃなくても、バイバイの動き

をするからひき算になるね。

大人をバイバイすれば、子どもの人数が

分かるから…

９－５＝４、１０－６＝４ということは、

１１－７＝４かな？（指導外）

ブロックや〇の図にしてみると、ひき算でできることが分かるね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
４
時

第
５
時

のこりは なんびきに なるでしょうか。

ぼうしが ９こ あります。

６にんの こどもが １つずつ もって いきます。  のこりは なんこに なるでしょうか。

残りはいくつの場合じゃなくても、バイ

バイの動きをするからひき算になるね。

残りはいくつの問題じゃないな。

どんな計算になるかな？

どうすればいいのかな？

「－」は減るという意味だね。

【思】減法が用いられる場面（求残）を、ブロックなど

を用いて考えたり、図に表したりして考えている。

【思】減法が用いられる場面（求補）を、ブロックなど

を用いて考えたり、図に表して考えたりしている。

【思】異種の量の減法の場面を、ブロックなどを用いて

１対１対応することで、同じ減法の場面と捉え、解決の

方法を考えている。

水槽に金魚が５匹いて、

３匹取り出す場面

つばめが巣に３匹いて

２匹飛び立つ場面

たし算と同じように、

ブロックを使ってみると…

〇の図にしてみると…

８にんで キャンプに いきました。

その うち ３にんが おとなです。  こどもは なんにんでしょうか。

今までみたいに、〇の図や

ブロックにしてみると… 

他の場合でも同じように

できるかな。

バイバイの動きをひき算と

言うんだね。

大人をバイバイすれば、子ども

の人数が分かるから…

６－２＝４の式になる求残、求補の話をつくる活動

９個から６人をひいても

いいのかな？
子どもと帽子で違うもの

だけど、子どもが帽子を

かぶってバイバイするっ

て考えれば「残りはいく

つ」のひき算と同じだね。

ブロックや〇の図にしてみると、

ひき算でできることが分かるね。
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

７ どれだけおおい 

単元目標 

（１）減法の意味（求差）を理解し、式に表して計算することができる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりする。 

（３）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 減法の意味（求差）の式につ

いて理解している。 

② 減法が用いられる場合 (求

差)を理解し、文章題を解く

ことができる。 

① 減法が用いられる場面を、ブ

ロックなどを用いて考えた

り、図に表わしたりしてい

る。 

① 減法の意味や式、計算のしか

たについて、具体物や図など

を用いて主体的に考えたり、

減法の場面を身のまわりか

ら見つけ、用いたりしようと

している。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつといくつ」 

・１０までの数の構成（合成・分解） 

・１つの数をほかの数の和や差としてみること 

１年「ぜんぶでいくつ」 

・加法の意味（増加・合併）と式表示 

・和が１０以下の加法 

・異種の量の加法 

・０を含む加法 

１年「のこりはいくつ」 

・減法の意味（求残）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

・異種の量の減法 

・０を含む減法 

【指導のポイント】 

 本単元は、求残や求補の既習

事項を踏まえ、求差の場合の減

法について学習する。 

求差は、２つの集合を比べて

どちらが多いかを判断しなけれ

ばいけないことや、問題場面に

よっては、「３－８＝５」と先に

問題文に出てきた数を式に書く

児童が想定されるなど、理解す

ることが難しい児童も多い。 

 このような場合でも、前単元

と同じように、ブロック操作や

図表現、言葉、式を使って問題解

決を図っていくことになる。そ

うすることで、ブロックを使っ

て「取る（バイバイ）」という操

作が同じため減法が成り立つこ

とや、異種の２量でも１対１の

対応をし、「残り」に着目させる

ことで、減法が成り立つことへ

の理解が深まることが期待され

る。 

ここでの 

学び 

・減法の意味（求差）と式表示 

・１０以下の数から１位数をひく計算 

この先の 

学び 

１年「１０より大きいかず」 

・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 

・十何－１位数で繰り下がりのない計算 

１年「たしざん」 

・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算 

１年「ひきざん」 

・十何－１位数で繰り下がりのある計算 

など 
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「どれだけおおい」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法（求差）の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

残りはいくつの場合じゃなくても、同じ数だけバイ

バイして違いをだすから、ひき算になるね。
他の場合でも同じようにできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

多い方から少ない方と同じだけとればい

いんだね。

子どもとイスで違うけれど、子どもがイス

に座ったらと考えればいいね。

図に表して考えよう【図形化】

前の時間のひき算と同じように、上と下のブロック

をつなげて…（１対１対応）

〇の図にしてみると…

「何個多いでしょうか」も「どちらが多いでしょう

か」も「違いは何個でしょう」も全部ひき算でいい

ね。

線で結ばれていないところが答えになる

んだね。

身の回りのものでいろいろな問題を作って、

友だちと出し合ってみようかな。

８から結んだ５をバイバイしているわけ

だから…
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「どれだけおおい」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法（求差）の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

残りはいくつの場合じゃなくても、同じ数だけバイ

バイして違いをだすから、ひき算になるね。
他の場合でも同じようにできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

多い方から少ない方と同じだけとればい

いんだね。

子どもとイスで違うけれど、子どもがイス

に座ったらと考えればいいね。

図に表して考えよう【図形化】

前の時間のひき算と同じように、上と下のブロック

をつなげて…（１対１対応）

〇の図にしてみると…

「何個多いでしょうか」も「どちらが多いでしょう

か」も「違いは何個でしょう」も全部ひき算でいい

ね。

線で結ばれていないところが答えになる

んだね。

身の回りのものでいろいろな問題を作って、

友だちと出し合ってみようかな。

８から結んだ５をバイバイしているわけ

だから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
３
時

いちごあめは ぶどうあめより なんこ おおいでしょうか。

答えはどんな式で求めら

れるかな？

【思】減法が用いられる場面（求差）を、ブロックなど

を用いて考えたり、図に表して考えたりしている。

前の時間の引き算と同じように、上と下のブロックをつなげて…

〇の図にしてみると…

残りはいくつの場合じゃなくても、同じ数だけバイバイして

違いを出すからから、ひき算になるね。

「ちがいはいくつでしょう」もひき

算でいいのかな？

【思】減法が用いられる場面（求差）を、ブロックなど

を用いて考えたり、図に表して考えたりしている。

いすと こどもの かずの ちがいは いくつでしょうか。

子どものブロックとイスのブロックを線で結ぶと… 

子どもとイスで違うけれど、子どもが

イスに座ったらと考えればいいね。

多い方をひいたら、いちごあめと

ぶどうあめの数が同じになっちゃう。

「○○より何個多いか」は初めて出てきたけれど、

ブロックや○で表すといつものひき算と同じよう

に考えられるね。

多い方から少ない方と同じ数だけとればいい

んだね。そうしたら式は７－５で２個だ。

〇の図にしてみると…

「何個多いでしょうか」も「どちらが多いでしょうか」

も、「違いは何個でしょう」も全部ひき算でいいね。

他の場合でも同じようにできるかな。

８から結んだ５をバイバイしているわけだから…
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団
思
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の
イ
メ
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第

1
時
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③
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

８ 10 より大きいかず 

単元目標 

（１）30 程度までの数の数え方、よみ方、書き方、数の大きさや順序について理解し、数を数えた

り比べたりすることができる。また、繰り上がりや繰り下がりのない２位数と１位数の加法、

減法の計算ができる。 

（２）数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それらを日常生活に生かす。ま

た、繰り上がりのない２位数と１位数の加法、減法の計算のしかたを考える。 

（３）数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 数の大小や順序について理

解し、正しく数えたり比べた

りすることができる。 

② 「１０が幾つ」や「１０とあ

と幾つ」という数の見方など

を用いると、簡単な場合につ

いて、２位数などの加法及び

減法ができることを知って

いる。 

① 「１０とあと幾つ」などの数

の見方を用いて表し方や比

べ方を数えたり、考えたり

し、日常生活に生かしてい

る。 

② ２位数と１位数の加法、減法

の計算の仕方を、数の構成を

もとにブロックなどを用い

て考えている。 

① 身の回りにあるものの個数

や順番に親しみ、大きさを比

べたり数えたりしようとし

ている。 

② ものの個数や順番を数を用

いて表すことで、日々の生活

が効率的になったり豊かに

なったりするというよさに

気付いている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつかな」 

・０～１０までの数の意味、数え方、よみ方、書き方

数の大きさや順序の理解 

１年「なんばんめ」 

・集合数と順序数についての理解 

１年「いくつといくつ」 １年「ぜんぶでいくつ」 

・１０までの数についての合成・分解 

・加法の意味や式の理解 

１年「のこりはいくつ」 １年「どれだけおおい」 

・減法（求残、求補）の意味や式の理解 

・減法（求差）の意味や式の理解 

【指導のポイント】 

 本単元では、２０までの数の

数え方、よみ方、書き方、数の構

成、大小、系列の理解を図るとと

もに、３０程度までの数につい

ても数えられるようにする。も

のの数を１０のまとまりに着目

捉える見方について理解を図

る。そして、その見方を広げ、よ

り大きな数の表し方への見通し

をもたせる。 

また、本単元では、繰り上がり

や繰り下がりのない２位数と１

位数の加法、減法についても扱

う。数の構成の見方を生かし、ブ

ロックなどを用いて計算のしか

たを考えたり、説明したりする

活動が重要となる。 

ここでの 

学び 

・３０台までの数について、数の数え方、読み方、表

し方、数直線での位置、順序、系列 

・繰り上がり・下がりのない加法、減法の計算の仕方 

この先の 

学び 

１年「大きな数」 ２年「１００より大きい数」 

２年「１０００より大きい数」 

２位数、３位数、一万未満までについての十進位取

りによる数の表し方の基礎の理解 
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「１０よりおおきいかず」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０といくつと考えるとわかりやすいね。

数が増えても１０のまとまりとばらがいくつかを数

えて表せばいいんだね。

１０より大きい足し算と引き算は、１０といくつに分

けて考えると。今までと同じように計算できるね。

２０よりも大きい数でも同じように表せるの

かな。

１０のまとまりが３つになったらどう表す

のかな。

１０より大きい数のひき算もできるか

な。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

整理して考えよう【順序化・分類整理】

朝顔にブロックを乗せて考えてみよう。 １０個のまとまりに並べ替えて考えてみると…

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

１０と８で１８だね。
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「１０よりおおきいかず」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０といくつと考えるとわかりやすいね。

数が増えても１０のまとまりとばらがいくつかを数

えて表せばいいんだね。

１０より大きい足し算と引き算は、１０といくつに分

けて考えると。今までと同じように計算できるね。

２０よりも大きい数でも同じように表せるの

かな。

１０のまとまりが３つになったらどう表す

のかな。

１０より大きい数のひき算もできるか

な。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

整理して考えよう【順序化・分類整理】

朝顔にブロックを乗せて考えてみよう。 １０個のまとまりに並べ替えて考えてみると…

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

１０と８で１８だね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
６
時

第
９
時

いくつあるでしょうか。

いくつあるでしょうか。

１５＋２の計算のしかたをかんがえましょう。

１８－３の計算のしかたをかんがえましょう。

１０のまとまりとばらで考えると…

花にブロックを置いてわかりやすくできるかな…。

１０といくつと考えるとわか

りやすいね。

１５は１０と５ということだから…

１０個のまとまりに並べ替えて考えてみると… 数が増えても１０のまとまりとばらがいくつかを

数えて表せばいいんだね。

１８も１０と８に分けて考えると…

１０より大きい数のひき算もで

きるかな。

１０より大きい足し算はどう

すればいいのかな？

１０より大きい足し算と引き算は、

１０といくつに分けて考えると。今

までと同じように計算できるね。

どうしたらわかりやすく数えることが

できるかな？

１０より大きい数はどうやって数えれば

いいのかな？

ブロックを並び替えて１０のまとまりを作っ

たら、わかりやすくなったよ。

１０のまとまりが２個と、ばらが４個だから

２４と表せばいいね。

２０より大きい数はどう表すのかな？
１０のまとまりが３つになったらどう表すの

かな？

１８－３の計算はそうすればいいかな？

【思】「１０とあといくつ」などの見方を用いて表し方を

考えている。

【思】数のまとまりに着目し、数を数えたり表

し方を考えたりしている。

【思】繰り上がり・繰り下がりのない２位数と１位数の

加法と減法の計算のしかたを「１０とあといくつ」の見

方や数の構成をもとにして考えている。

１０のまとまりが３つなら３０と言える

ね。

２０よりも大きい数でも同じよう

に表せるのかな。

５＋２＝７に１０のまとまりを足して

１７になるね。
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

１１ ３つのかずのたしざん、ひきざん 

単元目標 

（1）３口の加法、減法の意味を理解し、式に表して計算することができる。 

（2）数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりする。 

（3）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ３口の加法、減法の意味を理

解し、具体物や図などを使っ

て式に表したり読み取った

りするとともに、３口の加

法、減法の計算ができる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

意味や計算のしかたを具体

物や図などをもとに考えた

り、日常生活に生かしたりし

ている。 

① 数や式に親しみ、１つの式に

表すことのよさや楽しさを

感じながら学ぼうとしてい

る。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつといくつ」 
・10 までの数の構成（合成・分解） 
・１つの数をほかの数の和や差としてみること 
１年「ぜんぶでいくつ」 
・加法の意味（増加・合併）と式表示 
・和が 10 以下の加法 
・異種の量の加法 
・0 を含む加法 
１年「のこりはいくつ」 
・減法の意味（求残）と式表示 
・10 以下の数から１位数をひく計算 
・異種の量の減法 
・0 を含む減法 
１年「どれだけおおい」 
・減法の意味（求残）と式表示 
・10 以下の数から１位数をひく計算 
１年「10 より大きいかず」 
・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 
・十何－１位数で繰り下がりのない計算 
※17-10 の計算 

【指導のポイント】 

 本単元では、３つの数の加法

や減法について指導する。式の

意味については、問題場面を実

際に演じたりブロックの操作で

表したりして、それを式に置き

かえるといった段階を踏むこと

により、実感をもって理解でき

るようにすることが大切であ

る。具体的な場面と式を結びつ

けて捉える活動を丁寧に扱い、

式についての理解を深めていき

たい。本単元の学習を受けて、単

元 12 の繰り上がりのある加法、

及び単元 13 の繰り下がりのあ

る減法につながっていく。 

 式は、計算の答えを求めるた

めだけでなく、具体的な場面の

数量の関係や思考の過程を表す

ときにも用いられる。このよう

な式のはたらきに着目し、式に

表したり式をよみとったりする

ことが大切である。 

ここでの 

学び 

・３口の数の加法、減法と式表示 

この先の 

学び 

１年「たしざん」 
・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算 
１年「ひきざん」 
・十何－１位数で繰り下がりのある計算 
１年「大きなかず」 
・何十の加法、減法 
・何十何＋１位数で繰り上がりのない計算 
・何十何－１位数で繰り下がりのない計算 
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「３つのかずのたしざん、ひきざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

他の場面でも同じように３つの数の式に

できるのかな。

生活の場面でも、同じように３つの

数の式ができるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

初めに４こある。次に３こ増え

て、それから２こ増えているか

ら…

９ひきいて、２ひき帰って、また
３ひき帰るわけだから…

似ていることをもとに考えよう【類推】

たし算やひき算がまざっても、同じよう

に、順番に計算して考えると…

たし算とひき算のときみたいに、図に表して

考えると…

【意味に着目】

◆計算の意味に着目

【単位・要素に着目】

◆１０のまとまりに着目

はじめの４に、3 増えて、また２増えて
いるから、式は４＋３＋２だとう思う。

９から２ひいて、また 3 ひくっていうこと
だから、式は９－２－３になるね

１０のまとまりをつくれば計算しやすいね。

ひき算も３つの数の式に表せることができ

たんだね。

はじめに５あって、３へって、次に４増えている

から、式は５―３＋４になると思う。

たし算とひき算が混じっているときでも、

１つの式に表し、順番に計算できるね。
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「３つのかずのたしざん、ひきざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

他の場面でも同じように３つの数の式に

できるのかな。

生活の場面でも、同じように３つの

数の式ができるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

初めに４こある。次に３こ増え

て、それから２こ増えているか

ら…

９ひきいて、２ひき帰って、また
３ひき帰るわけだから…

似ていることをもとに考えよう【類推】

たし算やひき算がまざっても、同じよう

に、順番に計算して考えると…

たし算とひき算のときみたいに、図に表して

考えると…

【意味に着目】

◆計算の意味に着目

【単位・要素に着目】

◆１０のまとまりに着目

はじめの４に、3 増えて、また２増えて
いるから、式は４＋３＋２だとう思う。

９から２ひいて、また 3 ひくっていうこと
だから、式は９－２－３になるね

１０のまとまりをつくれば計算しやすいね。

ひき算も３つの数の式に表せることができ

たんだね。

はじめに５あって、３へって、次に４増えている

から、式は５―３＋４になると思う。

たし算とひき算が混じっているときでも、

１つの式に表し、順番に計算できるね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
２
時

第
３
時

おはなしをしきにあらわしましょう。

たし算とひき算のときみたいに、

図に表して考えると…

○○○○←○○○←○○

１０をこえる計算はどうすればいいのかな？

１０のまとまりをつくれば計算しやすいね。

【思】３口の加法や減法が用いられる場面を、ブロック

などを用いて考えたり、図に表したりしている。

メダルは なんこに なったでしょうか。

たし算とひき算が混じっているときでも、

１つの式に表し、順番に計算できるね。

はじめに５あって、３へって、次に４増えている

から、式は５―３＋４になると思う。

たし算とひき算が混じっているときも、１つの式に表せるのかな？

たし算やひき算が混じっていて

も、順番に計算できるのかな？

【思】３口の加減混合の計算が用いられる場合を理解し、

式やブロックなどを用いて考えたり、図に表したりして

いる。

たし算とひき算のときみたいに、

図に表して考えると…

○○○○ →○○○ →○○

どんどん減っていくから、ひき算かな？

【思】３口の加法や減法が用いられる場面を、ブロ

ックなどを用いて考えたり、図に表したりしてい

る。

のこりはなんびきでしょうか。

ひき算も３つの数の式に表せること

ができたんだね。

ひき算も３つの数の式に表せるかな？

前のブロックから順番に引けばい

いのかな。

たし算やひき算が混じっても、同じように、順

番に式に表して考えると…

数が増えて、また増えたけど、続きも

式に表せるのかな？

９から２ひいて、また 3 ひくっていうこと
だから、式は９－２－３になるね

たし算とひき算のときみたいに、図に

表して考えると…

他の場面でも同じように３つの数の式にできるのかな。

生活の場面でも、同じように３つの
数の式ができるのかな。

初めに４こある。次に３こ増えて、そ
れから２こ増えているから、

４＋３＋２＝９
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

１２ たしざん 

単元目標 

（1）１位数＋１位数で繰り上がりのある加法について理解し、計算することができる。 

（2）具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。 

（3）加法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① １位数＋１位数で繰り上が

りのある加法の意味や計算

のしかたを理解し、加法の計

算が確実にできる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

意味や計算のしかたを考え

たり、日常生活に生かしたり

している。 

① 数や式に親しみ、算数で学ん

だことのよさや楽しさを感

じながら学ぼうとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつといくつ」 
・10 までの数の構成（合成・分解） 
・１つの数をほかの数の和や差としてみること 
１年「ぜんぶでいくつ」 
・加法の意味（増加・合併）と式表示 
・和が 10 以下の加法 
・異種の量の加法 
・０を含む加法 
１年「のこりはいくつ」 
・減法の意味（求残）と式表示 
・10 以下の数から１位数をひく計算 
・異種の量の減法 
・０を含む減法 
１年「どれだけおおい」 
・減法の意味（求残）と式表示 
・10 以下の数から１位数をひく計算 
１年「10 より大きいかず」 
・十何＋１位数で繰り上がりのない計算 
・十何－１位数で繰り下がりのない計算 
※17-10 の計算 
1 年｢３つのかずのたしざん、ひきざん｣ 
・３口の数の加法、減法と式表示 

【指導のポイント】 

新たな計算に出合ったときに

は、既習の計算に帰着するとい

う見方・考え方を働かせること

が大切である。繰り上がりのあ

る加法の計算のしかたを考える

場合は、10 のまとまりをつくる

ことに着目していく。10 のまと

まりをつくるためには、加数や

被加数を分解するという数の見

方に着目する。その結果、｢10 と

あといくつ｣という見方で答え

が求められるようになる。これ

らの数の見方は、以後、四則計算

のしかたを考えるときの基本的

な着眼点となっていく。 

ここでの 

学び 

・1 位数＋１位数で繰り上がりのある計算 

この先の 

学び 

１年「ひきざん」 
・十何－１位数で繰り下がりのある計算 
１年「大きなかず」 
・何十の加法、減法 
・何十何＋１位数で繰り上がりのない計算 
・何十何－１位数で繰り下がりのない計算 
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「たしざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量の関係に着目】

◆加法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

【単位に着目】

◆１０のまとまりに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０のまとまりをつくって、１０とあといくつと

見るといいね。

たとえば、答えが１２になるカードに注目してきま

りを見つけると、そのきまりが他の答えの場合でも

使えそうだね。

ひき算もたし算と同じように、１０のまとまり
を作ると、計算がしやすくなるのかな。

ひき算もたし算と同じように、きまりがあ
るのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

増えるといくつや、合わせると
いくつは、たし算の式だね。

１０のまとまりをつくって、１０とあと

いくつと見るといいね。

１０のまとまりにするために、４を１と

３にわけたんだね。

10 のまとまりにすると、計算
しやすくなるよ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

数を数えるときに、１０のまとまりをバ
ラにしたから、たし算でも１０のまとま
りを作れないかな？

前にたし算をしたとき、ブロックや図で考えた
から、ここでも使えないかな。

４こもらったということは、増え

るからたし算になるね。

答えが同じカードでは、左の数が１増えると、右の数が１減るね。

７と９のどちらを１０のまとまりにしても、合わ

せた数はかわらないね。
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「たしざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【数量の関係に着目】

◆加法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆数量の関係に着目

【単位に着目】

◆１０のまとまりに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０のまとまりをつくって、１０とあといくつと

見るといいね。

たとえば、答えが１２になるカードに注目してきま

りを見つけると、そのきまりが他の答えの場合でも

使えそうだね。

ひき算もたし算と同じように、１０のまとまり
を作ると、計算がしやすくなるのかな。

ひき算もたし算と同じように、きまりがあ
るのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

増えるといくつや、合わせると
いくつは、たし算の式だね。

１０のまとまりをつくって、１０とあと

いくつと見るといいね。

１０のまとまりにするために、４を１と

３にわけたんだね。

10 のまとまりにすると、計算
しやすくなるよ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

数を数えるときに、１０のまとまりをバ
ラにしたから、たし算でも１０のまとま
りを作れないかな？

前にたし算をしたとき、ブロックや図で考えた
から、ここでも使えないかな。

４こもらったということは、増え

るからたし算になるね。

答えが同じカードでは、左の数が１増えると、右の数が１減るね。

７と９のどちらを１０のまとまりにしても、合わ

せた数はかわらないね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
２
・
３
時

第
４
・
５
時

第
９
・
１
０
時

７＋９のけいさんのしかたをかんがえましょう。

７を１０のまとまりにするためには…

前の時間のときみたいに、

ブロックで表して考えると…

７と９のどちらを１０のまとまりにして

も、合わせた数はかわらないね。

７に３をたせば１０になるから、

９から３つ動かせばいいんだね。

どんなふうに１０のまとまりをつくればいいかな？ 他の考え方もあるかな？

【思】10 のまとまりに着目し、繰り上がりのある加法の計

算のしかたをブロックや図、式などを用いて考えている。

答えが１０をこえそう。かんたんに答え

がわかる方法はないのかな。

４は１と３に分けられる。

９にあと１をたして１０を作ればいい。

【思】10 のまとまりに着目し、繰り上がりのある加法

の計算のしかたをブロックや図、式などを用いて考えて

いる。

まつぼっくりを９こ見つけました。４こもらいました。ぜんぶでなんこになったでしょうか。

１０のまとまりをつくって、１０

とあといくつと見るといいね。

おなじこたえのカードをあつめましょう。

答えが同じカードでは、左の数が

１増えると、右の数が１減るね。

答えが１大きくなると、その答えの式に

なるカードの枚数は１つずつ減るね。

たとえば、答えが１２になるカード

に注目してきまりを見つけると、そ

のきまりが他の答えの場合でも使

えそうだね。

同じ答えの式のカードを並べた

ら、どんなきまりが見つかるか

な？

カードの上と下で、左の数と

右の数を入れ替えた式が、向

かい合っている。

他にもきまりがあるかな？

【思】被加数と加数の変化のきまりに着目して、答えが

同じ加法の式の見つけ方を工夫している。

１２
３＋９
４＋８
５＋７
６＋６
７＋５
８＋４
９＋３

４こもらったということは、増え

るからたし算になるね。

なんで、４を１と３にわけているの？

10 のまとまりにすると、計算し
やすくなるよ。

１０のまとまりにするために、

４を１と３にわけたんだね。

ブロックで表すと・・・。

９を１０のまとまりにするため

に、７を１と 6 に分けて考えて…
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

１３ ひきざん 

単元目標 

（1）十何－１位数で繰り下がりのある減法の意味や計算のしかたを理解し、減法の計算が確実にで

きる。 

（2）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたりする。 

（3）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 減法の意味について理解し、

それが用いられる場合につ

いて知っている。 

② 減法が用いられる場面を式

に表したり、式を読み取った

りしている。 

③ １位数と１位数の加法及び

減法が確実にできる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

意味や計算の仕方を考えた

り、日常生活に生かしたりし

ている。 

① 数や式に親しみ、算数で学ん

だことのよさや楽しさを感

じながら学ぼうとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「１０より大きいかず」 

・２位数を１０のまとまりに着目して捉える見方 

・１０＋１位数、２位数－１位数で答えが１０にな

る計算のしかた 

・繰り上がりのない十何＋１位数、繰り下がりのな

い十何－１位数の計算のしかた 

１年「３つのかずのたしざん、ひきざん」 

・３つの数の加法や減法の計算のしかた 

１年「たしざん」 

・１位数＋１位数で繰り上がりのある加法の計算の

しかた（加数分解、被加数分解） 

【指導のポイント】 

 本単元の学習では、被減数を

「１０とあといくつ」とみる数

の見方に着目することが大切で

ある。数を分解して捉えること

により、１０のほうからまとめ

てひいたり（減加法）、端数のほ

うから順にひいたり（減減法）す

る考えが引き出され、既習の計

算の組み合わせとして答えが求

められるようになる。 

 これらの数の見方は、以後の

四則計算のしかたを考える時の

基本的な着眼点となっていくの

で、丁寧に指導していきたい。 

 また、１位数どうしの減法は、

これから学習するすべての減法

計算の基礎となるものであるた

め、本単元の学習後も継続的に

練習の機会を設け、確実な定着

を図っていきたい。 

ここでの 

学び 

・十何－１位数で繰り下がりのある減法の計算のし 

かた（減加法、減減法） 

この先の 

学び 

２年「たし算」 

・加法が用いられる場合の理解を深める 

・和が１００未満の加法の計算のしかた、筆算のし

かた 

・加法の交換法則 

２年「ひき算」 

・減法が用いられる場合の理解を深める 

・２位数の減法の計算のしかた、筆算のしかた 

・加法と減法の相互関係 



－ 50 －

「ひきざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法の意味に着目

【単位・要素に着目】

◆数の構成に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０といくつにわけて考えてからひくのは、

どちらのやりかたでもいっしょだね。

１０といくつにわけてから、１０かばらのど

ちらかからひいていけばいいね。

ほかの数でも同じように計算できるのかな。

うしろの数（ひく数）をわけてもで

きるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

はっぱが１２まいあって、

９まいとるからひきざんの

しきになるね。

５こあったまつぼっくりの

かざりを２こあげたからひ

きざんだ。

１２－３の３を２と１にわ

けると、１２－２で１０に

なる。

１２－９の１２は、１０と

２にわけられるから…

図に表して考えよう【図形化】

         １２を１０と２に分けてブロックをおいてみると…

１０のまとまりからとってみると…

１２から２をとると１０になるから…
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「ひきざん」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆減法の意味に着目

【単位・要素に着目】

◆数の構成に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０といくつにわけて考えてからひくのは、

どちらのやりかたでもいっしょだね。

１０といくつにわけてから、１０かばらのど

ちらかからひいていけばいいね。

ほかの数でも同じように計算できるのかな。

うしろの数（ひく数）をわけてもで

きるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

はっぱが１２まいあって、

９まいとるからひきざんの

しきになるね。

５こあったまつぼっくりの

かざりを２こあげたからひ

きざんだ。

１２－３の３を２と１にわ

けると、１２－２で１０に

なる。

１２－９の１２は、１０と

２にわけられるから…

図に表して考えよう【図形化】

         １２を１０と２に分けてブロックをおいてみると…

１０のまとまりからとってみると…

１２から２をとると１０になるから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
２
，
３
時

第
４
，
５
時

はっぱが１２まいありました。９まいとりました。のこりはなんまいになったでしょうか。

１２－３のけいさんのしかたをかんがえよう。

２から９はひけないね。どうやって

計算すればいいかな？

前と同じように、１０といくつに分けて計算

できるかな。

【思】１０のまとまりに着目して、１２－９（十

何－１位数で繰り下がりのある減法）の計算の

仕方を考えている。

はっぱが１２まいあって、

９まいとるからひきざんの

しきになるね。

１２－９の１２は、１０と

２にわけられるから…

１２を１０と２に分けてブロックをおいてみると…

□□□□□□□□□□  □□

１０のまとまりからとってみると…

９をまとめてひくために、１０のま

とまりをつくって考えればいいね。

１２－３の１２は、１０と

２にわけられるから…

ほかの数でも同じように計算できるのかな。

１２を１０と２に分けてブロックをおいてみると…

□□□□□□□□□□  □□

１０のまとまりからとってみると…

うしろの数（ひく数）をわけてもで

きるのかな。

１２から２をとると１０になるから…

１０といくつにわけてから、１０かばらのど

ちらかからひいていけばいいね。

１０といくつにわけて考えてからひくのは、

どちらのやりかたでもいっしょだね。

【思】１０のまとまりに着目して、１２－３（十

何－１位数で繰り下がりのある減法）の計算の

仕方を考えている。
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。
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MEMO 

  １年 A 数と計算 

１５ 大きなかず 

単元目標 

（１）２位数までについて、十進数取り記数法による数の表し方、数の大小や順序を理解するととも

に、１２０程度までの数を数えたり表したり比べたりすることができる。また、簡単な場合に

ついて、２位数などの加法、減法の計算ができる。 

（２）数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それらを日常生活に生かす。ま

た、簡単な場合について、２位数などの加法、減法の計算のしかたを考える。 

（３）数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 一の位、十の位について知

り、２位数までのよみ方、表

し方について理解している。 

② 簡単な２位数と１位数の加

法、減法の計算ができる。 

① １０のまとまりに着目し、数

の大きさの比べ方や数え方

を考え、それらを日常生活に

生かしている。 

① 身のまわりのものの個数を

数えたり、数えたいものを数

字で表したり、１２０程度ま

での数を身のまわりから見

つけ、その大きさを捉えたり

しようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「いくつかな」 

・０～１０までの数の意味、数え方、よみ方、書き方

数の大きさや順序の理解 

１年「なんばんめ」 

・集合数と順序数についての理解 

１年「いくつといくつ」 １年「ぜんぶでいくつ」 

・１０までの数についての合成・分解 

・加法の意味や式の理解 

１年「のこりはいくつ」 １年「どれだけおおい」 

・減法（求残、求補）の意味や式の理解 

・減法（求差）の意味や式の理解 

１年「１０より大きい数」 

・３０台までの数について、数の数え方、読み方、表

し方、数直線での位置、順序、系列 

・繰り上がり・下がりのない加法、減法の計算の仕方 

【指導のポイント】 

 本単元では、一の位、十の位の

用語とともに、十進位取り記数

法による２位数の表し方、およ

び簡単な場合の３位数として１

２０程度までの数の表し方につ

いて指導する。これらの数につ

いて理解させていくときには、

ブロックで１０のまとまりをつ

くって数の大きさを表したり、

１００までの数表を観察してき

まりに着目したり、数直線で数

の順序や系列を調べたりするな

ど、さまざまな活動をとおして

多面的な見方を養う。 

 また、十を単位とする数の加

法、減法、簡単な２位数と１位数

の加法、減法も指導する。 

 ここでの学習は、十進位取り

記数法の原理についての基礎的

な理解を図るものである。 

ここでの 

学び 

・十進数取り記数法の基礎理解 

・簡単な２位数と１位数の加法、減法の計算 

この先の 

学び 

２年「１００より大きい数」 

２年「１０００より大きい数」 

２位数、３位数、一万未満までについての十進位取

りによる数の表し方の基礎の理解 
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「大きなかず」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０のまとまりとばらに分けて考えるとわか

りやすいね。

ひき算もたし算と同じように１０のまとまり

の個数で考えると計算することができたね。

他の物でも同じようにかぞえられるかな。

ひきさんも同じように計算できるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

１０のまとまりで見ると…

似ていることをもとに考えよう【類推】

前の学習のときのように、まとまりを作ってみると… １００までの数と同じように１００を超える数を

考えてみると…

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

１０のまとまりが３つとバラが８つあ

ると３８とかけばいいね。

１０が１０個になると１００になるね。

【変わり方に着目】

表を縦に見ると１０ずつ増えている。一の位

の数はかわらない。

右にいくと数が１大きくなっているね。

左にいくと数が１小さくなっているね。
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「大きなかず」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１０のまとまりとばらに分けて考えるとわか

りやすいね。

ひき算もたし算と同じように１０のまとまり

の個数で考えると計算することができたね。

他の物でも同じようにかぞえられるかな。

ひきさんも同じように計算できるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

１０のまとまりで見ると…

似ていることをもとに考えよう【類推】

前の学習のときのように、まとまりを作ってみると… １００までの数と同じように１００を超える数を

考えてみると…

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

１０のまとまりが３つとバラが８つあ

ると３８とかけばいいね。

１０が１０個になると１００になるね。

【変わり方に着目】

表を縦に見ると１０ずつ増えている。一の位

の数はかわらない。

右にいくと数が１大きくなっているね。

左にいくと数が１小さくなっているね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
５
時

第
９
時

あさがおのたねはいくつあるでしょうか。

かずのならびかたを見て、気がついたことをいいましょう。

① おりがみを３０まいもっています。

そこへ２０まいもらいました。ぜんぶでなんまいになったでしょうか。

② ６０－２０のけいさんのしかたをかんがえましょう。

右にいくと数が１大きくなっているね。

左にいくと数が１小さくなっているね。

前の学習のときのように、

まとまりを作ってみると…

１０のまとまりとばらに分けて考

えるとわかりやすいね。

数ならびかたにはいろんなきまりがあ

るね。

６０－２０も６－２で計算できるね。

何十のたし算はどうやって計算するのかな？

１０のまとまりの個数をたしたり

ひいたりすると、計算できるね。

どうしたらわかりやすく数えることができるかな？

習った数より大きい数はどのように数えれば

いいのかな？

１０のまとまりが３つだから…

どんなきまりがあるのかな？

ひき算も同じように計算できるのかな？

【思】１０のまとまりに着目し、数の大きさの

数え方や表し方を考えている。

【思】１００までの数表から、数の並び方に関するきま

りを見いだしている。

【思】１０を単位としてみられる数の加法と減法の計算

のしかたを、１０のまとまりや数の構成などをもとにブ

ロックなどを用いて考えている。

１０のまとまりが３つとバラが８つあ

ると３８とかけばいいね。

他の物でも同じようにかぞえられるかな。

表を縦に見ると１０ずつ増えている。

一の位の数はかわらない。

表を横に見ると…

１０のまとまりで見ると、３０

＋２０は３＋２で計算できるね。

図で表すと…
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MEMO 
  １年 A 数と計算 

１７ どんなしきになるかな 

単元目標 

（１）順序数の加法、減法及び求大、求小の加法、減法の意味を理解し、式に表して計算することが

できる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味を考えたり、日常生活に生かしたりする。 

（３）数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとする。 

 

評価規準   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 加法及び減法の意味につい

て理解し、それが用いられる

場合について知っている。 

② 加法及び減法が用いられる

場面を式に表したり、式を読

み取ったりしている。 

① 数量の関係に着目し、順序数

を含む加法・減法や求大・求

小の場合の加法・減法の意味

を考えたり、日常生活に生か

したりしている。 

① 加法及び減法が用いられて

いる場面の数量の関係を具

体物や図などを用いて考え

ようとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「なんばんめ」 

・個数や順番を正しく数えたり表したりする 

・前後、左右、上下など方向や位置についての言葉を

用いて、ものの順番や位置を表す 

・集合数と順序数の違いを具体物や図などを用いて

考える 

１年「ぜんぶでいくつ」「たしざん」 

・加法の意味と計算のしかた 

１年「のこりはいくつ」「どれだけおおい」「ひきざん」 

・減法の意味と計算のしかた 

【指導のポイント】 

 本単元の学習では、ブロック

や図を用いて表したりすること

を通して、数量の関係を捉え、ど

の場合でも、同じ加法や減法が

用いられる場面として、判断で

きるようにすることが大切であ

る。（加法や減法が用いられる場

面を拡張していく） 

順序数を含む計算は、集合数

への置きかえが必要となり、求

大や求小の場面では、求差とは

逆の見方が必要となるなど、い

ずれも複雑な数量関係を扱うこ

とになる。ブロックや図に表し

て考え、場面理解に重点をおい

た指導が必要である。    

また、数量の関係を図に表す

ことのよさに着目し、式や計算

のしかたを考えたり説明したり

するときの手立てとしても用い

ることができるように指導して

いきたい。 

ここでの 

学び 

・順序数を含む加法、減法、及び求大、求小の場合の

加法、減法 

この先の 

学び 

２年「たし算とひき算の図」 

・具体的な数量をテープの長さに置きかえ、テープ

図に表す。   

２年「図を使って考えよう」 

・加法と減法の相互関係の場面に関わる逆思考にな

るような問題で、数量の関係をテープ図に表す。 

・テープ図を読み取り、式や言葉に表して解決する。 

３年「かけ算とわり算の図」 

・乗法と除法の図の見方や、それを数直線で表す。 

・数直線を用いて式の根拠や計算のしかたを説明す

る。 
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「どんなしきになるかな」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

  

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目          ◆減法の意味に着目

【数量の関係に着目】

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

問題を図にあらわす考え方は、これか

らもつかえそうだね。

図にあらわすと、どんなしきになるかわ

かるね。

ほかの問題でも、図にあらわせるの

かな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

ぜんぶの９人から、前の４人

をひくからひきざんだ。

前の５人とうしろの３人をた

せばいいから、たしざんだ。

５ばん目にいるということは、

そこまでの人ずうは５人だ。

図に表して考えよう【図形化】

         ５ばん目だから、ブロックを５こおいて…

２つの数をわけて〇をかいてみると…

９人いるから、○を９こかいて…

６こに、つくったぶんの４こを

たすから、たしざんになる。

７こから、すくないぶんの２こを

ひけばいいからひきざんになる。

９人いて前から４ばん目ということは、前に

４人いるということだから、うしろには…

前から５ばん目にいるということ

は、そこまでの人ずうは 5 人だ。

○を２こすくなくかけばいいから…
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「どんなしきになるかな」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

  

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目          ◆減法の意味に着目

【数量の関係に着目】

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

問題を図にあらわす考え方は、これか

らもつかえそうだね。

図にあらわすと、どんなしきになるかわ

かるね。

ほかの問題でも、図にあらわせるの

かな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

ぜんぶの９人から、前の４人

をひくからひきざんだ。

前の５人とうしろの３人をた

せばいいから、たしざんだ。

５ばん目にいるということは、

そこまでの人ずうは５人だ。

図に表して考えよう【図形化】

         ５ばん目だから、ブロックを５こおいて…

２つの数をわけて〇をかいてみると…

９人いるから、○を９こかいて…

６こに、つくったぶんの４こを

たすから、たしざんになる。

７こから、すくないぶんの２こを

ひけばいいからひきざんになる。

９人いて前から４ばん目ということは、前に

４人いるということだから、うしろには…

前から５ばん目にいるということ

は、そこまでの人ずうは 5 人だ。

○を２こすくなくかけばいいから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
４
時

かなえさんはまえから５ばんめにいます。かなえさんのうしろには３人います。ぜんぶでなん人

いるでしょうか。

なおさんはまめを７こたべました。いもうとはなおさんより２こすくなかったそうで

す。いもうとはなんこたべたでしょうか。

どんなしきになるかな？

どんなしきになるかな？

【思】順序数の加法が用いられる場面の式

を、図に表して考えている。

かなさんは、前から５番目にいて、う

しろに３人いるから、図にかくと…

【思】求小の減法が用いられる場面の式を、図

に表して考えている。

５ばん目だから、ブロックを５こおいて…

前から５ばん目にいるということ

は、そこまでの人ずうは 5 人だ。 図にあらわすと、どんなしきになる

かわかるね。

ほかの問題でも、図にあらわせ

るのかな。

２つの数をわけて〇をかいてみると…

いもうとの方は、○を２こすくなくか

けばいいから…

７こから、すくないぶんの２こを

ひけばいいからひきざんになる。

図にあらわすと、どんなしきになる

かわかるね。

問題を図にあらわす考え方は、これからも

つかえそうだね。

「前から５ばん目」ということは、前に５人いる

ことと同じ意味だね。

前の５人とうしろの３人をたせばいいからたし算だ。



－ 60 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 



－ 61 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３． たし算 

 ４． ひき算 

 ６． 100 より大きい数 

 ７． たし算とひき算 

10． かけ算 

11． かけ算九九づくり 

13． 九九の表 

15． 1000 より大きい数 

16． 図を使って考えよう 

17． １を分けて 

２年   A 数と計算 
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

３ たし算 

単元目標 

（１）2 位数の加法の計算が、1 位数などについての基本的な計算を基にしてできることを理解する

とともに、成り立つ性質について理解してそれらの計算が確実にできるようにする。 

（２）数量の関係に着目し、計算の仕方や計算について成り立つ性質を見いだしたり、その性質を活

用して計算を工夫したりする。 

（３）加法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ２位数の加法の計算が、１位

数などについての基本的な

計算を基にしてできること

を理解し、それらの計算が確

実にできる。 

② 簡単な場合について、３位数

などの加法の計算の仕方を

知っている。 

③ 加法に関して成り立つ性質

について理解している。 

① 数量の関係に着目し、計算の

仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに、その

性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをした

りしている。 

① 加法に進んで関わり、数学的

に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用し

ようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「たしざん」 

・１位数＋１位数の計算の意味と仕方 

・簡単な場合の２位数と 2 位数の計算の仕方 

１年「ひきざん」 

・１位数－１位数の計算の意味と仕方 

・簡単な場合の２位数－2 位数の計算の仕方 

【指導のポイント】 

 本単元では、数量の関係に着

目し、既習の数の見方や計算の

仕方を活用することで未習の計

算の仕方を見付け出していく。

その際には、十進位取り記数法

による数の表し方や 10 のまと

まりで捉える単位の考えに着目

し、数を位ごとに計算すること

で既習の計算がつかえるように

なる。これは、これからの四則計

算の仕方を考える上で大変重要

である。具体物や図、位取りの表

と、計算の仕方や筆算とを関係

付けながら、計算の処理の意味

を考えさせたい。  

ここでの 

学び 

・２位数＋１位数の計算の意味としかた 

・２位数＋２位数の計算の意味としかた 

・加法の筆算の仕方 

この先の 

学び 

２年「ひき算」 

・２位数＋1 位数の計算の意味としかた 

・２位数＋２位数の計算の意味としかた 

・減法の筆算の仕方 

３年「たし算とひき算」 

・３位数、４位数の加法 

・３位数、４位数の減法 
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「たし算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆10 のまとまりのいくつ分に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆計算のきまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 のまとまりとばらに分ければ、あとは

前に習った計算がつかえるね。

大きい数のときには、まとまりで考えるのが大事

なのは今回も同じだね。

一の位が 10 より大きくなったら、十の位の数を

１つ増やすのは今までと同じだね。

他の数でも同じように計算できるのかな。

100 より大きい数でも、同じよう

にできるかな。

大きい数のひき算もできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

位ごとに分けて考えれば

計算できる。

10 がいくつと１がいくつ

に分けると…

８＋７をすると 10 のまとまり

が１つできるから…

24 は、10 が２つと１が

４つという意味だから…

どれとどれを先に足すと計算しやすいかな…

図に表して考えよう【図形化】

10 のまとまりを⑩で表すと… 位取り表を使えば…

一の位で 10 のまとまりができた

ら、繰り上げればいいね。



－ 65 －

「たし算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆10 のまとまりのいくつ分に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆計算のきまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 のまとまりとばらに分ければ、あとは

前に習った計算がつかえるね。

大きい数のときには、まとまりで考えるのが大事

なのは今回も同じだね。

一の位が 10 より大きくなったら、十の位の数を

１つ増やすのは今までと同じだね。

他の数でも同じように計算できるのかな。

100 より大きい数でも、同じよう

にできるかな。

大きい数のひき算もできるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

位ごとに分けて考えれば

計算できる。

10 がいくつと１がいくつ

に分けると…

８＋７をすると 10 のまとまり

が１つできるから…

24 は、10 が２つと１が

４つという意味だから…

どれとどれを先に足すと計算しやすいかな…

図に表して考えよう【図形化】

10 のまとまりを⑩で表すと… 位取り表を使えば…

一の位で 10 のまとまりができた

ら、繰り上げればいいね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
４
，
５
時

第
７
時

24円のガムと 15円のドーナツを１つずつ買います。あわせて何円になるでしょう。

28 円のラムネと 17円のカステラを１つずつ買います。あわせて何円になるでしょう。

みきさんは15 こ、ゆみさんは６こ、けんじさんは４こ、それぞれみかんをもっています。みかんはぜん

ぶでなんこあるでしょうか。

８＋７をすると一の位にも 10 の

まとまりができるから…

10 のまとまりを⑩で

表すと…

大きい数のときに、まとまり

で考えるのが大事なのは今回

も同じだね。

どれとどれを先に足す

と計算しやすいかな…

前のときみたいに、10 のまとまりで考えると…

一の位が 10 より大きくなったら、十の位

の数を１つ増やすのは今までと同じだね。

４＋６を先にすると 10 ぴったりにな

るから、計算が簡単だね。

数が３つあるよ。どうしたら

いいかな？

順番を入れ替えたり、1 の位がぴった

りになる数を見つけると計算しやすい

のは 1 年生のときと同じだね。

他の数でも同じように計

算できるのかな？

２けた＋２けたはどのように計算するのかな？

位ごとに分けて考えればで

きそうだよ。

10 がいくつと１がいくつ

に分けると…

24 は、10 が２つと１が４つ

という意味だから…

一の位で 10 のまとまりがで

きたら、繰り上げればいいね

繰り上がりがあるときはどう考えたらいいかな？

100 より大きい数で

も、同じようにでき

るかな。

どうして４＋６を先にやったの？

【思】２けた＋２けたの計算の仕方を、数の意味や 10

のまとまりに着目し、式や図を用いながら多面的に捉え

考えている。

【思】くり上がりのある２けた＋２けたの計算の仕方を、

数の意味や 10 のまとまりに着目し、式や図を用いなが

ら多面的に捉え考えている。

【思】加法の計算に関して成り立つ性質を活用して、工

夫して計算している。

位取り表を使えば…

10 のまとまりをつく

ればいいから…
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

４ ひき算 

単元目標 

（１）２位数の減法の計算が、1 位数などについての基本的な計算を基にしてできることを理解する

とともに、加法と減法は逆の関係になっているなど、加法と減法の相互関係について理解する。 

（２）数量の関係に着目し、計算の仕方や計算について成り立つ性質を見いだしたり、その性質を活

用して計算を工夫したりする。 

（３）減法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ２位数の減法の計算が、１位

数などについての基本的な

計算を基にしてできること

を理解し、それらの計算が確

実にできる。 

② 簡単な場合について、３位数

などの減法の計算の仕方を

知っている。 

③ 加法と減法は逆の関係にな

っているなど、相互関係につ

いて理解している。 

① 数量の関係に着目し、計算の

仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに、その

性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをした

りしている。 

① 減法に進んで関わり、数学的

に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用し

ようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「たしざん」 

・１位数＋1 位数の計算の意味と仕方 

１年「ひきざん」 

・１位数－1 位数の計算の意味と仕方 

２年「たしざん」 

・２位数＋1 位数の計算の意味と仕方 

・２位数＋２位数の計算の意味と仕方 

・加法の筆算の仕方 

【指導のポイント】 

 本単元では、解決の際に着目する

数学的な見方・考え方が前単元「たし

算」のものと大きくかかわる。既習事

項を想起させ、数量の関係に着目し

たり、既習の数の見方や計算の仕方

を活用したりすることで未習の計算

の仕方を見付け出していく経験を大

切にしたい。そのことを通して、十進

位取り記数法による数の表し方や

10 のまとまりで捉える単位の考え

のよさを実感することが、これから

の四則計算の仕方を考える上で大変

重要である。具体物や図、位取りの表

と、計算の仕方や筆算とを関係付け

ながら、計算の処理の意味を考えさ

せたい。  

ここでの 

学び 

・2 位数－1 位数の計算の意味としかた 

・2 位数－２位数の計算の意味としかた 

・減法の筆算の仕方 

この先の 

学び 

２年「たし算とひき算」 

・２位数＋1 位数＝3 位数の計算 

・３位数―２位数＝１・２位数の計算 

・加法の結合法則 

・（ ）を用いた式 

３年「たし算とひき算」 

・３位数、４位数の加法 

・３位数、４位数の減法 
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「ひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

【計算や図形の性質に着目】

◆計算のきまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 のまとまりとばらに分ければ、あとは

前に習った計算がつかえるね。

大きい数のときには、まとまりで考えるのが大事

なのは今回も同じだね。

一の位が計算できないときは、十の位から繰り下

げるのはいままでと同じだね。

他の数でも同じように計算できるの

かな。

他の数でも同じようにたしかめがで

きるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

位ごとに分けて考えれば

計算できる。138 は、３０と８に分け

られるから…

一の位の計算で引けないときに

は、十の位から借りてきて…

十の位の３―１＝２は

10 が２こという意味だね。

10 のまとまりと１のばら

をそれぞれ計算すると… 

ひき算の答えにひく数を足すと、ひかれる数になるから答えを確かめられるね。

図に表して考えよう【図形化】

10 のまとまりを⑩で表すと… 位取り表を使えば…
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「ひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆数のまとまりに着目

【計算や図形の性質に着目】

◆計算のきまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 のまとまりとばらに分ければ、あとは

前に習った計算がつかえるね。

大きい数のときには、まとまりで考えるのが大事

なのは今回も同じだね。

一の位が計算できないときは、十の位から繰り下

げるのはいままでと同じだね。

他の数でも同じように計算できるの

かな。

他の数でも同じようにたしかめがで

きるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

位ごとに分けて考えれば

計算できる。138 は、３０と８に分け

られるから…

一の位の計算で引けないときに

は、十の位から借りてきて…

十の位の３―１＝２は

10 が２こという意味だね。

10 のまとまりと１のばら

をそれぞれ計算すると… 

ひき算の答えにひく数を足すと、ひかれる数になるから答えを確かめられるね。

図に表して考えよう【図形化】

10 のまとまりを⑩で表すと… 位取り表を使えば…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
４
，
５
時

第
７
時

たくやさんはおり紙を３８まいもっていました。このうち１５まいつかいました。のこりは何まいでしょうか。

かずやさんはおり紙を３４まいもっていました。このうち１８まいつかいました。のこりは何まいでしょうか。

かごにボールを２３こあります。７こ取り出すと、のこりは何こになるでしょうか。

10 のまとまりを⑩で

表すと…

大きい数のときに、まとまり

で考えるのが大事なのは今回

も同じだね。

図で表すと、ひき算と

逆になるね。

たし算のときみたいに、10 のまとまりで考えると…

一の位が計算できないとき、十の位からく

り下げるのはいままでと同じだね。

ひき算の答えにひく数を足すと、ひかれる数

になるから答えを確かめられるね。

取り出したボールを元に戻すのは

どんな計算になるかな？

他の数でも同じように計

算できるのかな？

２けたー２けたはどのように計算するのかな？

位ごとに分けて考えればで

きそうだよ。

10 のまとまりと１のばら

をそれぞれ計算すると… 

38 は、３０と８に分けられ

るから…

一の位がひけないときは、十の

位からくり下げればいいね。

一の位の計算ができないときはどう考えたらいいかな？

100 より大きい数で

も、同じようにでき

るかな。

２つの式はどんな関係があるかな？

【思】２けたー２けたの計算の仕方を、数の意味や 10

のまとまりに着目し、式や図を用いながら多面的に捉え

考えている。

【思】くり下がりのある２けたー２けたの計算の仕方を、

数の意味や 10 のまとまりに着目し、式や図を用いなが

ら多面的に捉え考えている。

【思】加法と減法の相互関係と計算の確かめのしかたに

ついて、数量の関係について着目して、図や式を用いな

がら考えている。

位取り表を使えば…

たし算の式で表せるよ。

一の位の計算で引けないときに

は、十の位から借りてきて…

たまたまかな？他の数でも同じよ

うにたしかめができるかな。



大
き
い
数
の
ひ
き
算
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を
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え
よ
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第
１
・
２
時
）

                                  集
団
思
考
の
イ
メ
ー
ジ

 

ア
レ
イ
図
を
用
い
て
表
し

て
い
る
子
が
い
た
ら
、
大

い
に
価
値
を
認
め
る
。

 

算
数
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
て
考
え
て
い
る
子
が

い
た
場
合
、
黒
板
で
操
作
を
共
有
す
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
１
つ
が
、
何
を
表
し

て
い
る
の
か
を
確
か
め
、
理
解
を
深
め
る
。
 

子
ど
も
の
中
に
な
い
場
合
は
、
教
師
が
提
示
。

 

何
を
を
表
し
て
い
る
の
か
な
？

 

ど
う
や
っ
て
計
算
し
て

い
る
の
か
な
？

 

左
側
は

1
0
の
ま
と
ま
り

を
表
し
て
い
る
。

 

位
取
り
表
と
関
連
付
け
な
が
ら
、

ど
の
数
が
何
を
表
し
て
い
る
か
を

確
か
め
、
理
解
を
深
め
る
。
 

算
数
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
方
は

全
く
違
う
の
か
な
？

 

１
０
の
ま
と
ま
り

 

（
単
位
に
着
目
）

 

位
ご
と
に
計
算

 

（表
し方

のき
まり

に着
目）

 

ふ
り
か
え
り

 

位
取
り
表
が
ま
た
使
え
た
。
（
統
合
）

 

図
に
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
（
図
形
化
）

 

ひ
き
算
で
も
筆
算
が
使
え
そ
う
。
（
発
展
）

 

１
０
の
ま
と
ま
り
と
１

の
ば
ら
で
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
は
同
じ
だ
！

 

１
０
の
ま
と
ま
り

 

（
単
位
に
着
目
）

 

大
き
い
数
は
ま
と
ま
り
で
考
え
る

 

（
統
合
）

 
ま
と
め

 

大
き
い
数
の
ひ
き
算
は
、
１
０
の
ま
と
ま
り
で
考
え
て
位
ご
と
に

分
け
る
と
、
今
ま
で
の
ひ
き
算
と
同
じ
よ
う
に
計
算
で
き
る
。

 

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
取
り

上
げ
る
。
次
時
か
ら
の
習
熟

で
意
味
を
取
り
上
げ
る
。
 

た
し
算
の
と
き

と
同
じ
だ
！
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

６ 100 より大きい数 

単元目標 

（1）３位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方、数の大小や順序、及び数の相対的

な大きさについて理解する。また、簡単な場合について、３位数などの加法及び減法の計算が

できる。 

（2）数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かしている。

また、簡単な場合について、３位数などの加法及び減法の計算のしかたを考える。 

（3）数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさ

に気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 同じ大きさの集まりにまと

めて数えたり、分類して数え

たりすることができる。 

② ３位数までについて、十進位

取り記数法による数の表し

方及び数の大小や順序につ

いて理解している。 

③ 数を十や百を単位としてみ

るなど、数の相対的な大きさ

について理解している。 

④ 簡単な場合について、3 位数

などの加法及び減法の計算

のしかたを知っている。 

① 数のまとまりに着目し、大き

な数の大きさの比べ方や数

え方を考え、日常生活に生か

している。 

② 簡単な場合の３位数などの

加法、減法の計算のしかた

を、10 や 100 をもとにし

て考えている。 

① 数に進んで関わり、数学的に

表現・処理したことを振り返

り、数理的な処理のよさに気

付き生活や学習に活用しよ

うとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「10 より大きい数」 

・２や５のまとまりで数えること 

・20 までの数の構成、大小、系列 

１年「大きな数」 

・５や 10 で数えること 

・100 までの数の順序、大小 

【指導のポイント】 

 本単元の学習を受けて、4 位数

の構成と位取りのしくみ、数の

順序、大小、相対的な大きさを考

えていくことになる。そのため、

本単元では、形式的な数のよみ

方、表し方の習熟だけをねらい

とするのではなく、数のまとま

りに着目しながら、既習事項を

もとにして具体物や図、数直線

を用いて説明する活動に重点を

置くことが大切となる。 

そのため、これまでの学びの

中でも、十進位取り記数法によ

る数の表し方、数の大小、順序や

数の相対的な大きさなどについ

ての理解が重要となる。 

ここでの 

学び 

・1000 までの数の数え方、よみ方、書き方 

・３位数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 

この先の 

学び 

２年「1000 より大きい数」 

・10000 までの数の数え方、よみ方、書き方 

・４位数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 
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「１００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

【数量の関係に着目】

◆数の相対的な大きさに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

100 のまとまりが 10 こで 1000 だったから、

1000 のまとまりが 10 こで新しい位があるのか

な。

100 が 10 こで 1000 だね。

10 のまとまりをつくると数えやすいね。

似ていることをもとに考えよう【類推】

70＋50 は 10 のまとまりで考えると

7＋５だから…

数の大きさを比べる時は、上の位の数字

から順番に比べたらいいね。

245 は 100 が２こ、10 が４こ、ばら

が５こあるという意味だね。

１目盛り 10 の数直線でみると、目盛り 16 個分は 160 だね。

250 は 10 を２５こ集めた数になるよ。

70＋50 や 300＋400 も 10 や 100 のま

とまりで考えたら、計算がかんたんになった。

数ってまとまりいくつ分で見たり、ある数よりい

くつ小さいと見たり、たくさんの見方があるね。

たし算やひき算の筆算で位ごとに分けて計算し

た時のように…

10 のまとまりが 10 こで 100、100 のまとま

り 10 こで 1000 だね。
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「１００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

【数量の関係に着目】

◆数の相対的な大きさに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

100 のまとまりが 10 こで 1000 だったから、

1000 のまとまりが 10 こで新しい位があるのか

な。

100 が 10 こで 1000 だね。

10 のまとまりをつくると数えやすいね。

似ていることをもとに考えよう【類推】

70＋50 は 10 のまとまりで考えると

7＋５だから…

数の大きさを比べる時は、上の位の数字

から順番に比べたらいいね。

245 は 100 が２こ、10 が４こ、ばら

が５こあるという意味だね。

１目盛り 10 の数直線でみると、目盛り 16 個分は 160 だね。

250 は 10 を２５こ集めた数になるよ。

70＋50 や 300＋400 も 10 や 100 のま

とまりで考えたら、計算がかんたんになった。

数ってまとまりいくつ分で見たり、ある数よりい

くつ小さいと見たり、たくさんの見方があるね。

たし算やひき算の筆算で位ごとに分けて計算し

た時のように…

10 のまとまりが 10 こで 100、100 のまとま

り 10 こで 1000 だね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
６
時

第
８
、
９
時

ひよこは何羽いるでしょうか。

おり紙を７０まいもっています。

５０まいもらうと、ぜんぶで何まいになるでしょうか。

100 が９つ、10 が９つ、１が

９つだから、999 羽いるね。

10 のまとまりで考えられ

そう

何百の計算も 100 のまとまりで

考えられるね。

答えが 100 をこえそう

だな。数が大きいな。

70＋50 や 300＋400 も 10 や

100 のまとまりで考えたら、計

算がかんたんになった。

999 に１を足すと 1000 になるよ。

数がたくさんで、どうやって数えよう・・・ あと１羽いたら何羽になるのかな。

何百＋何百の計算もできるかな。

【思】数の相対的な大きさに着目し、数を多面的にとら

えている。

【思】簡単な場合について、３位数の加法及び減法の計

算のしかたを考えている。

100 のまとまり、10 のまとまりがいくつ

で数えてみよう

100 のまとまりが 10 こで 1000 だったか

ら、1000 のまとまりが 10 こで新しい位

があるのかな。

100 のまとまりが 10 こでも 1000

だよ。

数ってまとまりいくつ分でみたり、ある数よりい

くつ小さいとみたり、たくさんの見方があるね。

70＋50 は 10 のまとまりで考えると

7＋５だから…
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１
０
の
ま
と
ま
り
を
つ
か
っ
て
か
ん
が
え
る
と
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か
ん
た
ん
に
け
い
さ
ん
す
る
こ
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が
で
き
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ふ
り
か
え
り

 

１
０
の
ま
と
ま
り
で
け
い
さ
ん
で
き
る
っ
て
こ
と

は
、
１
０
０
の
ま
と
ま
り
も
つ
か
え
る
の
か
な
。

 

な
ん
で
１
２
が
１
２
０
に
な
る
の
？
 

ど
ん
な
考
え
方
を
し
て
い
る
の
か
な
？
 

子
ど
も
か
ら
出
て
き
た
場
合
の

み
、
取
り
上
げ
る
。
ま
だ
学
習
を

し
て
い
な
い
部
分
な
の
で
や
り
方

等
ま
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
 

③
や
⑤
の
考
え
方
と
結
び
付
け
な
が
ら
理

解
を
深
め
る
。
 

１
０
の
ま
と
ま
り
が
〇
こ
あ
る
！

 

（
単
位
に
着
目
）

 

１
０
０
の
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
。

 

1
0
の
ま
と
ま
り
が
い
く
つ
あ

る
の
か
を
た
し
算
し
て
い
る
よ

 

③
の
考
え
方
と
似
て
い
る
よ
。

 
⑤
の
図
で
説
明
す
る
と
わ
か
り

や
す
い
よ
。

 

こ
の
考
え
方
の
「
10
が
い
く
つ
分
」

と
い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
全
体

で
共
有
し
て
い
く
。
 

こ
の
図
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
丁
寧
に
確
認
を
し
、
③
や

④
の
考
え
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
す
る
。
 

1
0
の
ま
と
ま
り
を
⑩
で
表
す
と
…

 

（
図
形
化
）
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MEMO 

  ２年 A 数と計算 

７ たし算とひき算 

 

単元目標 

百の位に繰り上がる２位数などの加法及びその逆の減法や、百の位への繰り上がり・繰り下がりがな

い３位数の加法及び減法について理解し、計算をすることができるとともに、図や式などを用いて計

算のしかたを考える力を身につける。また、加法及び減法の計算のしかたを考えることに進んで関わ

り、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

２位数＋１・２位数＝百何十の加法及び

その逆の減法や百の位への繰り上がり

のない３位数＋１・２位数、百の位から

の繰り下がりがない３位数―１・２位数

の筆算のしかたを理解し、加法及び減法

の計算が確実にできる。また、（ ）の意

味や用い方について理解している。 

数量の関係に着目し、計算

のしかたを考えたり計算に

関して成り立つ性質を見い

だしたりしているととも

に、その性質を活用して、計

算を工夫したり計算の確か

めをしたりしている。 

加法及び減法の計算に進ん

で関わり、数学的に表現・処

理したことを振り返り、数

理的な処理のよさに気づき

生活や学習に活用しようと

している。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

1 年「ひきざん」 

・１２－９で、１０のまとまりといくつに分ける見方 

２年「たし算」 

・24＋15 のような２位数＋２位数の加法計算のしかたを位ご

とにわけて求め、後でその結果を合わせることに着目した考え方 

２年「ひき算」 

・38－15 のような２位数－２位数の減法計算のしかたを位ご

とにわけて求め、後でその結果を合わせることに着目した考え方 

【指導のポイント】 

 これまで学習で

は、2 位数同士の加

法、減法の計算のし

かた、および筆算形

式について指導し

た。本単元では、2 位

数＋2 位数で百の位

に繰り上がる加法や

減法の計算のしかた

を学ぶ。そのために、

既習事項を生かして

類推的に考えたり、

ブロックを操作した

りして計算のしかた

を自ら発見できるよ

うな手だてを考え指

導していくようにす

る。 

ここでの 

学び 

・２位数＋１・２位数＝百何十何の加法及び減法の計算のしかた 

・百の位への繰り上がりのない 3 位数＋１・２位数、百の位から

の繰り下がりがない３位数－１・２位数の筆算のしかた 

この先の 

学び 

３年「たし算とひき算」 

・318＋225 のような３位数＋３位数で百の位に繰り上がりの

ない加法計算のしかたを位ごとにわけて求め、後でその結果を

合わせることに着目した考え方 

３年「分数」 

・単位分数の何個分として図や数直線に表すなどして考える。 

３年「小数」 

・１Ｌに満たないはしたの水の量を 0.1 のいくつ分として表す

しくみを、十進位取り記数法をもとに考える 
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「たし算とひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆たし算の性質に着目

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

似ていることをもとに考えよう【類推】

十の位から繰り下げた時のよう

に…

１０のまとまりで考えると７０＋６０で、１００

のまとまりが１つできるね。
位ごとに分けて計算すると…

一の位から十の位に繰り上がっ

た時のように…

ひき算もたし算と同じように考え

てできるかな。

位ごと計算してみたんだけど、

十の位が２－４でできないよ。

まとめてみよう【統合・一般化】

６と４を先にまとめてたすと、１０になって、計算しやすいね。

１００のまとまりは１０のまとまり１０だから、

１０のまとまりが１２－４と考えて…

ひろげてみよう【発展・一般化】

一の位から十の位に繰り上がったように、１０が

１０こあつまると、１００のまとまりが１こでき

るから、百の位に１繰り上がるんだね。

十の位から一の位に繰り下がったように、十の

位が引けないときは、百の位から十の位に繰り

下げて計算すればいいんだね。

違う数でも同じように計算できるかな。

ひき算でも同じように計算できるかな。
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「たし算とひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆たし算の性質に着目

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

似ていることをもとに考えよう【類推】

十の位から繰り下げた時のよう

に…

１０のまとまりで考えると７０＋６０で、１００

のまとまりが１つできるね。
位ごとに分けて計算すると…

一の位から十の位に繰り上がっ

た時のように…

ひき算もたし算と同じように考え

てできるかな。

位ごと計算してみたんだけど、

十の位が２－４でできないよ。

まとめてみよう【統合・一般化】

６と４を先にまとめてたすと、１０になって、計算しやすいね。

１００のまとまりは１０のまとまり１０だから、

１０のまとまりが１２－４と考えて…

ひろげてみよう【発展・一般化】

一の位から十の位に繰り上がったように、１０が

１０こあつまると、１００のまとまりが１こでき

るから、百の位に１繰り上がるんだね。

十の位から一の位に繰り下がったように、十の

位が引けないときは、百の位から十の位に繰り

下げて計算すればいいんだね。

違う数でも同じように計算できるかな。

ひき算でも同じように計算できるかな。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
４
時

第
８
時

ミニトマトを１組は 72 個、２組は 63 個とりました。合わせて何個とったでしょうか。

おり紙が１２５まいありました。このうち４３まいつかいました。のこったおり紙は何まい

でしょうか。

トマトはぜんぶで何こあるでしょうか。

位ごと計算してみたんだけど、

十の位が２－４でできないよ。

図に表して考えると…

６と４を先にまとめてたす

と、１０になって、計算しや

すいね。

図で表すと…

答えが 100 より大きくなりそう？

どうやって計算すればいいのかな？

１０のまとまりで考えると７０＋６０で、

１０のまとまりが１３こできるね。

位ごとに分けて計算すると

２＋３＝５、７＋６＝１３

１００より大きい数のひき算だけど、どうやっ

て計算すればいいのかな？

【思】百の位に繰り上がる加法の計算のしかたを、

既習の計算や十進位取り記数法による数の表し方

などをもとに図や式などを用いて考えている。

【思】百の位から繰り下がる減法の計算のしかたを既習

の計算や十進位取り記数法による数の表し方などをもと

に図や式などを用いて考えている。

【知】加法の結合法則が成り立つことや、（ ）の意味や

用い方を理解し、式に表すことができる。

一の位から十の位に繰り上がったように、１０が

１０こあつまると、１００のまとまりが１こでき

るから、百の位に１繰り上がるんだね。

ひき算もたし算と同じように考えてできるかな。

１００のまとまりは１０のまとまり１０だから、

１０のまとまりが１２－４と考えて…

はじめに１５こあった。

たし算では、たす順序を変えても、

答えは同じになるんだね。（結合法則）

あとから 2 人が６こと４こをも

ってきたんだね。

順番にたすと、計算しにくいな。

もっと簡単にできないかな？

後から出てきた数字を、先にたしても

いいのかな。

たす順序を変えた時と、はじめの式の答え

が同じになったよ！

十の位から一の位に繰り下がったように、十

の位が引けないときは、百の位から十の位に

繰り下げて計算すればいいんだね。

十の位から繰り下げた時のように…

一の位から十の位に繰り上がった時のように…

違う数でも同じようにできるかな。
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

10 かけ算 

単元目標 

（１）乗法の意味や式について理解し，1 位数と 1 位数との乗法の計算が確実にできる。（5，2，3，

４の段） 

（２）数量の関係に着目し，計算の意味や計算のしかたを考えたり，計算に関して成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）乗法に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 乗法の意味について理解し，

それが用いられる場合につ

いて知っている。 

② 乗法が用いられる場面を式

に表したり，式を読み取った

りすることができる。 

③ 乗法に関して成り立つ簡単

な性質について理解してい

る。 

① 数量の関係に着目し，計算の

意味や計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を

見いだしたりしているととも

に，その性質を活用して，計算

を工夫したり計算の確かめを

したりしている。 

② 数量の関係に着目し，計算を

日常生活に生かしている。 

① 乗法に進んで関わり，数学的

に表現・処理したことを振り

返り，数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用しよ

うとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「10 より大きいかず」 

・２とびや５とびで数える方法 

１年「大きなかず」 

・任意単位のいくつ分かで数値化する方法 

・10 のまとまりがいくつという見方 

1 年「おなじかずずつにわけよう」 

・１つの数を同じ数のまとまりとしてみる見方 

２年「長さ」 

・普遍単位のいくつ分かで数値化する方法 

【指導のポイント】 

 本単元の学習を受けて、九九

の拡張だけでなく、除法の意味

と計算のしかたを考えていくこ

とになる。そのため、本単元で

は、形式的な計算の習熟だけを

ねらいとするのではなく、「１つ

分の大きさ」と「いくつ分」の意

味や性質など着目しながら、同

数累加など、既習事項をもとに

して具体物や図を用いて計算の

しかたを考え説明する活動に重

点を置くことが大切となる。 

そのため、これまでの学びの

中でも、累加での数値の変化の

仕方や、一つ分の大きさ（単位）

の意味などについての理解が重

要となる。 

ここでの 

学び 

・乗法の意味や式についての理解 

・１位数と１位数との乗法の計算のしかた 

この先の 

学び 

２年「かけ算九九づくり」 

・倍の意味を理解し，乗法の式に表す方法 

・乗数と積の関係 

２年「九九の表」 

・乗法の交換法則が成り立つこと 

・乗法の分配法則が成り立つこと 
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「かけ算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の式の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆乗数・被乗数と積の関係に着目

【単位に着目】

◆1 つ分の大きさに着目

４×２は、４が２つという意味だから…

いくつ分の数が１増えると、全部の数は５

ずつ増えるから…

答えが同じなのに、式の数の順番が逆。

2 とびや５とびで数えたら…

１箱に５こだから…

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

１つ分の数が４こだから…

同じ数のたし算がかけ算に表せる。

１つ分の数×いくつ分＝全部の数だから… 

同じ数のまとまりがいくつかあるとき、かけ算の

式に表せる！

答えが同じでも、場面が変わるとと式も変わるん

だね！

いくつ分の数が１増えると、全部の数は１

つ分の数だけ増えるから…

１箱分から順番に調べていけば… 

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

データを集めて考えよう【帰納】 まとめてみよう【統合・一般化】

かける数とかけられる数を入れ替えた式

を並べてみると…

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

明らかなことをもとに考えよう【演繹】

3 人ずつ 4 台分で３＋３＋３＋３だから… 5×4＝20 だから５×５のときは 20+5 をすると…

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

答えが同じでも、場面が変わると式も変わ

るんだね！

同じ数のまとまりがいくつかあるとき、かけ

算の式に表せる！
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「かけ算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の式の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆乗数・被乗数と積の関係に着目

【単位に着目】

◆1 つ分の大きさに着目

４×２は、４が２つという意味だから…

いくつ分の数が１増えると、全部の数は５

ずつ増えるから…

答えが同じなのに、式の数の順番が逆。

2 とびや５とびで数えたら…

１箱に５こだから…

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

１つ分の数が４こだから…

同じ数のたし算がかけ算に表せる。

１つ分の数×いくつ分＝全部の数だから… 

同じ数のまとまりがいくつかあるとき、かけ算の

式に表せる！

答えが同じでも、場面が変わるとと式も変わるん

だね！

いくつ分の数が１増えると、全部の数は１

つ分の数だけ増えるから…

１箱分から順番に調べていけば… 

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

データを集めて考えよう【帰納】 まとめてみよう【統合・一般化】

かける数とかけられる数を入れ替えた式

を並べてみると…

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

明らかなことをもとに考えよう【演繹】

3 人ずつ 4 台分で３＋３＋３＋３だから… 5×4＝20 だから５×５のときは 20+5 をすると…

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

答えが同じでも、場面が変わると式も変わ

るんだね！

同じ数のまとまりがいくつかあるとき、かけ

算の式に表せる！

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
・
２
時

第
５
時

のりものにのっている人数をしらべよう。

つぎのもんだいの，式や答えをくらべましょう。

ブロックに置き換えて数えると…
同じ数のまとまりがいくつかあるとき、

かけ算の式に表せる！

ブロックを使ったり、図に表したりして考えると…

どんな式に表せるかな？どうすればもっと数えやすくなるかな？

同じ数のたし算がかけ算に表せる。

2 とびや５とびで数えたら…

①は４のまとまりが２つだから… 

①と②の問題の違いは何かな？ かけ算の式に表すとどうなるかな？

【思】乗法が用いられる場面を具体物や図などを用いて

考え表現するとともに、乗法の式を具体的な場面

と結びつけて考えている。

【思】乗法が用いられる場面を具体物や図などを用いて

考え表現するとともに、乗法の式を具体的な場面

と結びつけて考えている。

４＋４で２だから…

同じ数ずつのまとまりにすれば…

3 人ずつ 4 台分で３＋３＋３＋３だから…

１つ分の数が４こだから…

答えが同じでも、場面が変わると式も変わるんだ

ね！

①は１つ分の数が４で、いくつ分が２だから…

①
トマトが４こずつ入ったさら

が２さらあります。
トマトはぜんぶで何こあるで

しょうか。

②
トマトが２こずつ入ったさら

が４さらあります。
トマトはぜんぶで何こあるで

しょうか。

②は２のまとまりが４つだから… 

②は１つ分の数が２で、いくつ分が４だから…
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第
７
時

ドーナツが１はこに５こずつ入っています。

４はこ分では、ドーナツはぜんぶで何こになるでしょうか。

１箱分が５こだから、１箱増えたら…

１箱分から順番に調べていけば… 

どうやって求めればいいのかな。

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

どうして答えが簡単に求められるの？

【思】計算のしかたを振り返り、乗法に関して成り立つ

簡単な性質を見いだしたり、それをもとに乗法を

構成したりしている。

MEMO

５×２は５＋５だから…

いくつ分の数が１増えると、全部の数は５

ずつ増えるから… 

5+5=10、10+5=15、15+5=20…



 
 

集
団
思
考
の
イ
メ
ー
ジ

 
（
第
５
時
）

 

 

①
と
②
の
も
ん
だ
い
の
ち
が
い
は
な
ん
だ
ろ
う
？

 

①
  
ど
っ
ち
も
答
え
が
８
だ
か
ら
同
じ
問
題
だ
よ
。

 
④
★

 
ブ
ロ
ッ
ク
や
図
で
表
し
て
み
よ
う
。

 
③
★

 
式
で
表
し
て
み
よ
う
。

 

①
４
×
２
＝
８

 

②
２
×
４
＝
８

 

 

1
つ
分
の
大
き
さ

 

（
単
位
に
着
目
）

 

ま
と
め

 

①
と
②
は
場
面
が
違
う
。
答
え
は
同
じ
で
も
、
場
面
が
変
わ
る
と
式

や
図
も
ち
が
う
。

 式
に
す
る
と
ど
う
な
る

か
な
。
 

①
は
１
つ
分
の
数
が
４
こ
で
、
②

は
1
つ
分
の
数
が
２
こ
だ
か
ら
…

 

ふ
り
か
え
り

 

図
に
表
し
て
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
ね
。

 

意
味
を
考
え
る
と
、
図
に
表
し
や
す
い
ね
。

 

た
し
算
や
か
け
算
は
式
が
反
対
に
な
っ
て
も
答
え

は
同
じ
に
な
り
そ
う
だ
な
。

 

問
題
文
に
着
目
さ
せ
、
場
面
を
想
起
さ
せ
る
。
 

式
や
図
を
比
べ
て
み
る
と
気

づ
く
こ
と
は
あ
る
か
な
。
 

か
け
算
の
式
の
意
味

 

（
意
味
に
着
目
）

 

答
え
は
同
じ
で
も
式

が
変
わ
る
。

 

（
一
般
化
）

 

ま
と
ま
り
に
し
て

考
え
て
み
る
と

 

言
葉
に
す
る
と
ど
う
な

る
か
な
。
 

①
 

②
 

答
え
は
同
じ
で
も
、
図
に
す

る
と
違
い
が
分
か
る
ね
。

 

児
童
か
ら
図
が
出
な
い

場
合
、
教
師
か
ら
提
示

す
る
。
 

式
と
図
を
関
連
付
け

て
表
現
さ
せ
る
。
 

１
つ
分
と
い
く
つ
分
が
反
対

に
な
っ
て
い
る
ね
。

 
他
の
問
題
だ
と
ど
う

な
る
の
か
な
。

 

②
  

 
 
①

4
＋
４

 

 
  

 
 
②

2
＋

2
＋

2
＋
２

 



集
団
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
（
第

7
時
）

 

 

５
の
だ
ん
は
５
と
び
だ
ね
。

 

５
×
４
の
答
え
は
ど
う
求
め
れ
ば
い
い
の
か
な
？

 

①
  

 
 
１
箱
か
ら
順
番
に
増
や
そ
う
。

 

②
★

 
 
５
×
２
は
５
＋
５
だ
か
ら
、

 

 
 

 
 
５
×
３
＝
５
＋
５
＋
５

 

 
 

 
 
５
×
４
＝
５
＋
５
＋
５
＋
５

 

 
 

 
 
５
×
５
＝
５
＋
５
＋
５
＋
５
＋
５
だ
。

 

 
 

 
 
答
え
は

2
5
だ
。

 

 
 

③
 
図
で
も
考
え
た
よ
。

 

  
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
 
・
・
・

 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 

ま
と
め

 

5
の
段
は
答
え
が
５
ず
つ
増
え
て
い
く
。

 

い
く
つ
分
の
数
が
１
つ
増
え
た
ら
、
そ
の
前
の
答
え
に
５
を
足
せ
ば
い
い
。

 

ふ
り
か
え
り

 

５
の
ま
と
ま
り
を
作
っ
た
。
九
九
を
早
く
覚
え
た
い
。

 

他
の
段
も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
の
か
な
？

 

1
つ
分
の
大
き
さ
に
着
目

 

（
単
位
に
着
目
）

 

答
え
は
い
く
つ
ず
つ

増
え
て
い
る
か
な
。
 

も
し
、
５
×
４
の
答
え
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

や
っ
て
答
え
を
求
め
る
？
 

５
の
ま
と
ま
り
を
視
覚
的
に
も
表
し
、

丸
で
囲
む
な
ど
さ
せ
る
こ
と
で
か
け
算

の
理
解
を
深
め
て
い
く
。
 

箱
が
も
っ
と
増
え
て
も
 

答
え
は
出
せ
そ
う
？
 

か
け
算
は
た
し
算
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

想
起
さ
せ
、
答
え
を
求
め
さ
せ
る
。
 

１
箱
（
５
こ
）
ず
つ
、
ま
と
ま
り
を

作
っ
て
み
よ
う
。
 

か
け
算
の
性
質
に
着
目

 

（
計
算
や
図
形
の
性
質
に
着
目
）

 

５
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
。

 

か
け
算
の
意
味
に
着
目

 

（
意
味
に
着
目
）

 前
の
箱
に
入
っ
て
い
る
数
に

５
ず
つ
増
や
せ
ば
簡
単
だ
よ
。
 

九
九
も
覚
え
て
み
よ
う
。

 

５
×
３
に
５
足
し
た
り
、

 

５
×
５
か
ら
５
引
け
ば
い
い
よ
。
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第
７
時

ドーナツが１はこに５こずつ入っています。

４はこ分では、ドーナツはぜんぶで何こになるでしょうか。

１箱分が５こだから、１箱増えたら…

１箱分から順番に調べていけば… 

どうやって求めればいいのかな。

５の段は、いくつ分の数が１増えた

ら、その前の答えに５を足せばいい。

どうして答えが簡単に求められるの？

【思】計算のしかたを振り返り、乗法に関して成り立つ

簡単な性質を見いだしたり、それをもとに乗法を

構成したりしている。

MEMO

５×２は５＋５だから…

いくつ分の数が１増えると、全部の数は５

ずつ増えるから… 

5+5=10、10+5=15、15+5=20…

  ２年 A 数と計算 

1１ かけ算の九九づくり 

単元目標 

（１）乗法の意味や式について理解し、1 位数と 1 位数との乗法の計算が確実にできる。（６、７、

８，９、１の段） 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見い

だしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）乗法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 乗法の意味について理解し、

それが用いられる場合につ

いて知っている。 

② 乗法が用いられる場面を式

に表したり、式を読み取った

りすることができる。 

③ 乗法に関して成り立つ簡単

な性質について理解してい

る。 

① 数量の関係に着目し、計算の

意味や計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を

見いだしたりしているととも

に、その性質を活用して、計算

を工夫したり計算の確かめを

したりしている。 

② 数量の関係に着目し、計算を

日常生活に生かしている。 

① 乗法に進んで関わり、数学的

に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用しよ

うとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「10 より大きいかず」 

・２とびや５とびで数える方法 

・２０までの数の構成、順序、大小 

１年「大きなかず」 

・５や 10 のまとまりで数えること 

・１００までの数の順序、大小 

２年「かけ算」 

・乗法の意味や式についての理解 

・１位数と１位数との乗法の計算のしかた 

【指導のポイント】 

九九を構成するとき、既習のかけ算

から演繹して考えることが大切であ

る。これまでと同じように乗法の意味

や乗数と積の関係をもとにして構成

できることや、被乗数と乗数を入れ替

えることで既習のかけ算に帰着でき

る場合があることもアレイ図などを

使いながら説明させていく。単元の後

半は、連続量と場面を関連させて「い

くつ分」を「何倍」として捉えること

も指導する。図の表現とも結びつけな

がら実感を伴った理解がされるよう

に工夫を指導したい。また、不揃いに

並ぶものの個数を求めるのに九九を

活用する問題では、かけ算が適用でき

るように分けたり移動したりすると

いう見方・考え方を大切にしたい。 

ここでの 

学び 

・６、７、８、９、１の段の構成 

・九九の表を完成させること 

・倍を乗法の式に表すこと、倍概念の基礎 

・乗法の九九の性質 

・乗法を用いる文章題 乗法九九の活用 

この先の 

学び 

2 年「九九の表」 

・乗法の交換法則が成り立つこと 

・乗法の分配法則が成り立つこと 
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「かけ算の九九づくり」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の式の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆乗数・被乗数と積の関係に着目

【単位に着目】

◆１つ分の数の大きさに着目

データを集めて考えよう

【帰納】

まとめてみよう【統合・一般化】

いくつ分の数が１増えると、全部の数は６ずつ増

えるよ。他の段でも同じことが言えるよ。

九九表を斜めに見ると、６×４と４×６は２４だ

よ。他の段でも交換すると答えが同じになるよ。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４ｃｍの３つ分の長さは４×３で表せるよ。

いくつ分の数が１増えると、全部の数は６ずつ増え

る。つまり、他の段でもかける数が１増えると答え

はかけられる数分だけ増えているよ。

もとにするもののいくつ分のことを□倍という

わかっていることをいかして考えよう【演繹】

６が 4 個分ということだから、6＋6＋6＋6＝6×4 と表せるね。

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

１つ分の数が６こで２つ分だから６×２＝１２

６×４は６＋６＋６＋６だよ。

１つ分の数×いくつ分＝全部の数

バラバラに並んでいてもまとまりでみれば、かけ

算の式に表せるよ。

３×５＝１５ ４×５＝２０ １５＋２０＝３５と

７×５＝３５と同じだよ。

９×３の答えは、９×３＝３×９＝２７だ。図で

説明できるよ。

分けたり、移動したりして同じ数のまとまりをつ

くるといいね。
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「かけ算の九九づくり」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の式の意味に着目

【数量の関係に着目】

◆乗数・被乗数と積の関係に着目

【単位に着目】

◆１つ分の数の大きさに着目

データを集めて考えよう

【帰納】

まとめてみよう【統合・一般化】

いくつ分の数が１増えると、全部の数は６ずつ増

えるよ。他の段でも同じことが言えるよ。

九九表を斜めに見ると、６×４と４×６は２４だ

よ。他の段でも交換すると答えが同じになるよ。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４ｃｍの３つ分の長さは４×３で表せるよ。

いくつ分の数が１増えると、全部の数は６ずつ増え

る。つまり、他の段でもかける数が１増えると答え

はかけられる数分だけ増えているよ。

もとにするもののいくつ分のことを□倍という

わかっていることをいかして考えよう【演繹】

６が 4 個分ということだから、6＋6＋6＋6＝6×4 と表せるね。

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

１つ分の数が６こで２つ分だから６×２＝１２

６×４は６＋６＋６＋６だよ。

１つ分の数×いくつ分＝全部の数

バラバラに並んでいてもまとまりでみれば、かけ

算の式に表せるよ。

３×５＝１５ ４×５＝２０ １５＋２０＝３５と

７×５＝３５と同じだよ。

９×３の答えは、９×３＝３×９＝２７だ。図で

説明できるよ。

分けたり、移動したりして同じ数のまとまりをつ

くるといいね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
２
時

第
１
５
時

第
１
７
時

チーズのかずはいくつあるかな。（１つ６個入りのチーズの箱を提示する。）

電車のおもちゃがあります。この電車２台分の長さや３台分の長さを考えましょう。

牛にゅうは何本あるでしょうか。

飛び出ている部分を動かすことができそう…。

飛び出ているよ。欠けている部分があるか

ら、そのままだと九九が使えないな。簡単

に数を数えられないかな。

分けたり、移動したりして同じ数のま

とまりをつくるといい。

６のだんをみて気づいたことはあるかな？２箱あるといくつかな？

チーズが１箱で６個。６＋６＝１２だよ。チーズ

の２箱で１２。１つ分の数×いくつ分＝全部の数

だから、式は６×２だよ。

２つ分のことを２倍、３つ分のことを３

倍っていうんだね。

２台分ってどういうことかな？ 長さはかけ算で計算してもいいのかな？

どうやって数を数えたらいいかな？

【思】計算のしかたを振り返り、乗法に関して成り立つ

簡単な性質を見いだしたり、それをもとに乗法を

構成したりしている。

【思】1 つ分の数×いくつ分＝全部の数の式の意味を、数のまと

まりに着目し、具体的な場面や図と関連づけながら多面的

に捉え考えている。

【思】ものの数を求める場面で、九九が適用できるよう

に分割したり移動したりするなどの工夫を考え、

図や式、言葉などを用いて表現している。

６×２＝１２だよ。だから、３箱だと６増える

から６×３＝１８ ４箱だと６×４＝２４…

テープ図に色を塗ると、長さは長くなった

よ。電車２台分が「いくつ分」って意味じ

ゃない？だから２つ分のことだよ。

倍はいくつ分のことだからかけ算を使うことができるよ。

４ｃｍの３つ分と考えれば今までのかけ算と同じ

だよ。

まとまりでみれば九九を使って簡単に数

を数えられそうだよ。

まとまりを作って分けてたせばいい。 移動すればいい。

ないところをあるとみてあとでひけばいい。

５の段ではいくつ分の数が１増えると５ずつ増えたか

ら６の段でも６ずつ増えるよ。

６×３と３×６は逆にしても答えは同じ。

答えが６ずつ増えている。

今までの段と同じように６の段を作ることができ

たよ。

４ｃｍの３つ分の長さは４×３で表せるよ。
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

１３ 九九の表 

単元目標 

（１）乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解する。 

（２）数量の関係に着目し，計算の意味や計算のしかたを考えたり，計算に関して成り立つ性質を見いだ

したりしているとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）乗法に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 乗法に関して成り立つ簡

単な性質について理解し

ている。 

② 簡単な場合について、２

位数と１位数との乗法の

計算の仕方を知ってい

る。 

① 数量の関係に着目し，計算の

意味や計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を

見いだしたりしているととも

に，その性質を活用して，計算

を工夫したり計算の確かめを

したりしている。 

② 数量の関係に着目し，計算を

日常生活に生かしている。 

① 乗法に関して成り立つ性質を

見いだすことに進んで関わ

り、数学的に表現・処理したこ

とを振り返り、数理的な処理

のよさに気づき生活や学習に

活用しようとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「１０より大きいかず」 

・２とびや５とびで数える方法 

２年「かけ算」 

・乗法の意味や式についての理解 

・１位数と１位数との乗法の計算のしかた 

２年「かけ算九九づくり」 

・倍の意味を理解し，乗法の式に表す方法 

・乗数と積の関係 

【指導のポイント】 

 これまでの学習では、九九の

構成をしていく中でいくつかの

きまりに気づいてきた。本単元

では九九表をもとに、乗数が１

増えると積は被乗数分だけ増え

るというきまりや、被乗数と乗

数を入れ替えてかけても積は変

わらないことなどを再確認する

他、様々なきまりを見つけたり、

説明したり、まとめたりする活

動を扱う。また、きまりを使っ

て、九九表の範囲を超えるかけ

算についても構成していけるよ

うにする。 

さらに、きまりを見つける楽

しさを味わわせ、数の感覚を豊

かにし、九九についての理解を

いっそう深める事をねらいとし

て指導したい。 

ここでの 

学び 

・九九表の並びの規則性やきまりに着目した見方や

乗数と積の関係について考えること 

・九九表をみて乗法の交換法則や分配法則が成り立

つこと 

・簡単な２位数と１位数の乗法の計算のしかたを考

えること 

この先の 

学び 

３年「かけ算のきまり」 

・九九の範囲を越える何十、何百など乗法に用いら

れる数の拡張のしかた 

３年「わり算」 

・除法の計算のしかた 
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「九九の表」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

明らかなことをもとに考えよう

【演繹】

まとめてみよう【統合・一般化】

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

データを集めて考えよう

【帰納】

広げてみよう【発展・一般化】

15 は３×５と５×３で、数が反対だね。他にも答え

が同じ九九があるから調べてみよう！

他の九九でも、数が反対だけど答えが同じになるよ！

かけ算のかけられる数とかける数が反対でも答えが同

じになるのは、○の図で説明できるね！

例えば 7×3＝4×3＋3×３

７の段は３の段と４の段をたしてできる。

その段の数だけ答えが増えるから、×９までではな

くて、×10 よりも先が考えられそうだよ！

かける数とかけられる数を入れかえたり、式を分けて考

えたりするなど、かけ算のきまりを使えば、九九より大

きいかけ算もできそうだね。

【意味に着目】

◆かけ算の意味に着目

かけ算は１つ分のいくつ分という意味だか

ら、かける数が９の答えに、その段の数を

足せば、×10、×11 と考えられるよ！

３の段では、１の段と２の段を足した

答えが３の段になっているね！

かけ算はかけられる数とかける数を入れ替

えても答えが同じきまりがあるから、この

きまりを使って広げることもできるね！
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「九九の表」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

明らかなことをもとに考えよう

【演繹】

まとめてみよう【統合・一般化】

【計算や図形の性質に着目】

◆かけ算の性質に着目

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

データを集めて考えよう

【帰納】

広げてみよう【発展・一般化】

15 は３×５と５×３で、数が反対だね。他にも答え

が同じ九九があるから調べてみよう！

他の九九でも、数が反対だけど答えが同じになるよ！

かけ算のかけられる数とかける数が反対でも答えが同

じになるのは、○の図で説明できるね！

例えば 7×3＝4×3＋3×３

７の段は３の段と４の段をたしてできる。

その段の数だけ答えが増えるから、×９までではな

くて、×10 よりも先が考えられそうだよ！

かける数とかけられる数を入れかえたり、式を分けて考

えたりするなど、かけ算のきまりを使えば、九九より大

きいかけ算もできそうだね。

【意味に着目】

◆かけ算の意味に着目

かけ算は１つ分のいくつ分という意味だか

ら、かける数が９の答えに、その段の数を

足せば、×10、×11 と考えられるよ！

３の段では、１の段と２の段を足した

答えが３の段になっているね！

かけ算はかけられる数とかける数を入れ替

えても答えが同じきまりがあるから、この

きまりを使って広げることもできるね！

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第

３

時

第
４
時

第
５
時

九九表を見て、いろいろなきまりを見つけよう。

九九の表を広げましょう。

【思】九九表を見て、いつも成り立つ性質を見いだ

し、それを確かめている。

【思】12 までの２位数と１位数との乗法について、乗

法に関して成り立つ性質などをもとに計算のしか

たを考えている。

３の段では、１の段と２の段を足した

答えが３の段になっているね！

他の段でも、３の段や７の段のように、他

の段をたしてできるね！○の図で説明でき

るよ！

かけ算は１つ分のいくつ分という意味だか

ら、かける数が９の答えに、その段の数を

足せば、×10、×11 と考えられるよ！

その段の数だけ答えが増えるから、×９ま

でではなくて、×10 よりも先が考えられ

そうだよ！

かける数とかけられる数を入れかえたり、式を

分けて考えたりするなど、かけ算のきまりを使

えば、九九より大きいかけ算もできそうだね。

例えば 7×3＝4×3＋3×３

７の段は３の段と４の段をたしてできる。

答えが同じになる九九についてしらべましょう。

答えが 15 になるのは３×５と５×３だ

12 は４つも九九があるよ！

９の段までと同じように、１０の段でもかけ

る数が１増えると答えはかけられる数の分だ

け増えていくと思う。

どうして同じ答えになるのかな？

15 は３×５と５×３で、数が反対だね。他にも答え

が同じ九九があるから調べてみよう！

他の九九でも、数が反対だけ

ど答えが同じになるよ！

【思】九九表を見て、いつも成り立つ性質を見いだ

し、それを確かめている。

３の段以外にも、きまりはあるのかな？

どうしたら広げられるのかな？ かけ算はかけられる数とかける数を入れ替

えても答えが同じきまりがあるから、この

きまりを使って広げることもできるね！

かけ算のかけられる数とかける数が

反対でも答えが同じになるのは、○

の図で説明できるね！
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

15 1000 より大きい数 

単元目標 

（１）４位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方、数の大小や順序、及び数の相対的

な大きさについて理解する。また、何百の加法の計算ができる。 

（２）数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かす。 

（３）数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさ

に気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 同じ大きさの集まりにまと

めて数えたり、分類して数え

たりすることができる。 

② ４位数までについて、十進位

取り記数法による数の表し

方及び数の大小や順序につ

いて理解している。 

③ 数を十や百を単位としてみ

るなど、数の相対的な大きさ

について理解している。 

④ 何百の加法の計算ができる。 

① 数のまとまりに着目し、大き

な数の大きさの比べ方や数

え方を考え、日常生活に生か

している。 

② 計算のしかたを、百を単位と

することで考えている。 

① 数を表すことに進んで関わ

り、数学的に表現・処理した

ことを振り返り、数理的な処

理のよさに気付き生活や学

習に活用しようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「10 より大きい数」 

・２や５のまとまりで数えること 

・20 までの数の構成、大小、系列 

１年「大きな数」 

・５や 10 のまとまりで数えること 

・100 までの数の順序、大小 

２年「100 より大きい数」 

・1000 までの数の数え方、よみ方、書き方 

・３位数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 

【指導のポイント】 

 本単元では、４位数までの数と

10000 を学習する。十進位取り記数

法のしくみをもとに、数の表し方や

数の大小、順序、相対的な大きさを考

えていく。そのときに既習の 3 位数

までの数の学習から類推して考える

ことを大切にしたい。10 のまとまり

が 10 個で百という新しい単位をつ

くったことと同様に、100 のまとま

りが 10 個で千という単位がつくら

れるという単位の考えに着目させた

い。この考えは、何百＋何百で千の位

に繰り上がる計算のしかたを考えた

り説明したりするときにも用いる。

このような活動を充実させること

で、百を単位とした数の見方につい

て、理解を深めていく。なお、３学年

では、数の範囲を広げ、千万までの数

及び１億について学習する。 

ここでの 

学び 

・10000 までの数の数え方、よみ方、書き方 

・４位数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 

この先の 

学び 

３年「10000 より大きい数」 

・千万の位までの数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 

・10 倍、100 倍、1000 倍、10 でわった数 
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「１０００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

【数量の関係に着目】

◆数の相対的な大きさに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

1000 のまとまりが 10 こで一万だったか

ら、10000 のまとまりが 10 こで新しい

位がありそう。

1000 が２こと 100 が 3 こと 10 が４こと

１が５こで２３４５だ。

1000 が２こ集まると２000 になる。

似ていることをもとに考えよう【類推】

700＋500 は 100 のまとまりが 7＋５と考

えられるから…

１０００が１０こ集まると、１００００になる。

万の位の数になるんだね。

100 を２３こ集めた数は、２３００だ。100 が２０こで 2000、100 が３こで 300 だから。

3400 は 3000 と 400 だから、100 を３４こ集めた数だ。

10 や 100 のまとまりにすれば、大きな数の

計算もかんたんになるね。

数は、１０こ集まると、一つ大きな位の数

になるんだね。

70＋50 を 10 のまとまりで考えたように、7

まとまりで考えると…

１０が 10 こで百、100 が 10 こで千だったか

ら、100０を 10 こ集めればいい。

10 集まると、一つ大きな位に移るんだね。

100 のまとまりで考えれば、

何百－何百の計算も簡単にできるよ。
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「１０００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

【数量の関係に着目】

◆数の相対的な大きさに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

1000 のまとまりが 10 こで一万だったか

ら、10000 のまとまりが 10 こで新しい

位がありそう。

1000 が２こと 100 が 3 こと 10 が４こと

１が５こで２３４５だ。

1000 が２こ集まると２000 になる。

似ていることをもとに考えよう【類推】

700＋500 は 100 のまとまりが 7＋５と考

えられるから…

１０００が１０こ集まると、１００００になる。

万の位の数になるんだね。

100 を２３こ集めた数は、２３００だ。100 が２０こで 2000、100 が３こで 300 だから。

3400 は 3000 と 400 だから、100 を３４こ集めた数だ。

10 や 100 のまとまりにすれば、大きな数の

計算もかんたんになるね。

数は、１０こ集まると、一つ大きな位の数

になるんだね。

70＋50 を 10 のまとまりで考えたように、7

まとまりで考えると…

１０が 10 こで百、100 が 10 こで千だったか

ら、100０を 10 こ集めればいい。

10 集まると、一つ大きな位に移るんだね。

100 のまとまりで考えれば、

何百－何百の計算も簡単にできるよ。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
３
時

第
５
時

紙はなんまいあつまったでしょうか。

７００＋５００の計算のしかたを考えましょう。

100 まとまりが 7＋５だから…
100 のまとまりで考えるとよかったね。

100 のまとまりで考えたら、計算がか

んたんになった。

3000 は 100 が 30 個だから、3400 は 100 を 34 個集めた数だ。

１００が１０個より多いから、難しい。どうやって数えたらいいかな？

あれ？答えが繰り上がるよ。

【思】数の構成や相対的な大きさに着目し、数を多面的

にとらえて表している。

【思】簡単な場合の３位数の加法の計算のしかたを、

100 をもとに考えている。

100 のまとまり、10 のまとまりが

いくつで数えてみよう。

100 が 10 個で 1000 だから、3400 を 3000 と 400 に分けて考えればいい。

100 が 20 個と 3 個になった。

100 が 20 個で 2000 だから、100 が 23 個で２３００になる。

100 を 10 個ずつまとめて考えると

よかったね。

１００を２３こあつめた数はいくつでしょうか。

１０００より大きい数はどうやって

表したらいいのかな？

１００ １００ １００ １００ １００  １０  １

１００ １００ １００ １００ １００  １０  １

１００ １００ １００ １００ １００  １０  １

１００ １００ １００ １００     １０  １

１００ １００ １００ １００          １

100 のまとまりがたくさんある。

1000 を超えそうだ。

100 のまとまりが２０あるから、

1000 が 2 個だ。

1000 が２つで 2000（二千）。100 が３つ、10 が４つ、１が５つだから、

２３４５（二千三百四十五）枚になるよ。

100 のまとまりを 10 個集めて 1000 にすれば、1000

がいくつかで、大きな数を表すことができるね。

【思】十進位取り記数法のしくみをもとに、4

位数までの数の表し方を考えている。

100 を 10 個集めて、１０００をつくってみよう。

３４００は１００をなんこあつめた数でしょうか

100 のまとまりが 10 個で 1000 になるか

ら、100 が１２個で 1200 になる。
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方
を

し
て
る
の
か
な
？
 

ど
ん
な
考
え
方
を

し
て
る
の
か
な
？
 

ま
と
め

 

大
き
い
数
を
数
え
る
と
き
は
、

1
0
こ
の
ま
と
ま
り
で
考
え
る
と

簡
単
。

 

ど
の
考
え
方
が
い
い
か
な
？
 

１
０
こ
で
ま
と
ま
り
を
つ
く
っ
て
い
る

 

数
は
、

1
0
こ
集
ま
る
と
、

一
つ
大
き
な
位
の
数
に
な
る

 
（
統
合
）

 

ふ
り
か
え
り

 

〇
○
が
い
く
つ
分
の
考
え
方
が
ま
た
使
え
た
。（

統
合
）

 

位
が
増
え
て
も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
の
か
な
？
（
発
展
）

 

必
要
に
応
じ
て
、
図
や
数

直
線
と
結
び
つ
け
て
理
解

を
深
め
て
い
く
。
 

10
が

10
こ
で

10
0、

10
0

が
10

こ
で

10
00

だ
か
ら
…

 
（
類
推
）

 

子
供
の
中
に
い
な
い
時

は
教
師
か
ら
提
示
。
 

こ
れ
っ
て
本
当
に

い
い
の
か
な
？
 

ど
れ
も
全
く
ち
が
う
考
え
方
な
の
か
な
？
 

0
 
 

5
0
0
 

 
1
0

0
0
 

1
5

0
0
 

2
0

0
0
 

2
5

0
0
 

3
0

0
0
 

図
や
数
直
線
と
結
び

つ
け
て
理
解
を
深
め

て
い
く
。
 

10
0
が

20
こで

20
00

， 

10
0
が

3こ
で

30
0
だか

ら。
 

（数
の相

対的
な大

きさ
に着

目）
 

ひ
と
目
盛
り
が

1
0

0
で

2
3
こ
分
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MEMO 
  ２年 A 数と計算 

１６  図をつかって考えよう 

単元目標 

（１）加法と減法との相互関係について理解するとともに、問題場面を図や式に表すことができる。 

（２）逆思考の場面について、図に表したり、図と式を関連づけたりして解決の仕方を考える。 

（３）問題場面を図に表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な

処理のよさに気づき、生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①加法と減法は互いに逆の

関係になっているなど、

加法と減法の相互関係に

ついて理解している。 

①加法と減法の相互関係について、図

を基に考え、式で表現している。 

②加法と減法の相互関係について、式

の意味を場面や図と関連付けて説

明している。 

①加法と減法の相互関係を考

察するのに用いる図形のよ

さに気づき、問題場面を図に

表すことに主体的に取り組

もうとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの

学び 

１年「ぜんぶでいくつ」 

・加法の意味（増加・合併）と式表示 

・和が 10 以下の加法 ・０を含む加法 

１年「のこりはいくつ」 

・減法の意味（求残）と式表示 

・10 以下の数から１位数をひく計算 

・０を含む減法 

１年「どれだけおおい」 

・減法の意味（求差）と式表示 

・10 以下の数から１位数をひく計算 

１年「どんな式になるかな」 

・順序数の加法、減法 ・求大、求小の問題 

２年「たし算」 

・２位数＋２位数の計算 ・加法の交換法則 

２年「ひき算」 

・２位数－１・２位数の計算 

・加法と減法の相互関係と答えの確かめの式 

２年「たし算とひき算の図」 

・加法と減法のテープ図の見方、かき方 

【指導のポイント】 

 １学年では、加法、減法が用いられる

場面の中で、問題構造が複雑な場合には

ブロックや、〇を使った図に表すと立式

が容易になることを発見し、図を活用す

るよさを深めてきた。また、本学年の「ひ

き算」では、加法と減法の相互関係につ

いて〇とテープを併用した図を示し、減

法は加法と逆の関係にあり、減法の計算

結果や手順の確かめに加法が用いられ

ることも指導した。さらに、「たし算とひ

き算の図」では、テープ図の見方、かき

方についても理解を図ってきた。 

 本単元では、加法と減法の相互関係の

場面にかかわる逆思考になるような問

題で、数量の関係をテープ図に表し、そ

の図をよみ取って式や言葉に表して解

決する活動を扱う。問題の構造が複雑な

場合に、図に表すことによって、既知の

数量と未知の数量の関係が明確になり

立式しやすくなるというよさを実感さ

せ、以降の学習でも思考の道具、説明の

道具として活用していけるようにする。 

 この経験をもとに、３学年では、加法

と減法、乗法と除法のそれぞれについて

逆思考になる問題場面を取り上げ、数量

の関係を線分図や数直線に表し、それを

□を使った式と結びつけ、図をよみ取っ

たり逆算を用いたりして解決すること

を扱っていく。 

ここでの 

学び 

・加法と減法の相互関係 

・逆思考の問題を図や式を使って解決する 

こと 

この先の 

学び 

３年「□を使った式と図」 

・数量の関係を言葉の式に表すこと 

・数量の関係を資格を使った式と図に表す 

こと 

・未知の数量□に当てはまる数を求めること 

・加法と減法、乗法と除法の相互関係 



－ 96 －

「図をつかって考えよう」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目

◆減法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆加法と減法の相互関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

全体の数とはじめの数が分かっていて、増えた数

が分からないときは、全体の数からはじめの数を

引くと増えた数が分かるね。

はじめの数と残りの数が分かっていて、使った数

（減った数）が分からないときは、はじめの数から

残りの数を引くと、使った数（減った数）が分かる。

減った数と残りの数が分かっていて、はじめの数

が分からないときは、減った数と残りの数をたす

とはじめの数が分かる。

全体の数が分かっていて、どちらか一方の数が分からな

いときはひき算、全体の数が分からないときは、たし算で

求めればいいんだ。

図に表して考えよう【図形化】

図にしてみると、

図にしてみると、

図にしてみると、
はじめに２６ｃｍ

のこり１７ｃｍ □ｃｍつかった

□を求めるには、全部の人数からはじめの

人数の分を取るわけだから…

減った数と残りの数を合わせると、□を

求められるわけだから…

□を求めるには、はじめの数からはじめの

人数の分を取るわけだから…

「ぜんぶで」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求める

かを考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

「のこり」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求めるか

を考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

「ぜんぶで」や「のこり」って言葉だけで考えるのでは

なくて、図に表してみると求めたい数が全体なのかどち

らか一方なのかがわかるね。



－ 97 －

「図をつかって考えよう」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆加法の意味に着目

◆減法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆加法と減法の相互関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

全体の数とはじめの数が分かっていて、増えた数

が分からないときは、全体の数からはじめの数を

引くと増えた数が分かるね。

はじめの数と残りの数が分かっていて、使った数

（減った数）が分からないときは、はじめの数から

残りの数を引くと、使った数（減った数）が分かる。

減った数と残りの数が分かっていて、はじめの数

が分からないときは、減った数と残りの数をたす

とはじめの数が分かる。

全体の数が分かっていて、どちらか一方の数が分からな

いときはひき算、全体の数が分からないときは、たし算で

求めればいいんだ。

図に表して考えよう【図形化】

図にしてみると、

図にしてみると、

図にしてみると、
はじめに２６ｃｍ

のこり１７ｃｍ □ｃｍつかった

□を求めるには、全部の人数からはじめの

人数の分を取るわけだから…

減った数と残りの数を合わせると、□を

求められるわけだから…

□を求めるには、はじめの数からはじめの

人数の分を取るわけだから…

「ぜんぶで」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求める

かを考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

「のこり」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求めるか

を考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

「ぜんぶで」や「のこり」って言葉だけで考えるのでは

なくて、図に表してみると求めたい数が全体なのかどち

らか一方なのかがわかるね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
２
時

第
３
時

第
４
時

バスに１２人のっています。とちゅうで何人かのってきたので、ぜんぶで２８人になりました。

とちゅうでのってきた人は何人でしょうか。

チョコレートが何こかありました。１０こ食べたので、のこりが１３こになりました。

はじめにチョコレートは何こあったでしょうか。

【思】加法逆減法の場面を、加法と減法の相互関係につ

いて図を基に考え、式で表現したり、式の意味を

場面や図と関連付けて説明したりしている。

□を求めるには、全部の人数からはじめ

の人数の分を取るわけだから…

全体の数とはじめの数が分かっていて、増えた数が分から

ないときは、全体の数からはじめの数を引くと増えた数が

分かるね。

増えた数が分からないときは、

どんな計算になるのかな？

図にしてみると、

「ぜんぶで」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求め

るかを考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

はじめの数が分からないときは、

どんな計算になるのかな？

図にしてみると、

減った数と残りの数が分かっていて、はじめの数が分から

ないときは、減った数と残りの数をたすとはじめの数が分

かる。

「のこり」って言葉じゃなくて、図をかいて何を求め

るかを考えれば、どんな計算になるかが分かるね。

【思】減法逆加法の場面を、加法と減法の相互関係につ

いて図を基に考え、式で表現したり、式の意味を

場面や図と関連付けて説明したりしている。

２６ｃｍのテープがありました。何ｃｍかつかったので、のこりが１７ｃｍになりました。

つかったテープは何ｃｍでしょうか。

使った長さが分からないときは、

どんな計算になるのかな？

はじめの数と残りの数が分かっていて、使った数

（減った数）が分からないときは、はじめの数から

残りの数を引くと、使った数（減った数）が分かる。

【思】減法逆減法の場面を、加法と減法の相互

関係について図を基に考え、式で表現し

たり、式の意味を場面や図と関連付けて

説明したりしている。

「ぜんぶで」や「のこり」って言葉だけで考えるの

ではなくて、図に表してみると求めたい数が全体な

のかどちらか一方なのかがわかるね。

全体の数が分かっていて、どちらか一方の数が

分からないときはひき算、全体の数が分からな

いときは、たし算で求めればいいんだ。

図にしてみると、

はじめに２６ｃｍ

のこり１７ｃｍ □ｃｍつかった

減った数と残りの数を合わせると、□を

求められるわけだから…

□を求めるには、はじめの数からはじめ

の人数の分を取るわけだから…



－ 98 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 



－ 99 －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 
  ２年 A 数と計算 

１７  １を分けて 

単元目標 

（１）１

２
， １

３
などの簡単な分数について知る。 

（２）12 個を３等分した場面などを「12 個の １
３
は４個」などと表現している。 

（３）分数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① １

２
， １

３
などの簡単な分数につい

て知っている。 

① 具体物のもとの大きさに着

目し、操作によって得られ

る大きさを表す分数の意味

や大きさについて考えてい

る。 

② 12 個を３等分した場面な

どを「12 個の １
３
は４個」な

どと表現している。 

① 分数に進んで関わり、数

学的に表現・処理したこ

とを振り返り、数理的な

処理のよさに気づき、生

活や学習に活用しようと

している。 

指導内容の系統 

これまでの

学び 

２年「三角形と四角形」 

・長方形、正方形の意味、性質、

方眼などを用いた作図 

・直角三角形の意味、性質、方眼

などを用いた作図 

２年「かけ算九九づくり」 

・倍概念の基礎 

【指導のポイント】 

 これまでに指導してきた数はすべて整数である。

本単元では、整数以外の数として分数（分割分数・操

作分数）を指導する。ここで扱う分数は具体操作で

作ることができるものが中心であり、折り紙や紙テ

ープなどを折ったり切ったりする作業的・体験的活

動を通して、１

２
， １

４
， １

８
といった大きさを捉えさせてい

く。「等分」の意味にも触れながら、全体を１とみて、

それを等分した１つ分の大きさを表すという単位分

数の意味について実感的な理解を図っていくことが

大切である。 

 さらに、１

３
についても類推的に考えさせていく。１

３
の

大きさは、全体を等分割して分離量にした時の個数

に着目して、「12 個の１

３
は４個」「４個の３倍は 12

個」と捉えられるようにする。この際、分離量につい

てもこれまでと同様に分数で表せるかということに

ついて、分数の意味に戻って考えることが大切であ

る。このような見方は、乗法及び３学年の除法の見

方の素地となるものであり、等分と倍の関係を言葉

や図、数を用いて表現させるようにしていくことが

大切である。 

ここでの 

学び 
・簡単な分数（１

２
， １

３
， １

４
など） 

この先の 

学び 

３年「分数」 

・分数の意味と表し方 

・分数の順序、大小 

・１より大きい分数 

・分数の加法、減法 

３年「小数」 

・小数の意味と表し方 

・小数の構成と位取りの仕組み 

・小数の順序、大小、相対的な大

きさ 

・小数と分数の関係、大小比較 

・小数の加法、減法 
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「１を分けて」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆分数の意味に着目

【表し方のきまりに着目】

◆分数の表し方に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆等分と倍の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

もとの大きさが違うから、
１

２
にした大きさも違うんだ。

もとの大きさが同じなら、形が違っても、
１

２
にした

大きさは等しいと言えるなかな。

さらに半分にした大きさも同じように表せる

かな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

１

２
にした長さを２倍にしてもとに戻してみると…

似ていることをもとに考えよう【類推】

２等分が１

２
だから、４等分は… ２等分や４等分が

１

２
や

１

４
と表すから、３等分は…

12 個の１

３
は４個で、4 個の 3 倍は 12 個。

１

２
は、２つに分けた１つ分って意味だから。

４つに分けたうちの一つ分だから
１

４
と表せるね。

10 ㎝の
１

２
は、５㎝、４㎝の２倍は８㎝だから…

どちらも
１

２
だけど、もとの大きさの

１

２
って意味

だから。

３つに分けたうちの一つ分だから、
１

３
と表せるね。

12 個の１

３
は４個で、４個の３倍は 12 個だから、等分

と倍は逆になっているね。

12 個の
１

２
が 6 個で、

１

４
が 3 個ってことになる。
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「１を分けて」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆分数の意味に着目

【表し方のきまりに着目】

◆分数の表し方に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆等分と倍の関係に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

もとの大きさが違うから、
１

２
にした大きさも違うんだ。

もとの大きさが同じなら、形が違っても、
１

２
にした

大きさは等しいと言えるなかな。

さらに半分にした大きさも同じように表せる

かな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

１

２
にした長さを２倍にしてもとに戻してみると…

似ていることをもとに考えよう【類推】

２等分が１

２
だから、４等分は… ２等分や４等分が

１

２
や

１

４
と表すから、３等分は…

12 個の１

３
は４個で、4 個の 3 倍は 12 個。

１

２
は、２つに分けた１つ分って意味だから。

４つに分けたうちの一つ分だから
１

４
と表せるね。

10 ㎝の
１

２
は、５㎝、４㎝の２倍は８㎝だから…

どちらも
１

２
だけど、もとの大きさの

１

２
って意味

だから。

３つに分けたうちの一つ分だから、
１

３
と表せるね。

12 個の１

３
は４個で、４個の３倍は 12 個だから、等分

と倍は逆になっているね。

12 個の
１

２
が 6 個で、

１

４
が 3 個ってことになる。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
３
時

第
４
時

第
５
時

テープを、半分におって、それをまた半分におりましょう。

ゆきさんとはるさんが、それぞれテープを切って、もとの長さの
１

２
にしたところ、下のようになりました。

チョコレートを友だちと分けます。１人分が同じになるように分けるには、どんな分け方が

あるでしょう。

どんな分け方があるかな？

半分の半分の大きさは、どうやって

表したらいいのかな？

どうして、どちらも
１

２
なのに大きさが違うのかな？

【思】具体物の操作を通して、4 等分の意味や表し方を、

既習の２等分の意味や表し方から類推して考えて

いる。

【思】具体物のもとの大きさに着目し、操作によって

得られる大きさを表す分数の意味や大きさに

ついて考えている。

【思】３等分の大きさや表し方について、12 個を

３等分した場面などを等分と倍の関係から言

葉や図、数を用いて考えている。

１

２
は、２つに分けた１つ分って意味だから。

さらに半分にした大きさも

同じように表せるかな。

１

２
にした長さを２倍にしてもとに戻してみると…

もとの大きさが違うから、
１

２
にし

た大きさも違うんだ。

10 ㎝の
１

２
は、５㎝、４㎝の２倍は８㎝だから…

どちらも
１

２
だけど、もとの大きさの

１

２

って意味だから。

4 つに分けたうちの一つ分だから
１

４
と表せるね。

２等分が１

２
だから、４等分は…

２等分や４等分が
１

２
や

１

４
と表すから、３等分は…

３つに分けたうちの一つ分だから、
１

３
と表せるね。

12 個の１

３
は４個で、４個の３倍は 12 個

だから、等分と倍は逆になっているね。

12 個の１

３
は４個で、４個の 3 倍は 12 個。

もとの大きさが同じなら、形が違っても、

１

２
にした大きさは等しいと言えるなかな。

2 等分すると１人分は６個、

4 等分すると１人分は３個だから…

12 個の
１

２
が 6 個で、

１

４
が 3 個ってことになる。
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数と計算数と計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年   A 数と計算 

 １． かけ算のきまり 

 ３． たし算とひき算 

 ４． わり算 

 ７． あまりのあるわり算 

 ８． 10000 より大きい数 

10． かけ算の筆算 

12． 分数 

14． 小数 

15． ２けたの数のかけ算 

16． □を使った式と図 
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

１ かけ算のきまり 

単元目標 

（１）乗法の交換法則，結合法則，分配法則など，乗法に関して成り立つ性質を理解する。 

（２）数量の関係に着目し，乗法に関して成り立つ性質を見いだしているとともに，その性質を活用

して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）乗法に関して成り立つ性質に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的

な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①乗法の交換法則，結合法則，分

配法則など，乗法に関して成

り立つ性質を理解している。 

①数量の関係に着目し，乗法に

関して成り立つ性質を見いだ

しているとともに，その性質

を活用して，計算を工夫した

り計算の確かめをしたりして

いる。 

①乗法に関して成り立つ性質に

進んで関わり，数学的に表現・

処理したことを振り返り，数

理的な処理のよさに気づき生

活や学習に活用しようとして

いる。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「九九の表」 

・乗法九九の答えの規則性をもとにした模様作り 

・九九の表の考察 

・１つの数を他の数の積としてみること 

・乗数と積の関係、乗法の交換法則、乗法の分配法則 

・九九の表を 12 まで広げること 

 ※10×10、10×11、10×12 などの計算 

【指導のポイント】 

 本単元での学習は、２位数や３

位数の乗法の計算の意味や計算

のしかたを考える時の基礎的な

理解事項となる。そこで、（１つ

分の数）×（いくつ分）＝（全部

の数）という乗法の意味をもと

にして考え、０の時もかけ算の

式に表すことができることを見

い出すことが大切になる。 

 その上で、「交換のきまり」、「分

配のきまり」、「結合のきまり」と

いう言葉で整理した乗法の性質

が、他のところでも成り立つか

調べたり、成り立つ理由を図や

式などを用いて説明したりする

活動が重要である。さらに、分配

法則を図を用いて説明すること

は、この後の単元である乗法の

筆算や除法について考えるとき

にも活用されることを意識した

い。 

ここでの 

学び 

・０の乗法 

・乗数と積の関係 

・乗法の計算法則（交換、分配、結合法則） 

・何十、何百×１位数の計算 

・３口の数の乗法 

この先の 

学び 

３年「かけ算の筆算」 

・２位数×１位数の筆算。 

・２位数×１位数で十、百の位に繰り上がる筆算 

・２位数×１位数で途中の計算に０が出てくる乗法計算 

・３位数×１位数の筆算 

・３位数×１位数で繰り上がりのある乗法計算 

・３位数×１位数で千の位に繰り上がる乗法計算，３位数

×１位数＝４位数で空位がある乗法計算 

・倍にかかわる問題 

・乗法の暗算 
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「かけ算のきまり」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆計算の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆乗数と積の関係に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆乗法の性質に着目

図に表して考えよう【図形化】

アレイ図にするといろいろな計算のきまりが

考えやすいね。

テープ図にすると「１あたりの数」が見やす

くなるね。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

（１つ分）×（いくつ分）＝

（全部の数）だから…

200×3 は 100 のまとまりが

2×３個だから…

50×４×２＝50×（４×２）

だから…

7×6＝（2×6）＋（5×6）

だから…

7×6 の答えは、7×5 の答えより７大きいから…

広げてみよう【発展・一般化】

計算のきまりを使えば、10 を超えるかけ算

もできる。

何十×何、何百×何の計算も、10 や 100 を

もとにすれば求められる。

０は何個あっても

０だから…

7×6＝6×7 だから…

まとめてみよう【統合・一般化】

(1 つ分)や(いくつ分)を 0 と見れば、０の時

もかけ算の式に表せるね。

データを集めて考えよう【帰納】

7×6 は

(２×6)＋(5×6)でも(3×6)＋(4×6)でも

求められるから、７を何に分けても計算で

きるね。

かけ算のきまりを使えば、九九を色々な段で

表すことができるね。
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「かけ算のきまり」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆計算の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

◆乗数と積の関係に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆乗法の性質に着目

図に表して考えよう【図形化】

アレイ図にするといろいろな計算のきまりが

考えやすいね。

テープ図にすると「１あたりの数」が見やす

くなるね。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

（１つ分）×（いくつ分）＝

（全部の数）だから…

200×3 は 100 のまとまりが

2×３個だから…

50×４×２＝50×（４×２）

だから…

7×6＝（2×6）＋（5×6）

だから…

7×6 の答えは、7×5 の答えより７大きいから…

広げてみよう【発展・一般化】

計算のきまりを使えば、10 を超えるかけ算

もできる。

何十×何、何百×何の計算も、10 や 100 を

もとにすれば求められる。

０は何個あっても

０だから…

7×6＝6×7 だから…

まとめてみよう【統合・一般化】

(1 つ分)や(いくつ分)を 0 と見れば、０の時

もかけ算の式に表せるね。

データを集めて考えよう【帰納】

7×6 は

(２×6)＋(5×6)でも(3×6)＋(4×6)でも

求められるから、７を何に分けても計算で

きるね。

かけ算のきまりを使えば、九九を色々な段で

表すことができるね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
２
、
３
時

第
４
時

第
５
時

７の段の九九で、「七六」だけを忘れてしまいました。答えはどのように求めればよいでしょうか。

1３個入りのあめのふくろを４ふくろ買いました。あめは全部で何個あるでしょうか。

１個 20円のあめを３こ買います。代金は何円になるでしょうか。

1３が４個あるから…

13+13+13+13＝52

かけ算のきまりを使えば九九

を色々な段で表せるね。

20 を 10 が２こと見て･･･

計算のきまりを使えば、10 を超えるかけ

算もできるね。

100 のまとまりが何こあるのか考えると

2×3＝6  200×３＝100×6

テープ図にすると１あたりの大きさが見えるね。

２０×３はどうやって計算するのかな？

何十×何、何百×何の計算も、10

や 100 をもとにすれば求められる

ね。

７×６の答えは他にも見つけ方があるのかな？九九を一部忘れても、かけ算の答えは出るのかな？

かけられる数、かける数を分けて考え

ることもできるね。

７×６と答えが同じになる九九は･･･

７×６＝６×７

13×4＝4×13 と考えると

４ずつ増えるから…

10 を超える数のかけ算はどのように計算するのかな？ 分配のきまりを使うと

200×3 では同じように計算できるのかな？

【思】乗法の交換法則、結合法則、分配法則など、計算

に関して成り立つ性質を、式と関連付けながら見

い出している。

【思】乗法に関して成り立つ性質を活用して、10 を超

える乗法の答えの求め方を考えている。

【思】何十×何、何百×何の乗法の計算のしかたを、10 や

100 をもとにして考えている。

アレイ図を使うと計算のきまりを見つけられそう

だね。

７×６の答えは、７×５の答えより

７大きいから･･･

7 の段の九九の答えは… ７を２と５に分けても、７を３と４に分けても答

えは同じだから、いくつに分けてもＯＫだね。

０のかけ算でも…７×０＝０
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

３ たし算とひき算 

単元目標 

（１）３位数や４位数の加法及び減法の計算が，２位数などについての基本的な計算をもとにしてで

きることや，その筆算のしかたについて理解し，加法及び減法の計算が確実にできるようにす

る。 

（２）数量の関係に着目し，計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりして

いるとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）加法及び減法の計算に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理

のよさに気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①３位数や４位数の加法及び減

法の計算が，２位数などにつ

いての基本的な計算をもとに

してできることや，その筆算

のしかたについて理解し，加

法及び減法の計算が確実にで

きる。 

①数量の関係に着目し，計算の

しかたを考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだした

りしているとともに，その性

質を活用して，計算を工夫し

たり計算の確かめをしたりし

ている。 

①加法及び減法の計算に進んで

関わり，数学的に表現・処理し

たことを振り返り，数理的な

処理のよさに気づき生活や学

習に活用しようとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「たし算とひき算」 

・２位数＋１･２位数＝３位数の計算 

・３位数＋１･２位数で百の位への繰り上がりのな

い計算 

・３位数(199 以下)―1･2 位数＝1･2 位数の計算 

・３位数―１･２位数で百の位からの繰り下がりの

ない計算 

・加法の結合法則 

・（ ）を用いた式表示 

 

2 年「1000 より大きい数」 

・何百＋何百で繰り上がりのある計算 

 ＊1200―500 の計算 

【指導のポイント】 

 本単元では、３･４位数の加

法、減法の計算のしかたを既習

の十進位取り記数法による表し

方などをもとに考えていく。そ

の際、問題場面の把握や、数量の

関係を視覚的にとらえるため

に、図や式などを用いて考える

ことが大切になる。さらに、学習

を通して整数の加法、減法の筆

算形式を一般化する。その際に

は、筆算のしくみや手順の意味

理解が重要である。その上で、本

単元のみならず、以降の学習や

生活場面で計算を活用していく

中で一層の習熟を図っていく。

また、十進位取り記数法のしく

みに基づき、位ごとに分けて、既

習の計算に帰着するという見

方・考え方が大切である。それに

より大きな数の計算についても

同様に処理できるという見通し

をもてるようにしたい。 

ここでの 

学び 

・３位数、４位数の加法 

・３位数、４位数の減法 

・加法と減法の暗算 

・計算の工夫 

・日常生活の場面と関連付けた加法や減法の計算 

この先の 

学び 

４年「式と計算」 

・大きな数の加法、減法、乗法 
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「たし算とひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位・要素に着目】

◆数のまとまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

簡単な場合で考えよう【単純化】

318+225 は 300+200＝500 だから

答えは 500 よりは大きくなりそうだ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

ひき算でもたし算と同じように考えれば･･･

どんなに桁が増えても同じようにできそうだ。

10 の何個分、100 の何個分で考えよう。

桁数が大きくなっても、一の位から位ごとに

分けて計算すればよい。

前みたいに線分図で表してから式を立てよう。

きりのよい数に置き換えて、最後にもとの

数に戻すと計算が工夫できて簡単だ。

きりがよい数に分けると暗算しやすい。

４桁＋４桁も、位ごとに考えれば３桁同士の

時と同じように計算できる。

10 集まると１つ隣の位に１繰り上がるから、

筆算でも繰り上がりがわかるように書こう。

さくらんぼ計算みたいに分けて書くと･･･

計算の順番を変えると計算しやすくなるこ

とがあるよ。

ひき算もたし算と同じように位ごとに分け

て計算すればよい。

数を分けて百の位と十の位と一の位を分
けて考えればよいのではないかな。

【計算や図形の性質に着目】  ◆計算のきまりに着目

たす数を増やした分だけ答えを減らせ

ばいいね。

ひかれる数を減らした分だけ答えを増

やせばいいね。
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「たし算とひき算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

【単位・要素に着目】

◆数のまとまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

簡単な場合で考えよう【単純化】

318+225 は 300+200＝500 だから

答えは 500 よりは大きくなりそうだ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

ひき算でもたし算と同じように考えれば･･･

どんなに桁が増えても同じようにできそうだ。

10 の何個分、100 の何個分で考えよう。

桁数が大きくなっても、一の位から位ごとに

分けて計算すればよい。

前みたいに線分図で表してから式を立てよう。

きりのよい数に置き換えて、最後にもとの

数に戻すと計算が工夫できて簡単だ。

きりがよい数に分けると暗算しやすい。

４桁＋４桁も、位ごとに考えれば３桁同士の

時と同じように計算できる。

10 集まると１つ隣の位に１繰り上がるから、

筆算でも繰り上がりがわかるように書こう。

さくらんぼ計算みたいに分けて書くと･･･

計算の順番を変えると計算しやすくなるこ

とがあるよ。

ひき算もたし算と同じように位ごとに分け

て計算すればよい。

数を分けて百の位と十の位と一の位を分
けて考えればよいのではないかな。

【計算や図形の性質に着目】  ◆計算のきまりに着目

たす数を増やした分だけ答えを減らせ

ばいいね。

ひかれる数を減らした分だけ答えを増

やせばいいね。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
一
時

第
四
時

第
九
時

牛乳パックを青空子ども会では 318 枚、どんぐり子ども会では 225 枚集めました。合わせて何

枚でしょうか。

青空子ども会と、どんぐり子ども会で、空き缶を 352 こ集めました。そのうち青空子ど

も会で集めた数は 214 こでした。どんぐり会で集めた数は何個でしょうか。

320＋298 を暗算で計算する方法を考えよう。

工夫すれば、ひっ算で計算するより確

実だし、簡単に計算できるね。きりのよい数に

置き換えて、最後

にもとの数に戻す

と計算が工夫できて簡単だ

繰り上がりがあるから暗算はややこしいな。

毎回さくらんぼ計算したり、図を書くのは大変だ。
簡単にできないかな？

100のまとまりの何個分と考えれ

ば、今までに習った計算で解決で

きるかも。

数を分けてさくらんぼ計算のように百の位と十の位

と一の位を分けて考えればよいのではないかな。

工夫して簡単に計算できないかな？

【思】３位数や４位数の加法の計算のしかたを、既習の

計算や十進位取り記数法による数の表し方などを

もとに図や式などを用いて考えている。

【思】加法及び減法に関して成り立つ性質を活用して、

計算を工夫している。

桁数が大きくなっても、一の位から位ご

とに分けて計算すればよい。

【思】３位数や４位数の減法の計算のしかたを、既習の

計算や十進位取り記数法による数の表し方などを

もとに図や式などを用いて考えている。

318+225は 300+200＝500だから

答えは 500 よりは多くなりそうだ。

352－214は300―200＝100だから

答えは 100 くらいになりそうだ。

線分図で式を立てる。 ひき算もたし算と同じように位ごとに

分けて計算すればよい。

ひき算でもたし算と同じように考えれば…

数を分けて百の位と十の位と一の位を

分けて考えればよいのではないかな。

３けた同士のたし算は、どのように計算す
ればよいのかな？

３けた同士のひき算も、これまでと同じよ
うに計算できるのかな？

ひき算でも工夫して計算できるのかな？

たす数を増やした分だけ答えを減らせ

ばいいね。

ひかれる数を減らした分だけ答えを増

やせばいいね。

きりがよい数に分けると暗算し

やすいね。
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MEMO 

  ３年 A 数と計算 

４ わり算 

単元目標 

（１）除法の意味や式について理解し、除数と商がともに１位数である除法の計算が確実にできる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見い

だしたりしているとともに、その性質を活用し、計算を工夫したり計算の確かめをしたりする。 

（３）除法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数学的な処理のよさに

気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 除法の意味について理解し、

それが用いられる場合につ

いて知っている。 

② 除法が用いられる場面を式

に表したり、式を読み取った

りすることができる。 

③ 除法と乗法や減法との関係

について理解している。 

④ 除数と商がともに１位数で

ある除法の計算が確実にで

きる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

意味や計算の仕方を考えた

り、計算に関して成り立つ性

質を見いだしたりしている

とともに、その性質を活用

し、計算を工夫したり計算の

確かめをしたりしている。 

② 数量の関係に着目し、計算を

日常生活に生かしている。 

① 除法の計算に進んで関わり、

数学的に表現・処理したこと

を振り返り、数学的な処理の

よさに気づき生活や学習に

活用しようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「かけ算九九づくり」 

・倍概念の基礎と倍を乗法の式で表すこと 

２年「九九の表」 

・乗数と積の関係 

３年「かけ算のきまり」 

・乗数と積の関係 

・乗法の計算法則（交換、分配、結合法則） 

【指導のポイント】 

 本単元の学習を受けて、包含

除や等分除といった除法の意味

や計算、何倍かを求める除法の

計算について考えていくことに

なる。本単元は新しい演算の学

習になるため、「分ける」「配る」

といった生活経験の場面と除法

の意味を関連付けることが大切

になる。また、乗法と除法の関係

に着目し、場面と式とを関連付

けたり、除法を乗法の逆算とみ

たりする活動をすることも重要

となる。これまでの学びの中で

も、「まとまりのいくつ分」とい

った単位の考え方に着目させて

いくことが理解への手助けにな

ると考える。 

ここでの 

学び 

・除法の意味と式表示 

・除数と商が１位数の除法 

・０や１の除法 

・倍を求める計算 

・除数が１位数で商が２位数の簡単な除法 

この先の 

学び 

３年「あまりのあるわり算」 

・あまりのある除法の答えと確かめ 

・除法のあまりの処理 

４年「わり算の筆算」 

・２，３位数÷1 位数の計算 

・除法の筆算のしかたと答えの確かめ 

・倍を求める計算、もとにする量を求める計算 

・除法の暗算 
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「わり算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆除法の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆除法の性質に着目

【単位・要素に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１つ分の数を求めるわり算（包含除）もいくつ分

を求めるわり算（等分除）も同じ式で考えること

ができるね。

10 のまとまりを使うと大きな数で

も簡単に考えることができるね。

100 のまとまりを使っても同じように

できるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４個入りの袋でいくつに分けられるって意味だから 4 人で同じ数ずつ分けるって意味だから…

４人とも同じ数のまとまりに分けるから…

４このまとまりで袋に入れていくと… わり算はかけ算の反対だから…

全部の数÷いくつ分＝1 つ分の数だから…
全部の数÷1 つ分の数＝いくつ分だから… 

いくつ分（等分除）を求める考え方も１つ分の数（包含除）と

同じように九九で計算できるかな。

わり算でも位ごとに分けて考えるやり方

は使えそうだね。

３ｃｍのクリップのいくつ分で考えると…

何倍かを求めるのは、いくつ分を求めるわ

り算と同じなんだね。
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「わり算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆除法の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆除法の性質に着目

【単位・要素に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

１つ分の数を求めるわり算（包含除）もいくつ分

を求めるわり算（等分除）も同じ式で考えること

ができるね。

10 のまとまりを使うと大きな数で

も簡単に考えることができるね。

100 のまとまりを使っても同じように

できるかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４個入りの袋でいくつに分けられるって意味だから 4 人で同じ数ずつ分けるって意味だから…

４人とも同じ数のまとまりに分けるから…

４このまとまりで袋に入れていくと… わり算はかけ算の反対だから…

全部の数÷いくつ分＝1 つ分の数だから…
全部の数÷1 つ分の数＝いくつ分だから… 

いくつ分（等分除）を求める考え方も１つ分の数（包含除）と

同じように九九で計算できるかな。

わり算でも位ごとに分けて考えるやり方

は使えそうだね。

３ｃｍのクリップのいくつ分で考えると…

何倍かを求めるのは、いくつ分を求めるわ

り算と同じなんだね。

４このまとまりで袋に入れていく

と… 

４人とも同じ数のまとまりに分け

るから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
３
時

第
８
時

クッキーが 12 こあります。1 ふくろ 4 こずつ入れると、何ふくろに分けられるでしょうか。

クッキーが 12 こあります。4 人で同じ数ずつ分けると、1 人分は何こになるでしょうか？

えんぴつの長さは 18ｃｍで、クリップの長さは 3ｃｍです。えんぴつの長さは、クリップの長さの何倍

でしょうか。

何倍はどうやって考えれば

いいのかな。

どうやって式に表せばいいかな？
どうやって分ければいいのかな？

1 人分を求めるにはどうやって分ければいいのか？

【思】除法が用いられる場合を具体物や図などを用いて

表現するとともに、除法と乗法や減法との関係な

どに着目して計算のしかたを考えている。

【思】除法が用いられる場合を具体物や図などを用いて

表現するとともに、除法と乗法や減法との関係な

どに着目して計算のしかたを考えている。

【思】何倍かを求める計算のしかたを、図や式などを用

いて考えている。

１つ分の数を考えるときといくつ分を考

えるときは分け方が違うけどどうして同

じわり算なの。

３ｃｍのクリップのいくつ分で考えると…

何倍はかけ算の考え方だから… 

わり算はかけ算の反対だから…

何倍かを求めるのは、いくつ分を求めるわ

り算と同じなんだね。

式にすると 3×□＝18

だから…

４個入りの袋でいくつの袋に分けられる

って意味だから…

4 人で同じ数ずつ分けるって意味だから… 

12 を 3 回引くって意味だから、

式は、⒓-4-4-4=0 になるね。

1 つ分の数でまとまりを作っ

ていけばいいんだね。

1 個ずづ配って、何回配れるかを考え

ればいいんだね。

1 枚ずつ配っていけば… 

何倍かを図で表すと…
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MEMO 
 

  ３年 A 数と計算 

７ あまりのあるわり算 

単元目標 

（１）あまりのある除法の意味や式について理解し、除数と商がともに１位数である除法の計算が確

実にできる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の意味やしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見出した

りしているとともに、その性質を活用して、計算の工夫をしたり計算の確かめをしたりする。 

（３）除法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数学的な処理のよさに

気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① あまりのある除法の意味や

式について理解し、それが用

いられる場面を知っている。 

② あまりのある除法が用いら

れる場面を式に表したり、式

を読み取ったりすることが

できる。 

③ 割り切れない場合に余りを

出すことや、余りは除数より

小さいことを知っている。 

① 数量の関係に着目し、計算の

仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに、その

性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをした

りしている。 

② 数量の関係に着目し、計算を

日常生活に生かしている。 

① あまりのある除法の計算に

進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返

り、数学的な処理のよさに気

づき生活や学習に活用しよ

うとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「かけ算九九づくり」 
・倍概念の基礎と倍を乗法の式で表すこと 
２年「九九の表」 
・乗数と積の関係 
 
３年「かけ算のきまり」 
・乗数と積の関係 
・乗法の計算法則（交換、分配、結合法則） 
３年「わり算」 
・除法の意味と式表示 
・除法と商が 1 位数の除法 
・０や１の除法 
・倍を求める計算 
・除数が 1 位数で商が 2 位数の簡単な除法 

【指導のポイント】 

 本単元では、除法（包含除・等

分除）の意味や計算について、あ

まりのある場面で考えていくこ

とになる。具体的場面と関連付

けてあまりの意味や処理のしか

たを考えることが大切である。

また、アレイ図などによる操作

をしながら立式の根拠について

説明していくときに、わりきれ

る場合の除法と対比させ、既習

の除法の意味と統合的に捉えら

れるようにしていくことも重要

である。これまでの学びの中で

も、「まとまりのいくつ分」とい

った単位の考え方に着目させて

いくことが問題解決や理解への

手助けになると考える。 

 

 

ここでの 

学び 

・あまりのある除法 

・あまりのある除法の答えと確かめ 

・除法のあまりの処理 

この先の 

学び 

４年「わり算の筆算」 
・２，３位数÷1 位数の計算 
・除法の筆算のしかたと答えの確かめ 
・倍を求める計算、もとにする量を求める計算 
・除法の暗算 
４年「２けたの数のわり算」 
・何十、何百÷何十の計算 
・２，３位数÷２位数の計算 
・大きな数の除法 
・除法のきまり 



－ 118 －

「あまりのあるわり算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆除法の意味に着目

◆問題の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆除法の性質に着目

【単位・要素に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４つずつの場合は 4 の段で考えられるから…

6 個ずつ入れて分けるって意味だから…

この場合も同じようにわり算で考えられそうだな。

データを集めて考えよう【帰納】

４こずつは 4 の段で考えられるから…

4 の段にない数ならあまりが出そうだね。

あまりがない時は、あまりが０とも考えられるね。

わられる数を変えても、あまりは 0～3 でいつもわる数よりも小さいね。

九九にない数でも、あまりと分けて考えれ

ば九九で考えられるね。

あまりをたさない時もあるのかな？

同じ数（５個）ずつ分けるって意味だからわ

り算かな…でも、ぴったり分けられないね。

全部入れるということは、あまりも箱に入れる

って意味だから…

わりきれない時は、あまりを入れるために、さら

にもう１箱が必要なんだね。

わる数を変えても同じようになるのかな？

５個ずつ入れた袋の数が３つって意味だから…

わられる数を変えるとどうなるかな…

どんな時にあまりが出るわり算になるのかな？

同じ数ずつのまとまりで袋に入れると、あまってしまう

けど…

５このまとまりが３つだから、できるのは 3 袋だね。

このことをもとに考えられないかな？

６個のまとまりでで考えると 3 個あまるから…

この場合も同じように考えられそうだな。
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「あまりのあるわり算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆除法の意味に着目

◆問題の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆除法の性質に着目

【単位・要素に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

４つずつの場合は 4 の段で考えられるから…

6 個ずつ入れて分けるって意味だから…

この場合も同じようにわり算で考えられそうだな。

データを集めて考えよう【帰納】

４こずつは 4 の段で考えられるから…

4 の段にない数ならあまりが出そうだね。

あまりがない時は、あまりが０とも考えられるね。

わられる数を変えても、あまりは 0～3 でいつもわる数よりも小さいね。

九九にない数でも、あまりと分けて考えれ

ば九九で考えられるね。

あまりをたさない時もあるのかな？

同じ数（５個）ずつ分けるって意味だからわ

り算かな…でも、ぴったり分けられないね。

全部入れるということは、あまりも箱に入れる

って意味だから…

わりきれない時は、あまりを入れるために、さら

にもう１箱が必要なんだね。

わる数を変えても同じようになるのかな？

５個ずつ入れた袋の数が３つって意味だから…

わられる数を変えるとどうなるかな…

どんな時にあまりが出るわり算になるのかな？

同じ数ずつのまとまりで袋に入れると、あまってしまう

けど…

５このまとまりが３つだから、できるのは 3 袋だね。

このことをもとに考えられないかな？

６個のまとまりでで考えると 3 個あまるから…

この場合も同じように考えられそうだな。

５このまとまりで袋に入れると２個

あまるから…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
２
時

第
５
時

ももが 17 こあります。1 ふくろに 5 こずつ入れると、何ふくろに分けられるでしょうか。

□このあめを、４こずつふくろに入れます。何ふくろできて、何こあまるでしょうか。

ボールが 27 こあります。1 箱に 6 こずつ入れていきます。ボールを全部箱に入れるには、何箱いる

でしょうか。

わられる数を変えても、あまりは 0～3 で

いつもわる数よりも小さいね。

あまったボールはどうすれ

ばいいのかな？

１７は九九にないけど、
わり算で求められるのかな？

【思】あまりのある除法の場面を具体物や図などを用い
て表現するとともに、除法と乗数や減法との関係
に着目して計算のしかたを考えている。

【思】具体的な問題場面で、除法のあまりの意味につい

て考え、処理のしかたを考えている。

九九にない数でも、あまりと分けて考えれ

ば九九で考えられるね。

6 個ずつ入れて分けるって意味だから…
1 箱増えるということは、

式にすると 4＋１＝５だね。

４こずつは 4 の段で考えられるから…

【思】あまりのある除法の場面を具体物や図などを用い
て表現するとともに、除法と乗数や減法との関係
に着目して計算のしかたを考えている。

６個のまとまりでで考えると 3 個あまるか

ら…

4 の段にない数ならあまりが出そうだね。

あまりがない時は、あまりが０とも考えられるね。

あまりをたさない時もあるのかな？

わる数を変えても同じようになるのかな？

あまりがあっても「全部」と考える時は、あまり

も入れる箱も 1 箱分と考えていいんだね。

わられる数を変えるとどうなるかな…

５個ずつ入れた袋の数が３つって意味だから…

どんな時にあまりが出る

わり算になるのかな？

同じ数（５個）ずつ分けるって意味だからわ

り算かな…でも、ぴったり分けられないね。

５のまとまりが３つできて、２あまるから、この

場合は、17÷５＝３あまり２と表すのだね。

あまりが出るのは、□にどんな数を入れた時なのかな？

全部入れるということは、あまりも箱に入れる

って意味だから…
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

８ １００００より大きい数 

単元目標 

（１）万の単位について知り、十進法位取り記数法による数の表し方及び 10 倍、100 倍、1000

倍、10 分の１にした大きさの数について理解し、表すことができる。 

（２）数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や表し方を考え、日常生活に生かす。 

（３）数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさ

に気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 万や億の単位について理解

している。 

② 10 倍、100 倍、1000 倍、

十分の一の大きさの数及び

それらの表し方について理

解している。 

③ 十、百、千、万を単位とする

数の相対的な大きさの見方

を用いて数を捉えることが

できる。 

① 数のまとまりに着目し、万を

超える数の大きさの比べ方

や表し方を、図や数直線を用

いるなどして考えている。 

② 十、百、千、万を単位とする

数の相対的な見方を活用し

て、計算の仕方を考えてい

る。 

① 万の単位の数が使われてい

ることを身の回りから見つ

け、その大きさをつかんだり

読んだりしようとしている。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「100 より大きい数」 

・３位数までの整数についての数の表し方や構成、位取りのしくみ 

・３位数までの数の大小、順序 

・数の大小を表す記号（＞、＜） 

・何十、何百の加法、減法 

２年「1000 より大きい数」 

・４位数までの整数についての数の表し方や構成、位取りのしくみ 

・４位数までの数の大小、順序 

・何百＋何百で繰り上がりのある計算 

【指導のポイント】 

本単元では、第２学年で学習した

「1000 より大きい数」よりもさらに

範囲を拡張し、千万や１億について考

えていくことになる。数が大きくなっ

ても、４位数と仕組みが同じであるこ

とに気づかせたい。そのために、位取

り記数法に表す、数直線上に数を表

す、10 倍、100 倍した数や 10 でわ

った数をつくるなど、視覚的に整数の

表し方について理解を深められるよ

うにすることが大切である。 

本単元は大きい数のため、実際に具

体物を数えて大きさを考えることは

難しい。そのためこれまでの学びでも

ある表し方のきまり（100 のまとま

りが 10 個で 1000 になるなど）に

ついての理解が重要となる。 

ここでの 

学び 

・千万までの数の読み方、数の構成と位取りのしくみ 

・「等号」「不等号」および「数直線」の用語 

・10 倍、100 倍、1000 倍、10 でわった数の大

きさについて 

この先の 

学び 

４年「大きな数」 

・億や兆を単位とする数の表し方 

・十進位取り記数法のしくみ 

・大きな数の加法、減法、乗法 
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「１００００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位・要素に着目】

◆数のまとまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 倍の時は右端に０をつけるのと同じように、

100 倍、1000 倍は 0 を 2、3 個つければいい。

まとまりの何個分と考えれば

同じように計算できる。

万の位でも一、十、百、千の繰り返し

になっているね。

10 でわった時はどうなるのかな。

1000 万の先はどうなるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

10000 のまとまりが 2 個で

２００００になるから…

1000 のまとまりが 10 個集ま

ると位が上がったから…

10 のまとまりが 10 個で

100 になるから…

右端に０を 1 つつけると 10 倍の数が

すぐに表せたから…

1000 が４個、100 が３個で

4300 だったから…

似ていることをもとに考えよう【類推】

1000 までの数と同じように、位取り板で考えると… これまでのように、まとまりで考えると…

まとまりの何個分と考えると… 10 倍は右端に０をつけたから、

10 でわった時は…

100 倍、1000 倍は 0 を 2 個、3 個

つければいいのかな。

さらに 10 倍するとどうなるのかな。

１万が 10 個集まったらどうなるのだろう。
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「１００００より大きい数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位・要素に着目】

◆数のまとまりに着目

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

10 倍の時は右端に０をつけるのと同じように、

100 倍、1000 倍は 0 を 2、3 個つければいい。

まとまりの何個分と考えれば

同じように計算できる。

万の位でも一、十、百、千の繰り返し

になっているね。

10 でわった時はどうなるのかな。

1000 万の先はどうなるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

10000 のまとまりが 2 個で

２００００になるから…

1000 のまとまりが 10 個集ま

ると位が上がったから…

10 のまとまりが 10 個で

100 になるから…

右端に０を 1 つつけると 10 倍の数が

すぐに表せたから…

1000 が４個、100 が３個で

4300 だったから…

似ていることをもとに考えよう【類推】

1000 までの数と同じように、位取り板で考えると… これまでのように、まとまりで考えると…

まとまりの何個分と考えると… 10 倍は右端に０をつけたから、

10 でわった時は…

100 倍、1000 倍は 0 を 2 個、3 個

つければいいのかな。

さらに 10 倍するとどうなるのかな。

１万が 10 個集まったらどうなるのだろう。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
４
時

第
５
時

バスケットボールとサッカーの入場けんはそれぞれ何まいあるでしょうか。

どちらの方が大きいでしょう。
①9999+1□10001 ②30000+40000□60000 ③68000□60000+8000 ④38 万-10 万□30 万

①１こ２０円のガムを１０こ買うと、代金は何円になるでしょうか。

②２５を１０倍すると、どんな数になるでしょうか。

１００００の

まとまりで考えると…

位取り板で考えると… 数が大きくなっても読み方や

書き方は変わらないね。

10 のまとまりが 10 個で

100 になるから…

20 円を図にすると…

10000 より大きい数はどう表すのだろう？
位取り板に新しい部屋を

また作ればいいね。

１万が２個、1000 が４個

数が大きくてわかいにくい。どのようにして考えればいいの？

どんな数でも、０を１つつけたら

10 倍の数を表せるのかな。

【思】10 万未満の数の読み方、表し方、5 位数の構成

やしくみについて、位取り板を用いながら既習をもとに

して考えている。

【思】大きな数の大きさの比べ方や表し方について、

数のまとまりや位に着目しながら考えている。

【思】数のまとまりに着目し、ある数の 10 倍をした時

の大きさの数との関係について考えている。

①の問題は、前時のように数直線で表すと…

1000 が４個、100 が３個で

4300 と書いたから…

１万が 10 個集まったら

どうなるのだろう。

まとまりの何個分と考えれば

今までと同じように計算できるね。

10000 のまとまりが 2 個で

２００００になるから…

これまでのように、まとまりや位で考

える。

さらに 10 倍すると

どうなるのかな？

5 が 10 個で

50 になるから…

右端に０を１つつけると 10 倍

の数がすぐに表せたね。

どんな数でも、０を右端に１つつけると

10 倍を表すことができるね。
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

１０ かけ算の筆算 

単元目標 

（１）２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算が、乗法九九などの基本的な計算をもとにしてで

きることや、その筆算のしかたについて理解し、乗法の計算が確実にできる。 

（２）数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりして

いるとともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算のたしかめをしたりしている。 

（３）乗法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに

気づき生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ２位数や３位数に１位数を

かける乗法の計算が、乗法九

九などの基本的な計算をも

とにしてできることを理解

している。 

② 乗法の計算が確実にでき、そ

れを適切に用いることがで

きる。 

① 数量の関係に着目し、計算の

仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに、その

性質を活用して、計算を工夫

したり計算のたしかめをし

たりしている。 

① 乗法に進んで関わり、数学的

に表現、処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに

気づき生活や学習に活用し

ようとしている。 

指 導 内 容

の系統 

これまでの 

学び 

２年「九九の表」 

・乗法九九の答えの規則性をもとにした模様作り 

・九九の表の考察 

・１つの数をほかの数の積としてみること 

・乗数と積の関係、乗法の交換法則、乗法の分配法則 

３年「かけ算のきまり」 

・０の乗法  ・乗数と積の関係 

・乗法の計算法則(交換、分配、結合法則) 

・何十、何百×１位数の計算 

・３口の数の乗法 

【指導のポイント】 

「かけ算のきまり」では、分配

のきまりを活用して 13×４の

計算の仕方を考え説明する活動

や、200×３などの計算を、100

のまとまりで考え九九の計算に

帰着して計算することを学習し

た。本単元では２・３位数に１位

数をかける計算の仕方や筆算の

仕方を学習する。今回も 10 のま

とまりで考えるなど、単位に着

目し、分配法則で数を分けるこ

とで、既習の計算に捉えなおし

て解決できることに気づかせた

い。また、そのような見方をもと

に、筆算の手順の意味について

も説明できるようにすることが

大切である。 

ここでの 

学び 

・２・３位数×１位数の計算 

・乗法の筆算の仕方 

・倍の計算 

・乗法の暗算 

この先の 

学び 

３年「２けたの数のかけ算」 

・２・３位数×２位数の計算 

４年「大きな数」 

・大きな数の加法、減法、乗法 
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「かけ算の筆算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

【意味に着目】

◆乗法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

似ていることをもとに考えよう【類推】

20×3 は 10 をもとにして考えると

九九で計算できたね。

10 のまとまりと１のばらで分けて

計算すれば…。

１00 のまとまりが 3 つあって、

それを３倍すればいいから…

100 のまとまりと 10 のまとまりと

ばらで分けて考えると…

３倍は３つ分ということだから…

○うは○いの２つ分という意味だから…

○いは４㎝が３つ分だから…

○うは○あをもとにして考えると…

○うのもとは何になるんだろう。

他の数でも同じように

計算できるのかな？

かける数が２けたの場合でも

同じように計算できるのかな？

かけられる数が 3 けたになっても

同じように計算できるのかな？

数を分けて考えると、これまでの

九九の計算で求められるね。

これまでのように、まとまりで考えることが

大切だね。

これまでの計算のように数を分けて考えると… 前やったように、位ごとで分けて計算すると…
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「かけ算の筆算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分に着目

【意味に着目】

◆乗法の意味に着目

【数量や図形の関係に着目】

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

似ていることをもとに考えよう【類推】

20×3 は 10 をもとにして考えると

九九で計算できたね。

10 のまとまりと１のばらで分けて

計算すれば…。

１00 のまとまりが 3 つあって、

それを３倍すればいいから…

100 のまとまりと 10 のまとまりと

ばらで分けて考えると…

３倍は３つ分ということだから…

○うは○いの２つ分という意味だから…

○いは４㎝が３つ分だから…

○うは○あをもとにして考えると…

○うのもとは何になるんだろう。

他の数でも同じように

計算できるのかな？

かける数が２けたの場合でも

同じように計算できるのかな？

かけられる数が 3 けたになっても

同じように計算できるのかな？

数を分けて考えると、これまでの

九九の計算で求められるね。

これまでのように、まとまりで考えることが

大切だね。

これまでの計算のように数を分けて考えると… 前やったように、位ごとで分けて計算すると…

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
５
時

第
９
時

１枚 23 円の工作用紙を３枚買います。代金は何円になるでしょうか。

○あのテープの長さは４㎝です。○いの長さは、○あの長さの３倍です。

○う の長さは、○いの長さの２倍です。○う の長さは、○あの長さの何倍でしょう。

まとまりで考えると…

数を分けて考えると…

  ２３×３＝ 数を分けて考えると、これまでの

九九の計算で求められるね。

それぞれのテープを図にすると…

２３×３は、どうすれば計算できるのかな？

10 のまとまりと１のばらで分けて

計算すればいいんだね。

20 と３に分けて考えると…

かけられる数が３ケタになっても

同じように計算できるかな？

３倍の２倍は、どのように考えて求

めればいいのだろう？

【思】２位数×１位数の乗法の計算の仕方を、既習の計

算をもとに図や式などを用いて考えている。

【思】３位数×１位数の乗法の計算の仕方を、被乗数が

２位数の場合の計算をもとに図や式などを用いて

考えている。

【思】倍の問題場面の数量関係について、図や式などを

用いて考えている。

前時のように数を分けて表すと…

  ３１２×３＝

20×3 は 10 をもとにして考えると

九九で計算できたね。 他の数でも同じように

計算できるのかな？

１00 のまとまりが３つあって、

それを３倍すればいいから…

前やったように、位ごとで分けて計算すると…

これまでのように、まとまりで考える

ことが大切だね。

○うは○あをもとにして考えると…

○いは○あの３つ分ということだから…
○うは○いの２つ分という意味だから…

みかさんは、１ｍのねだんが 312円のリボンを３ｍ買いました。代金は何円になるでしょう。

100 のまとまりと 10 のまとまりとばらで

分けて考えると今までの計算で求められるね。

４けたでも同じように

計算できるのかな？

○いは４㎝が３つ分だから…

○う のもとは何になるんだろう。

３倍の２倍は

６倍になるんだね。

今までの考えを式に表すと…

４×３×２＝４×(３×２)＝４×６

これまでのように筆算で

表すと…
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  ３年 A 数と計算 

１２ 分数 

単元目標 

（１）等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表す数としての分数の意味と表し方、及び

分数は単位分数のいくつ分で表せることを理解するとともに、簡単な場合について分数の加

法、減法の意味を理解し、分数の大きさを比べたり計算したりすることができる。 

（２）数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えてい

るとともに、分数を日常生活に生かそうとする。 

（３）分数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 等分してできる部分の大きさ

や端数部分の大きさを表すの

に分数を用いることを知って

いる。 

② 分数が単位分数のいくつ分か

で表すことができる子を知っ

ている。 

③ 同分母の分数の加法及び減法

の意味について理解している。 

① 同分母どうしの場合は、単位分

数の個数を基に分子の大きさを

比べることができることに気付

き、分数の大きさを比べている。 

② 単位分数のいくつ分と見ること

で、整数と同じように処理でき

ることに気付き、同分母の分数

の加法及び減法の計算の仕方を

考えている。 

① 既習の数の見方や表

し方などをもとに、分

数の意味と表し方、計

算の仕方について主

体的に考えたり、日常

生活の場面などで大

きさを分数を用いて

表したりしようとし

ている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

２年「１を分けて」 

・簡単な分数（１／２、１／３、１／４など） 

【指導のポイント】 

 ２年生の学習を踏まえ、４等

分した長さの「もとの長さ」に着

目させて、１／４ｍという量と

しての分数を指導する。１ｍや

１L の単位に満たない端数部分

の大きさを表すことができると

いう分数のよさについて理解を

深めていきたい。 

本単元での分数の意味を既習

として、６年生まで続く分数の

学習を進めていくことになる。

分数の意味を考える上では、も

とになる大きさを明確にするこ

とが大切である。また、分割分数

や量分数の違いについて具体的

な場面を挙げながら考えさせて

いくことが大切である。 

ここでの 

学び 

・分数の意味と表し方  ・１より大きい分数 

・分数の順序、大小   ・分数の加法、減法 

この先の 

学び 

３年「小数」 

・小数の意味と表し方 

・小数の構成と位取りのしくみ 

・小数の順序、大小、相対的な大きさ 

・小数と分数の関係、大小比較 

・小数の加法、減法 

４年「分数の大きさとたし算、ひき算」 

・真分数、仮分数、帯分数の意味、表し方、関係 

・大きさの等しい分数の考察 

・同分母分須の加法、減法 

４年「小数と整数のかけ算、わり算」 

・小数×整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・小数÷整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・倍概念の拡張（小数倍） 
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「分数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

１０

１０
は１と同じ大きさだ。

【意味に着目】

◆分数の意味に着目

【単位に着目】

◆単位分数のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

え
方

どちらも分子が１の分数をもとにしている。

もとの長さが違うと同じ
１

４
でも長さが違う。

もとにした分数のいくつ分で考えると整数と同じ

ように計算できたよ。

１ｍを４等分した１つ分が
１

４
ｍ。

他の分数でも同じように計算できるのかな。

たし算と同じように分数のひき算も計算

できるのかな。

１

５
＋

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５
が

（１＋２）という意味だよ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０＋２０も１０をもとにすると（１＋２）だ。 整数と同じように、分数でも計算できないかな…

４

５
ー

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５

が（４－２）という意味だよ。

図に表して考えよう【図形化】

リットルますの図に表して考えると…

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

数直線に表すと、
７

１０
より

８

１０
のほうが

１

１０
だけ大きい。

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

７

１０
は

１

１０
の７個分だ。
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「分数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

１０

１０
は１と同じ大きさだ。

【意味に着目】

◆分数の意味に着目

【単位に着目】

◆単位分数のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

どちらも分子が１の分数をもとにしている。

もとの長さが違うと同じ
１

４
でも長さが違う。

もとにした分数のいくつ分で考えると整数と同じ

ように計算できたよ。

１ｍを４等分した１つ分が
１

４
ｍ。

他の分数でも同じように計算できるのかな。

たし算と同じように分数のひき算も計算

できるのかな。

１

５
＋

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５
が

（１＋２）という意味だよ。

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０＋２０も１０をもとにすると（１＋２）だ。 整数と同じように、分数でも計算できないかな…

４

５
ー

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５

が（４－２）という意味だよ。

図に表して考えよう【図形化】

リットルますの図に表して考えると…

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

数直線に表すと、
７

１０
より

８

１０
のほうが

１

１０
だけ大きい。

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

７

１０
は

１

１０
の７個分だ。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
４
時

第
５
時

７

１０
と
８

１０
では、どちらの数が大きいでしょうか。わけもせつ明しましょう。

まみさんの水とうには
４

５
L、かずやさんの水とうには

２

５
L のお茶が入っています。ちがいは何 Lでしょうか。

リットルますの図に表して考えると…

どうやって説明しよう？

１

５
L の麦茶と

２

５
L の麦茶を水とうに入れました。あわせて何 Lになるでしょうか。

【思】同分母どうしの場合は、単位分数の個数を基に分

子の大きさを比べることができることに気付き、

分数の大きさを比べている。

（図を指さして）
７

１０
は

１

１０
の７個分

８

１０
は

１

１０
の８個分だ。だから

８

１０
が大きい。

今度はもとにする数が
１

１０
だね。

たし算と同じように
１

５
や

１

１０
をもとにすると、そ

の何個分は分子どうしのひき算で考えられるね。

数直線に表して考えると、１目盛りの
１

１０
だけ大きいよ。

分数＋分数は、どのように計算するのかな？

他の分数でも同じように計算できるのかな？

【思】分数＋分数の計算の仕方を、計算の意味や単位分

数のいくつ分かに着目し、式や図を用いて考えて

いる。

【思】分数―分数の計算の仕方を、計算の意味や単位分

数のいくつ分かに着目し、式や図を用いて考えて

いる。

８

１０
が大きいと思うな。だって…

数直線に表したり、単位分数のいくつ分で考え

たりすれば説明できるよ。

今までと同じように、分数を図に表してみよ

数直線に表して考えると…

１

５
＋

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５
が

（１＋２）という意味だよ。

１

５
をもとにすると、その何個分は分子

どうしのたし算で考えられるね。

たし算と同じように分数のひき算

も計算できるのかな？

どうして分母はたさないのかな？

だって、もとにする数は
１

５
のままだよ。

分数のたし算と同じように、分数を図に表してみよう。

数直線に表して考えると…

４

５
－

２

５
の計算は

１

５
をもとにすると、

１

５
が

（５－２）という意味だよ。
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

１４ 小数 

単元目標 

（１）端数部分の大きさを表す数としての小数の意味と表し方を理解するとともに、小数の加法、減

法の意味を理解し、小数の大きさを比べたり計算したりすることができる。 

（２）数のまとまりに着目し、小数でも数の大きさを比べたり計算できるかどうかを考えたりすると

ともに、小数を日常生活に生かそうとする。 

（３）小数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 端数部分の大きさを表すのに小数を

用いることを知っている。 

② 量を測定する単位の構成が、十進構造

になっていることについて理解して

いる。 

③ １／１０の位までの小数の加法・減法

の意味について理解し、それらの計算

ができるようことを知っている。 

① 小数の大きさについて、

図や数直線を用いて表

したり、０．１のいくつ

分かを考えたりして、大

きさを比べたり、小数の

加法及び減法の計算の

仕方を考えたりしてい

る。 

① 既習の数の見方や表し

方などをもとに、小数

の意味と表し方、計算

の仕方について主体的

に考えたり、身の回り

から小数が用いられる

場面を見つけたりしよ

うとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

３年「10000 より大きい数」 

・千万の位までの数の構成と位取りのしくみ 

・数の順序、大小、相対的な大きさ 

・10 倍、100 倍、1000 倍、10 でわった大きさ 

３年「分数」 

・分数の意味と表し方  ・１より大きい分数 

・分数の順序、大小   ・分数の加法、減法 

【指導のポイント】 

 本単元では、単元１２「分数」

で指導した分数の別の表し方と

して小数を指導する。１L に満た

ない端数部分の量を分母が１０

の分数で表し、１／１０L には

０．１L という別の表し方がある

ことを知らせて、小数の意味や

表し方の理解を図る。 

その際、図などに表したり大

きさを比べたりする活動を通し

て、小数は、整数と同様に十進位

取り記数法に基づく数であるこ

とを捉えさせていく。 

小数の加法、減法の計算では、

これまでの分数の計算で単位分

数のいくつ分という考え方を用

いたことや位ごとに計算すると

いう整数の計算の仕方などを想

起させることが大切である。 

ここでの 

学び 

・小数の意味と表し方 

・小数の構成と位取りのしくみ 

・小数の順序、大小、相対的な大きさ 

・小数と分数の関係、大小比較 

・小数の加法、減法 

この先の 

学び 

４年「小数のしくみとたし算、ひき算」 

・１/100、１/1000 の位の小数のよみ方、表し方 

・小数の構成、順序、大小、相対的な大きさ 

・小数の加法、減法 

４年「小数と整数のかけ算、わり算」 

・小数×整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・小数÷整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・倍概念の拡張（小数倍） 



－ 134 －

「小数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方
え
方

【意味に着目】

◆小数の意味に着目

【単位に着目】

◆0.1 のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

小数の 0.1 は 1/10 と同じことだね。

もとにした 0.1 のいくつ分で考えると整数や分数

と同じように計算できたよ。

他の小数でも同じように計算できるのかな。

小数のひき算も、たし算と同じよう

にできるのかな。

１L を 10 等分にした大きさをもとにし

て、そのいくつ分で表すんだね。

2.８は 1 が 2 個と 0.1 が８個という意味。

2.5＋1.3 をもとにすると、0.1 が

（25＋13）という意味だよ。

整数や分数と同じように、小数でも計算できないかな…

図に表して考えよう【図形化】 リットルますの図

で表して考えると 数直線に表すと、２．８より 3 のほう

が右側に来るから大きいよ。

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

2.4 の 1/10 の位は 4 だね。

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０＋２０も１０をもとにすると（１＋２）だ。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

整数のときと同じように位ごとに数を分

けて、同じ位ごとに計算すればいいね。

整数と同じように上の位から比べると…

2.８は 0.1 が２８個分。

数を位取り板に表

してみよう。

数を
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「小数」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆小数の意味に着目

【単位に着目】

◆0.1 のいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

小数の 0.1 は 1/10 と同じことだね。

もとにした 0.1 のいくつ分で考えると整数や分数

と同じように計算できたよ。

他の小数でも同じように計算できるのかな。

小数のひき算も、たし算と同じよう

にできるのかな。

１L を 10 等分にした大きさをもとにし

て、そのいくつ分で表すんだね。

2.８は 1 が 2 個と 0.1 が８個という意味。

2.5＋1.3 をもとにすると、0.1 が

（25＋13）という意味だよ。

整数や分数と同じように、小数でも計算できないかな…

図に表して考えよう【図形化】 リットルますの図

で表して考えると 数直線に表すと、２．８より 3 のほう

が右側に来るから大きいよ。

【表し方のきまりに着目】

◆十進位取り記数法に着目

2.4 の 1/10 の位は 4 だね。

似ていることをもとに考えよう【類推】

１０＋２０も１０をもとにすると（１＋２）だ。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

整数のときと同じように位ごとに数を分

けて、同じ位ごとに計算すればいいね。

整数と同じように上の位から比べると…

2.８は 0.1 が２８個分。

数を位取り板に表

してみよう。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
，
２
時

第
４
時

第
５
時

2.8 と３ではどちらが大きいでしょうか？わけもせつ明しましょう。

整数の大きさ比べと同じように考えると

比べられるね。

麦茶が、ポットに 2.5L、やかんに 1.3L 入っています。あわせて何 Lあるでしょうか。

ジュースが 2.5L あります。1.3L 飲むと、のこりは何 Lになるでしょうか。

０．１の何個分とみたり、位ごとに分けてみた

りすれば、整数のたし算で考えられるね。

小数＋小数も整数や分数と同じようにできるかな？

【思】小数の大きさについて、図や数直線を用いて表し

たり、０．１のいくつ分かを考えたりして、大き

さを比べている。

【思】小数＋小数の計算の仕方を、十進位取り記数法や

０．１のいくつ分かに着目し、図や位取り板を用

いながら考えている。

【思】小数－小数の計算の仕方を、十進位取り記数法や

０．１のいくつ分かに着目し、図や位取り板を用

いながら考えている。

３が大きいと思うな。だって…

リットルますの図で表して考えると…

数直線に表すと、２．８より 3 のほうが右側に来るから大きいよ。

整数と同じように上の位から比べると…

2.８は 0.1 が２８個分。

３は 0.1 が３０個分。だから…

数直線も０．１をもとにすると整

数と同じように考えられるね。

今までと同じように、リットルますの図に表してみよう。

2.5＋1.3 をもとにすると、0.1 が

（25＋13）という意味だよ。

整数のときと同じように位ごとに数を分け

て、一の位が３、小数第一位が８と見ている

数を位取り板に表してみよう。

小数のひき算も、たし算と同じ

ようにできるのかな。

小数のたし算と同じように、リットルマスの図に表してみよう。

2.5―1.3 をもとにすると、0.1 が

（25―13）という意味だよ。

数を位取り板に表してみよう。

やっぱり小数のたし算と同じように０．１の

何個分とみたり、位ごとに分けてみたりすれ

ば、整数のひき算で考えられるね。

整数のときと同じように位ごとに数を分けて、一

の位が１、小数第一位が２と見ているよ。
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

１５ ２けたの数のかけ算 

単元目標 

（１）２位数や３位数に２位数をかける乗法について理解しているとともに、その計算ができる。 

（２）数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしてい

るとともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしようとする。 

（３）乗法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ２位数や３位数に２位数を

かける乗法の計算が、乗法九

九などの基本的な計算を基

にしてできることを理解し

ている。 

② 乗法の計算が確実でき、それ

を適切に用いることができ

る。 

① 数量の関係に着目し、計算の

仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだし

たりしているとともに、その

性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをした

りしている。 

① 乗法に進んで関わり、数学的

に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用し

ようとしている。 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

３年「かけ算のきまり」 

・０の乗法 

・何十、何百×１位数の計算 

・３口の数の乗法 

３年「かけ算の筆算」 

・２・３位数×１位数の計算 

・乗法の計算の仕方 

・倍の計算 

・乗法の暗算  ＊４位数×１位数の計算 

【指導のポイント】 

 乗数が２位数の場合の計算の

仕方について、数をどのように

みれば既習の計算に帰着できる

かを考え、子ども自身が発展的

に考えていくことが大切とな

る。本単元で用いる既習事項は、

何十をかける計算を乗法九九に

帰着する考えや、１２×２３＝

（１２×２０）＋（１２×３）と

みる分配法則、乗数が１位数の

場合の筆算などがある。筆算形

式を覚えさせるだけでなく、な

ぜそのような手順で答えが求め

られるのかを、単位の考えを用

いたり、既習事項から類推した

りして考え、説明できるように

したい。 

ここでの 

学び 

・１・２位数×何十の計算 

・２・３位数×２位数の計算 

この先の 

学び 

４年「大きな数」 

・億や兆の位のよみ方、書き方 

・１０倍１００倍、１/１０にした整数の大きさ 

・十進位取り記数法のしくみ 

・大きな数の加法、減法、乗法 

４年「小数と整数のかけ算、わり算」 

・小数×整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・小数÷整数の計算の仕方、筆算の仕方 

・倍概念の拡張（小数倍） 
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「２けたの数のかけ算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆乗法の性質に着目

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

どちらも（九九の）１０倍を求める計算で

できた。

位ごとに、数を分けて計算する方法は、

筆算でも同じだね。

2 けた×何十でも同じように計算できる

のかな。

かけられる数が３けたになっても、

同じように計算できるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

１つ分の数（４こ）×いくつ分（３０人分）

で、式は４×３０だね。

同じ数のたし算が、かけ算に表せる。
縦の列（４×３）の１０個分

かける数が１０倍になると、積も 10 倍になる。

似ていることをもとに考えよう【類推】

たし算の時と同じように、数を分けて考えると…

「かけ算の筆算」のときみたいに、図に表して考えると…

横の列（４×１０）の 3 個分

人数が３０倍になると、キャップの個数も４個の３０倍になる。
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「２けたの数のかけ算」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

【意味に着目】

◆かけ算の意味に着目

【計算や図形の性質に着目】

◆乗法の性質に着目

【単位に着目】

◆まとまりのいくつ分かに着目

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

どちらも（九九の）１０倍を求める計算で

できた。

位ごとに、数を分けて計算する方法は、

筆算でも同じだね。

2 けた×何十でも同じように計算できる

のかな。

かけられる数が３けたになっても、

同じように計算できるのかな。

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

１つ分の数（４こ）×いくつ分（３０人分）

で、式は４×３０だね。

同じ数のたし算が、かけ算に表せる。
縦の列（４×３）の１０個分

かける数が１０倍になると、積も 10 倍になる。

似ていることをもとに考えよう【類推】

たし算の時と同じように、数を分けて考えると…

「かけ算の筆算」のときみたいに、図に表して考えると…

横の列（４×１０）の 3 個分

人数が３０倍になると、キャップの個数も４個の３０倍になる。

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
・
２
時

第
３
・
４
時

ペットボトルのキャップを、1人に４こずつ配ります。30人に配るには、キャップは全部で何個必要でしょうか。

おり紙を、1 人に１２枚ずつ配ります。２３人に配るには、おり紙は全部で何枚必要でしょうか。

式にすると、

（１２×２０）＋（１２×３）だね。

図に表して考えると…

縦 1 列分の数をもとめると、4×３

それが１０個分あるから…
どちらも、（九九の）10 倍を求める

計算を使ってできた！

図に表して考えると、１２のまとまり

が、２０個と３個あるということだね。

２けたどうしのかけ算も、

位ごとに数を分けて計算すると、九九と

たし算で答えが求められるね。

２けた×何十 でも同じように

計算できるのかな？

式は 4×３０だね。かける数が１０より大きいよ。

何十をかける計算はどうすればいいのかな？

式にすると、（４×３）×１０

２４０と３６をわせて

答えは２７６だ。

２式は１２×２３だね。

２けたどうしのかけ算も、これまでに習った計算を使ってできるかな？な？

【思】何十をかける計算の仕方を、計算の性質や

単位分数のいくつ分かに着目し、式や図を用いな

がら考えている。

【思】２位数×２位数の乗法の計算の仕方を、既習

の計算をもとに、式や図を用いながら考えている。

たし算の時と同じように、

２３を２０と３で分けて考えると…

同じ図を使って、違う考え方ができるよ。

横の列をまとまりとみると、4×１０

それが３個分あるから…

式にすると、（４×１０）×３

位ごとに数を分けて計算する方法は、

筆算でも同じだね。
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MEMO 
  ３年 A 数と計算 

１６ □を使った式と図 

単元目標 

（１）数量の関係を表す式について理解しているとともに、数量を□などを用いて表し、その関係を

式に表したり、□などに数を当てはめて調べたりすることができる。 

（２）数量の関係に着目し、数量の関係を図や式を用いて簡潔に表したり、式と図を関連付けて式を

よんだりする。 

（３）学習したことをもとに、数量の関係を表す式に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを

振り返り、数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 数量の関係を表す式につい

て理解している。 

② 数量を□などを用いて表し、

その関係を式に表したり、□

などに数を当てはめて調べ

たりすることができる。 

① 数量の関係に着目し、数量の

関係を図や式を用いて簡潔

に表したり、式と図を関連付

けて式をよんだりしている。 

① 学習したことをもとに、数量

の関係を表す式に進んで関

わり、数学的に表現・処理し

たことを振り返り、数理的な

処理のよさに気付き生活や

学習に活用しようとしてい

る。 

 

指導内容の系統 

これまでの 

学び 

１年「どんなしきになるかな」 

・順序数の加法、減法の式表示 

・求大、求小の問題の式表示 

２年「図をつかってかんがえよう」 

・加法と減法の相互関係 

・逆思考の問題を図や式を使って解決すること 

【指導のポイント】 

 本単元では、逆思考になるよ

うな問題の解決において、未知

の数量を□として式に表した

り、□にあてはまる数の求め方

を図に表すなどして考えたりす

ることを指導する。また、加法と

減法、乗法と除法の相互関係に

ついても、式と図を関連づけて

捉えさせる。数量の関係を表す

式について理解を深め、図に表

すことのよさを捉えられるよう

にしたい。また、□にあてはまる

数を求めるときは、図に表すこ

とによって逆算を用いる根拠を

明確にしていく。式と図のよさ

を関連づけながら、逆思考にな

るような問題の解決のしかたを

筋道立てて考えることを大切に

したい。 

ここでの 

学び 

・数量の関係を言葉の式に表すこと 

・数量の関係を□を使った式と図に表すこと 

・未知の数量□にあてはまる数を求めること 

・加法と減法、乗法と除法の相互関係 

この先の 

学び 

４年「式と計算」 

・数量の関係を言葉の式に表すこと 

・（  ）を用いた式と四則混合の式の計算順序 

・乗法と加法、減法の分配法則、計算法則（整数）の

まとめ 

・乗法のきまりと除法のきまりの比較 

・計算の工夫 

４年「変わり方」 

・２つの数量の関係を○や△を用いて式に表すこと 
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「□を使った式と図」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

図や式に表して考えよう【図形化・式化】似ていることをもとに考えよう【類推】

【数量や図形の関係に着目】

◆数量関係に着目

【意味に着目】

◆演算の意味に着目

◆式の意味に着目

 

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

ことばの式にすると、

「持っていたお金－本の代金＝のこりのお金」

分からない本の代金を□円として、ことばの

式にあてはめると７００－□＝３００だ。

２年生の時、テープ図でもやったね。３００と□を

あわせて７００だから、□をもとめるには…

持っていた 700 円から、残っていた

300 円をとれば、本の代金になるわけだ

から、７００－３００で求められる。

２年生の時、まだ分からない数を□にして、

テープ図に表したから同じようにやってみよう。
図に表すと…

場面を式に表すと…

□を求める式は… 

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

①のたし算と、②のひき算は

ぎゃくのかんけいになっている。

ほかの数でも同じことがいえるか

な？他の数で、確かめてみよう。

分からない数があるときも、□を使

うとお話のとおりに式に表して考え

られた。

①のたし算と、②のひき算はぎゃくのか

んけいになっている。

７００－□＝３００は場面を表している式で、

□を求める式は 700-400 になってるね。

かけ算とわりさんにも何か関係があ

るのかな？



－ 143 －

「□を使った式と図」で大切にしたい数学的な見方・考え方の具体

数学的な見方・考え方を

支える態度

数
学
的
な
見
方

数
学
的
な
考
え
方

図や式に表して考えよう【図形化・式化】似ていることをもとに考えよう【類推】

【数量や図形の関係に着目】

◆数量関係に着目

【意味に着目】

◆演算の意味に着目

◆式の意味に着目

 

筋道の立った行動をしようとする

よりよいものを求めようとする

疑問・問題意識をもとうとする

簡潔・明瞭・的確に表現しようとする

ことばの式にすると、

「持っていたお金－本の代金＝のこりのお金」

分からない本の代金を□円として、ことばの

式にあてはめると７００－□＝３００だ。

２年生の時、テープ図でもやったね。３００と□を

あわせて７００だから、□をもとめるには…

持っていた 700 円から、残っていた

300 円をとれば、本の代金になるわけだ

から、７００－３００で求められる。

２年生の時、まだ分からない数を□にして、

テープ図に表したから同じようにやってみよう。
図に表すと…

場面を式に表すと…

□を求める式は… 

まとめてみよう【統合・一般化】 広げてみよう【発展・一般化】

①のたし算と、②のひき算は

ぎゃくのかんけいになっている。

ほかの数でも同じことがいえるか

な？他の数で、確かめてみよう。

分からない数があるときも、□を使

うとお話のとおりに式に表して考え

られた。

①のたし算と、②のひき算はぎゃくのか

んけいになっている。

７００－□＝３００は場面を表している式で、

□を求める式は 700-400 になってるね。

かけ算とわりさんにも何か関係があ

るのかな？

子どもの姿でイメージする単元の学び

導入 まとめ

第
１
時

第
２
時

お話にあわせて式に表しましょう。

７００円を持っていました。本を買ったら、のこりのお金は３００円になりました。

本の代金が分からないな。

分からない数があるときは、どのよう表せばいいのかな？

ほかの数でも同じことがいえるか

な？他の数で、確かめてみよう。

【思】□を用いた式と図を関連づけて、式が表し

ている場面の意味をよみとっている。

２年生の時、まだ分からない数を□にして、

テープ図に表したから同じようにやってみよう。

分からない数があるときも、□を使

うとお話のとおりに式に表して考え

られた。分からない本の代金を□円として、

ことばの式にあてはめると７００－□＝３００だ。

□の数は、どのように考えればいい

のかな？

ことばの式にすると、

「持っていたお金－本の代金＝のこりのお金」

だね。

【思】□を用いた式と図を関連づけて、式が表し

ている場面の意味をよみとっている。

□を使って図や式に表して、□にあてはまる数をもとめましょう。

①子どもが□人遊んでいます。５人来たので１３人になりました。

②子どもが□人遊んでいます。５人帰ったので８人になりました。

①は、□＋５＝１３。

□をもとめると、１３－＝８。

②は、□―５＝８。

□をもとめると、８＋５―１３。

にている場面だけれど、①はたし算で②はひき算。

①と②は、どんな関係になっているのかな？

２年生の時、テープ図でもやったね。

線分図に表しても、□の位置が違うね。

部分が□だからひき算で、

全体が□だからたし算だね。

持っていた 700 円から、残っていた 300

円をとれば、本の代金になるわけだから、

７００－３００で求められる。

７００－□＝３００は場面を表している式で、

□を求める式は 700-400 になってるね。

①のたし算と、②のひき算は

ぎゃくのかんけいになっている。
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